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　ミラボー橋の下をセーヌが流れる

　二人の恋も

　僕は思い出さねばならないのか

　喜びはつねに苦しみのあとにきた




　夜よこい　鐘も鳴れ

　日々は過ぎ　僕は残る




　欄らん干かんにもたれ掛かり、セーヌ川の流れをぼんやり眺ながめながら、詩人アポリネールの詩を思い浮かべる。

　失恋の詩だ。

　画家マリー・ローランサンに恋したアポリネールが、彼女のもとへ通うために毎日渡ったのが、このミラボー橋。アポリネールはわざわざ彼女の家に近いオートゥイユのグロス街に引っ越してまで、彼女の芸術活動を懸命にサポートしたのに、あっさり振られてしまった。

　人はいいけど、いまいち女にはモテなかったらしいアポリネール。

　お人好し男の失恋なんてどうでもいいけれど、今はものすごく彼の詩が心に染みる。ざらついた胸にひりひりと染み入る。




　恋は過ぎる　この流れる水のように

　恋は過ぎ去る




　橋の下をライトアップされた遊覧船がゆっくりと通過していく。その遊覧船からわっと歓声があがった。

　エッフェル塔から花火が打ち上がったのだ。青いビロードの空が一瞬、赤く染まる。万華鏡さながらに形を変えていく花火が暗い川かわ面もに反射し、無数の光の宝石となって水面にたゆたう。

　七月十四日の革命記念日。

　花火とイルミネーションの競演を見るために、パリの住人および世界中から押し寄せた観光客が、セーヌ川に掛かる多くの橋に数時間前から陣取る。一番人気はエッフェル塔に近いイエナ橋だが、さすがに夕方から十時四十五分まで待つ気力はなかったので、俺は少し離れたミラボー橋にて待機していた。ここも人は多いけれど、ごった返すほどじゃない。人混みが苦手な自分にはちょうどよかった。

　からりと明るい日本の花火と違って、この国の花火は、どこか湿っぽくて色合いも仄ほの暗ぐらい。

　ただ綺麗なだけじゃない。腹に一いち物もつ抱かかえた悪女の美しさだ。

　そんなところが、今の俺の気分に合っているのかもしれない。

　そう──失恋したばかりの自分に。

　一週間前、失恋した。

　いや……随ずい分ぶんと前に「おまえの気持ちには応こたえられない」と言われていて、そういう意味ではとうに振られていたのかもしれないけれど、俺自身は諦あきらめるつもりがなかった。二十年以上の執しゅう念ねん深ぶかい想いに、そう簡単に終止符が打てるわけがない。

　自分が諦めない限り失恋とは言わない。諦めたら終わりだ。だから絶対に諦めない。そう思っていた。

（だけど……）

　一週間前のあの日。

　その日の夜、ひさしぶりに亨とおるの声が聴きたくなった。

　日ひ鷹だか亨。

　共に養護施設『美み国くにハウス』で育った一歳上の幼なじみ。

　三歳と八ヶ月で『美国ハウス』に引き取られた俺は、実母に育児放棄されたあと、親戚中をたらい回しにされたのもあって、大人への警戒心が人一倍強かった。

　孤こ児じたちの保護者であり、『聖ヨセフ・美国教会』の主教でもある美国凜りん太た郎ろう＝『パパ』にも、心を開くことができなかった。痩やせた小さな体をハリネズミみたいなトゲトゲで覆おおった俺に、おそらく大人たちは相当に手を焼いたことだろう。

　同じようにハウスで暮らす子供たちとも、すぐには打うち解とけられなかった。それまで周まわりに同じくらいの年頃の子供がいなかったし、接し方もわからなかったからだ。

　俺が引き取られた時、『美国ハウス』にはふたりの子供がいた。俺の一年後に伊い吹ぶき由ゆ利りが加わったが、当時は秋あき守もりと亨のふたりがハウスの住人だった（パパの息子の美国梗きょう一いちは、牧師館に部屋があってハウスには住んでいなかった）。

　ふたりは同じ歳で、クリスマスイブと、クリスマス当日の朝に教会堂の前に続けて捨て置かれていたらしい。

　大人しい秋守は俺に近づくことすらできず、ちらちらと横目で様子を窺うかがっていた。

　だが、亨は違った。

「おれさぁ、弟ほしかったんだよね」

　俺の前に座り込んで、人なつっこい顔でにこにこ笑った。

「だからおまえのこと、弟だっておもうよ」

　馬鹿じゃないの？　と思った。何勝手に思ってんだよ。

　だからずっと無視した。でも亨はめげなかった。無視しても無視しても話しかけて、構ってきた。そのしつこさに根負けして渋々返事をした。「うん」とか「ちがう」とか、必要最低限に。

　でも亨はすごくうれしそうだった。何がそんなにうれしいのかわからないけど、引き出しに隠してあったチョコレートをこっそり俺にくれて言った。

「彼方かなた、いじめられたら、おれに言えよ。おれがまもってやるから」

　得意そうに胸を張った亨。

　正義感が強くて、俠おとこ気ぎがあって、近所のいじめっ子に「やーい、捨て子！」と囃はやし立たてられた秋守が泣いて帰ってくると、すっ飛んでいって自分より体の大きな相手と取っ組み合いの喧けん嘩かをしていた亨。

　十四歳の冬、秋守が士し堂どう財閥の御曹司であることが判明し、ハウスを去ったあと、萎しぼんだ向日葵ひまわりみたいに徐じょ々じょに弱っていった亨。

　弱ってガリガリに痩せ細った亨を見て、俺が護まもると心に誓った。

　自分なら亨を泣かせたりしない。ずっと側そばにいて大切にする。

　実際、それからの十二年、俺が亨の一番近くにいた。亨も仲間うちでは特別に俺をかわいがってくれていたと思う。

　なのに、亨をボロボロにした元げん凶きょう──秋守が英国から十二年ぶりに戻って来て状況は一変した。

　亨は秋守の酷ひどい仕打ちを忘れたふりをした。水に流して五人が揃そろえば、昔に戻れると思ったんだろうか。戻れっこないのに。

　お人好しの亨が忘れても俺は忘れない。秋守が亨にした酷い仕打ちを絶対に忘れない。今更仲間面づらされても迷惑なんだよ。

　──あんなやつやめて、俺にしなよ。

　──俺にとって、亨は兄弟でも幼なじみでもないよ。

　秋守に振り回される亨にイライラが募つのり、ついに自分の気持ちを告げた。告白してキスをした。

　──俺の気持ちは伝えたから、あとは亨が答えを出して。

　俺の告白に対する亨の答えは、「おまえの気持ちには応えられない」だった……。

　そう答えた時、亨はすごく苦しそうだった。兄弟同然に育ったのだ。急に恋愛感情をぶつけられても、戸と惑まどう気持ちはわかる。

　言うことは言ったんだし、焦あせる必要はない。あとはじっくり時間をかけて口く説どき落とせばいい。

　だからそれ以降、頻ひん繁ぱんに連絡を入れるのは我慢していた。一回振られたくらいで身を引くつもりは毛頭無かったけど、あんまりしつこくしてウザがられたくなかったし、パティシエの亨は朝が早いから夜遅くの電話は遠慮していた。

　でも、顔を見たのが六月の第三月曜日──今はバラバラに暮らす『美国ハウス』出身の元孤児たちの集まり「家族礼拝」の時が最後で、二十日経たっている。そろそろ補充が切れかかっていた。

　せめて声が聴きたい。

　その欲求に抗あらがえず、俺は携帯に電話した。10コールの呼び出し音のあと、留守番電話サービスに切り替わる。メッセージを残したが、いつもなら割合すぐに折り返してくるのにかかって来ない。亨がスー・シェフとして働く『Pâtisserieパティスリ HIDAKAヒダカ』は七時までなので、仕事はとうに終わっているはずだ。

　一時間置きにかけてすべて空から振ぶり。十一時の時点で居ても立ってもいられなくなり、自宅マンションを出た。ひとり暮らしをしている亨のアパートに着いたのは十二時近かった。

　月明かりの下、簡素な二階建てのアパートを見上げる。亨の部屋には明かりが点ついていた。

　事故とか病気じゃないとわかってほっとすると同時に、疑念が湧わく。

　部屋にいるのになんで携帯に出なかったんだろう。未いまだに携帯に折り返しの電話がないことを訝いぶかしんでいると、二階の一番奥の部屋のドアがガチャッと開く音がした。亨の部屋から誰か出てくる。外廊下を並んで歩く、ふたつのシルエット。ふたりが蛍光灯の下で立ち止まったので、長身のほうがスーツを着ているのがわかった。顔は見えない。もうひとりはもちろん亨だ。

「じゃあな。また明日、連絡を入れる」

「うん……」

　周りに気を遣った小声だったが、その声でスーツの正体が知れた。兄弟同然に一緒に育った仲だ。

（秋守）

　俺が息を詰めて見上げる先で、ふたつのシルエットが重なった。

　秋守が亨を抱き締めている。別れがたいと言いたげなその背中に、やがて亨の手がゆっくりと回ってきて、ぎゅっと抱き締め返す。幼なじみのふたりがキスをしているのだとわかった瞬間、俺はくるりと身を翻ひるがえした。

　小走りにアパートまでの道を引き返しながら、混乱した頭で考える。

　なに？　今の……なんだよ？

　そもそも亨がなんで携帯に出なかったのか。

　自分がやきもきと連絡を待っていた間、あのふたりがアパートで何をしていたのか。

　シナプスが繋つながった刹せつ那な、強烈な吐き気が込み上げてきて、たまらず道端に吐いた。

　吐いても吐いても吐き気が治まらず……。

　そのあとのことはあまりよく覚えていない。どうやって自宅マンションに戻ったのかも記憶が曖あい昧まいだ。

　とにかくそれからの六日間は酷い有様だった。

　部屋から一歩も出ず、ひたすら酒に溺おぼれた。蒸し暑い中カーテンを閉め切り、テレビも点けず、ネットも立ち上げず、電話にも出なかった。そうして、ストックしてあった一ヶ月分のアルコール類を昼に夜に呑のみ続つづけ、きれいさっぱり消費し切った。

　自宅籠城の五日目、さすがに寝汗で体じゅうがべとべとになってベッドから出た。よろよろと窓に近づき、カーテンを半分開いて、ひさしぶりに太陽の光を浴びる。窓を開け、むわっと籠こもっていたアルコールの臭しゅう気きを逃がした。食欲はなかったけど、生命の危機を切実に感じて、冷蔵庫のヨーグルトを喉のどの奥に無理矢理押し込む。

　実に五日ぶりのシャワーを浴び、ぽたぽたと髪から水滴を滴したたらせながら充電器に差しっぱなしだった携帯の留守録を聞いた。亨からのメッセージが入っていた。

『もしもし？　亨だけど、連絡くれてたみたいで……出られなくてごめん。もしよかったら折り返し電話ください』

　立て続けに同じようなメッセージが五日分。あれだけ恋しかった亨の声が、鋭い刃やいばのように胸に突き刺さり、すぐに消去した。

　亨と話したくない。秋守と寝た亨となんか、話したくない。

　俺は携帯の電源を切ると、テーブルの上に放り投げ、ふたたびベッドに潜もぐり込こんだ。

　翌日も、何をするでもなくぼーっと過ごした。痺しびれを切らしてか、固定電話に亨から電話がかかってきたが、もちろん出なかった。このまま無視し続けていれば、心配性な亨のことだ。マンションまで押しかけてくるに違いない。

　……今顔を合わせたら、何を言ってしまうかわからない。

　夜、気晴らしに立ち上げたインターネットに、パリ祭の記事が上がっていた。読んでいるうちに無性に現地へ飛びたくなり、気がつくとネットでエアチケットを購入していた。幸い、衝動的な行動が許されるフリーランスで、目下のところ急ぎの仕事の予定はない。『美国ハウス』の仲間以外に友達と呼べる人間もいないから、プライベートの予定もなかった。

　定じょう宿やどに電話して部屋を押さえる。荷造りも手慣れたもので、ものの一時間で終わった。

　亨から逃げるようにその日の夜遅くに東京を発たち、パリに着いたのは早朝。

　いったん定宿のホテルに荷物を置き、まだ朝あさ靄もやの立ちこめる街に出た。店を開けたばかりのブーランジュリーで焼きたてのクロワッサンを買い、マルシェを覗のぞく。果物を買って、カフェスタンドでカフェオレをテイクアウトし、ベンチに腰掛け、クロワッサンと一緒に朝食にした。

　昼まではぶらぶらと市中を散策。足が疲れたら、馴な染じみのカフェで一休みした。

　特に目的があるわけじゃないので気楽なものだ。

　いつもはパリに来ても仕事で人と会ったり、打ち合わせをしたり、仕事絡がらみでギャラリーや美術館を巡めぐったりと、自由な時間が取れることはあまりない。昼間からこんなふうに当て所なく街をぶらつくなんてほとんどしたことがなかった。

　パリは第二の故郷と言ってもいいほどに慣れ親しんだ街だけど、完全なるオフで訪おとずれたのは、もしかして二度目かもしれない。

　一度目は、忘れもしない二十歳の夏。

　当時、パリで修業していた亨を訪たずね、大学の夏休みを利用しての、生まれて初めての海外旅行だった。

　あの時は、シャルル・ド・ゴール空港まで亨が迎えに来てくれたっけ。

　パリのパティスリーで働く亨のアパルトマンに転がり込み、約一ヶ月をかけてルーヴルを筆頭に美術館やギャラリー、博物館を回った。美大生の俺には、歴史的な名作に触ふれることができるパリの街はまさに夢の国だった。

　亨が休みの日には一緒に出かけた。

　往時芸術家が集つどったサンジェルマン・デ・プレ、学生街カルチェ・ラタン、ユトリロやドガが眠るモンマルトルの丘きゅう陵りょう、蚤のみの市いちが立つクリニャンクール、かつて貴族や芸術家が暮らした古い邸宅が並ぶサン・ルイ島、ノートルダム寺院のあるシテ島。車でフォンテーヌブローの森まで足を延ばしたこともあった。ドライブがてら、ミレーやルソーが住んだバルビゾンの村にも立ち寄った。

　郊外まで出かけ、田舎いなか町まちのオーベルジュに一泊したこともあった。

　あの夏を皮切りに、数え切れないほど訪れたパリの街。

　今にして思えば、これほどパリという街に執着したのは、自分と亨のふたりだけの思い出が詰まった街だからだったのかもしれない。

　その点、傷心旅行の行き先にパリを選んだのは失敗だった。

　亨から逃げてきたつもりが、逆にどんどん追い詰められていく。

　このカフェで一緒にカプチーノを飲んだ。このビストロにも入った。ここのサロン・ド・テでお茶をした。ここのアンティークショップでふたりで絵はがきを買った。あそこのフラワーショップでは向日葵ひまわりを……。

　午後からひとりで街を歩きながら、ポイント、ポイントで亨との思い出が鮮明に蘇よみがえり、そのたび傷口に塩を塗ぬり込こまれるような気分になった。

（……亨）

　子供の頃から、俺には亨だけだった。

　その亨に、俺とは別の愛する人間ができた。俺より大事な相手ができた。

　今までは、ひとりでも平気だった。

　もともと女は嫌い。でもゲイでもない。

　フリーのキュレーターという職業柄がら、アーティストと呼ばれる個性的な面々とつきあいがあり、彼らとはそれなりに上う手まくやっているが、プライベートでまでつるむ必要性は感じない。

「普通の人たち」には歯に衣着せぬ物言いを煙けむたがれ、遠巻きにされている。

　だからといって本音と建て前を使い分けるなんて器用な芸当、俺にはできなかったし、するつもりもない。

　空気を読んで低レベルの人間に合わせるなんてまっぴら御免。

　それくらいならひとりでいたほうがマシだ。

　俺には亨がいたから。

　亨がいれば、それでよかった。亨さえいれば、満ち足りていた。

　でも亨はもう……。

（俺のものじゃない）

「…………」

　いつしか、視線の先の川の色は黒く沈しずんでいた。花火は終わり、エッフェル塔のライトアップも消えている。祭りは終わったのだ。

「そこのきみ」

　声をかけられ、長く見つめていた川面から顔を上げる。のろのろと視線を横向けると、制服姿の警官が立っていた。恰かっ幅ぷくのいい中年の警官は、俺を上から下までじろじろと眺めた末に「ツーリストか？」と訊きいてくる。

「そうだけど。なにか？」

　フランス語で答えたら、さらにじっと顔を覗き込むように見つめ、意外そうに片かた眉まゆを持ち上げた。

「女性かと思ったよ」

「よく間違えられる。東洋人はわかりづらいみたいだね」

　実は時々日本でも間違えられる。百七十二センチ、五十二キロだが、女性のモデル体型に近いらしい──なんてことはもちろん、面倒なのでわざわざ口にしない。

「失礼。ただ、あまりにシリアスな表情で川をずっと見つめているから気になってね」

「飛び込むとでも思った？」

　警官が肩を竦すくめる。俺も竦め返した。欄干から身を離す。

「ご心配なく。そんなにデリケートじゃないよ。もうホテルに帰るところだし」

「ならいいが……夜もだいぶ遅いので気をつけて帰りなさい」

「ありがとう」

　警官にひらひらと手を振り、歩き出した。いつの間にか、橋を渡る人影もまばらになっている。顔を撫なでる川風が少し冷たかった。ボトムのポケットに両手を突っ込んで前方を見据え、俺はぽつっとつぶやく。

「……笑える」

　パリで職質されるなんて。

　飛び込み自殺しそうに見えるほど悲壮な顔してたってことか？

　唇くちびるを歪ゆがめ、はっと乾いた笑いを漏もらす。湿っぽい自分ごと笑い飛ばしてしまいたかったけれど、虚勢は長く続かなかった。










　亨を奪った相手が秋守でなければ、ここまで苦しくはなかったのかもしれない。

　亨はゲイじゃない。俺の知る限り、彼女いない歴＝年齢だったが、かといって男が好きなわけではないのは、側で見ていればわかった。

　ノーマルな亨が女を選ぶのだったら仕方がない。いつか亨が妻となる女性を見つけて家庭を作る日が来る──それに関しては覚悟があった。

　愛する人の幸せな結婚を妨害するほど、俺だって鬼じゃない。死ぬほど辛つらいけど、そうなった場合にはきっと歯を食いしばって祝福しただろう。

　でも亨は、男の秋守を選んだ。

　俺と同じ男。幼なじみである点も俺と同じ。

　むしろ秋守に十二年のブランクがある分、ずっと側にいた俺のほうが有利なはずだった。

　なのに俺は秋守に負けた。

　よりによってなんで秋守なんだよ。

　秋守のせいで、あんなに傷ついたのに。

　死んでしまうんじゃないかって周りが心配するくらいに弱ったのに。

　拒食症になってガリガリに痩せてしまった亨を側で支えたのは俺だ。もちろん俺ひとりじゃない。パパも梗一も由利もサポートしたけど、少なくとも秋守はそこにいなかった。

　あいつは何もしていない。亨が苦しんでいたその間、お気楽に英国イギリス留学して、向こうで女とよろしくやっていた。

　あっちの社交界とやらで、セレブ仲間とちゃらちゃら遊び回っていた。

（最悪じゃん。あんなやつ！　趣味悪すぎ！）

　ふたりのキスシーンを見てから、もう一週間以上、行き場のない負の感情が胸の中で渦うず巻まいている。亨に対するやるせない哀切の情と、秋守に対する灼やけるような嫉妬と怒り、さらに膝ひざから頽くずおれそうな喪失感が入れ替わり立ち替わり現れては、体の中で暴風雨のごとく荒れ狂う。

　苦しい。苦しくてたまらない。胸がひしゃげそうだ。

　それでも不思議と涙は出なかった。

　いっそ泣けたら楽なのだと思うけれど、物心ついて以降、生理的な現象以外で涙を流したことがないので、いまいち感情のはけ口としての泣き方がわからないのだ。

　革命記念日で賑にぎわうパリに来れば少しは気が紛まぎれるかと思ったが、当てが外はずれた。仲なか睦むつまじげなアベックや幸せそうな家族連れを見て、却ってささくれた気分になった俺は、重い足を引ひき摺ずるようにしてホテルの部屋まで戻った。

　主室とバスルームから為なるシングルルームに入るなり、バーカウンターに直進し、冷蔵庫の中から冷えた白ワインを取り出す。コルクを抜いて、ワイングラスになみなみと注つぎ、立ったまま一気に呑み干した。さらにグラスに二杯目を注ぎかけて、途中で止める。

　舌に残ったブショネの残ざん滓しのようなざらざらした鬱うっ屈くつを、どんなに強い酒でも洗い流すことが出来ないのは、この一週間で実証済みだったからだ。

　酒じゃ駄目だ。アルコールなんかじゃ紛らわせられない。かといって、ジムで汗を搔かいて発散できるほど健康的な精神の持ち主じゃないのは自分が一番わかっている。

「…………」

　俺はバーカウンターから離れ、まだ荷に解ときしていないスーツケースに歩み寄った。スーツケースを開き、中から小振りのボストンバッグを取り出す。そのバッグを抱えて、バスルームへ移動した。

　バスルームは、シャワーブースと浴槽、鏡台が設置されたパウダースペース、そしてトイレがひとつのフロアに収まっている。ここをパリでの定宿にしているのは、立地の良さと、バスルームが広くて使いやすいためだ。その分、多少金額が張るのは目を瞑つむることにしている。

　まずシャワーを浴びた俺は、髪をざっと乾かし、バスローブ姿で鏡台に向かった。ボストンバッグの中からポーチを取り出し、中身を鏡台の上に並べる。

　化粧水と乳液、下地クリーム、リキッドファンデーション、パウダー、アイライナー、アイシャドウ、マスカラ、ビューラー、チーク、ブラシ、リップスティック、グロス。

　ずらりと並べたそれらを使って、自分の顔にメイクを施ほどこしていく。

　化粧をして別人になることが、自分にとって手っ取り早いストレス解消法だと気がついたのは、いつ頃だったのか。

　はじめてのメイク体験はやはりパリで、仕事の打ち上げを兼ねた仮装パーティだった。ちょっとしたコスプレのつもりでチャイナドレスを着て、各方面から絶ぜっ賛さんを浴びたのがきっかけと言えばきっかけ。その時はプロのメイクアップアーティストにメイクをしてもらった。その後、ネットのコスメレビューをこまめにチェックして、メイク道具一式を揃えたのだ。

　もともとが凝こり性しょうだし、美大出なので手先もそこそこ器用とあって、すぐにメイクテクニックはマスターした。基礎さえ覚えてしまえば、あとはキャンバスに色をのせていくのとさほど要領は変わらない。

　眉をブラシで整ととのえ、眦まなじりが吊つり上あがった目をアイラインで強調し、ゴールドのアイシャドウを目ま蓋ぶたに載せる。まつげにたっぷりとマスカラを塗り、チークで頰ほおに赤みを加え、唇には真っ赤な口紅。

　今夜の気分を映し出してか、みるみる夜の濃厚な空気が似合う「女」が出来上がっていく。

　ふと、鏡の中の自分は、蒸発したまま今はもう生きているのかどうかもわからない母親に似ている気がした。

　写真もないし、母の顔の記憶はかなり曖昧だから、そんな気がするというだけだ。

　ただひとつ、はっきり覚えていること。

　幼児の頃、自分は少女の格好をさせられていた。フリルの付いたピンクのスカートとかワンピースを着せられ、長く伸ばした髪に綺麗な色のリボンを結ばれていた。

　どうやら母親は女の子が欲しかったようだ。だから成長するにつれて男の自分は疎うとまれ、ネグレクトされたのだ。

　俺が今黒しか着ないのは、あの頃の反動なのかもしれない……真っ赤な唇にグロスを重ね塗りしながら、そんなことをぼんやり考える。

　メイクが完成したので、次にボストンバッグから下着とドレスを取り出した。

　パット入りのブラをして、黒いレースのパンティを穿はく。その上からガーターベルトを着け、網目のストッキングをクリップで留めた。ドレスはもちろん黒。ホルターネックで肩と背中が大きく開いたデザインだ。黒いオーガンジーのストールを肩に掛け、靴くつは華きゃ奢しゃな五センチミュール。

　最後の仕上げに肩けん胛こう骨こつの下まであるロングヘアのウィッグを被かぶる。

　バスルームを出て、全身が映る姿見の前に立った。

　鏡に映っているのは、蠱こ惑わく的てきな瞳と濡れた赤い唇を持つ、黒いドレスの女。

　もう幼なじみに振られた惨みじめな藤ふじ生お彼方じゃない。

　別人になった自分を見て、胸の重苦しさがわずかばかり薄れ、気分が少しだけ楽になった。

　化粧を施し、女の服を着る。

　たったそれだけのことで、従来の自分とは別の人格になれる。

　街を歩いても、誰も自分を男だと思わない。藤生彼方だと気がつかない。

　ひととき別人になれるスリリングな「遊び」に目覚めて以来、旅先ではたまに女の姿で出かけていた。日本ではさすがにやらないし、この趣味は誰にも秘密だ。近しい身内、ハウス出身の仲間にも明かしていない。

　女が嫌いなのに、女の格好をする自分。

　女の化粧臭さは反へ吐どが出るほど嫌なのに、メイクする自分。

　矛む盾じゅんしていると思うが、今夜は深く考えないことに決めた。

　今の自分に必要なのは、くさくさした気分をぱーっと晴らすこと。気分転換だ。

　景気づけにもう一杯ワインを呷あおった俺は、クラッチバッグを小脇に挟はさみ、ホテルの部屋を出た。










「ひとり？」

　何度目かのナンパの声掛けに、カウンターでひとりワイングラスを傾かたむけていた俺は眉をひそめた。

　それにしたって酔った勢いでバーでナンパする男は創意工夫がない。さっきから判で押したように第一声は「ひとり？」だ。少しは女がその気になるようなバリエーション考えろよ。

　今まで同様さっさと追い払おうとして顔を横向け、隣りのスツールに腰かける男を見て気が変わった。

　ブルネットの髪にダークブラウンの瞳を持つなかなかの二枚目だ。清潔そうなシャツとエルメスのネクタイ。これもどこかのメゾンか、仕立てのいいダークスーツを着ている。にこっと笑う口くち許もとの歯が白くて歯並びも美しい。カウンターの上に置かれた手も、爪つめが綺麗に丸く整えられ、ぴかぴかに磨みがかれている。身なりだけで、それなりの地位の男だとわかった。弁護士か医者あたりか？

　だが、気が変わったのはそのせいじゃない。雰囲気がちょっと秋守に似ていたからだ。

　育ちのよさげな王子様風ハンサムってとこが似てる。

　当然ながら、俺の一番嫌いなタイプだ。子供の頃から虫が好かなかったが、一週間前からは憎んでいると言っても過言じゃない。

　左手の薬指にプラチナの指輪をしているのを認め、既婚者だと知った。

　この手のいかにもご清潔そうなエリート様に限って、裏でこそこそ浮気していたりするものだ。自分の周囲の女に手を出すと妻にばれるので、夜の街で行きずりの女をナンパしたり、娼婦を買ったりするんだろう。

「そうよ。あなたもひとり？」

　わざと流し目をくれて訊き返すと、男が「そう、さっきまでパーティに出ていたんだが、呑み足りなくてね」と返してきた。

　俺は声が高いわけじゃないが、ハスキーボイスのおかげで案外男だとバレない。

「パーティ？」

「顧客が催もよおしたパーティに呼ばれていたんだ。そこのレヴィヨンホテルの最上階ボールルームを借り切っての豪華なパーティだった。僕の家はシャンティイなんだが、部屋まで用意してくれた」

　なるほど。今夜はひとりでホテル泊だから羽を伸ばそうって魂胆か。

「随分と羽振りがいいのね」

「食品業界の大物が主しゅ宰さい者でね。打ち上げ花火を観ながら彼が扱う新しい商品をゲストに披ひ露ろうするって趣向さ」

「あなたも食品業界の関係者？」

「いや、僕は弁護士だよ」

　心持ち胸を張り、得意そうに男が言った。俺は心の中で（ビンゴ）とつぶやく。

「きみはとてもフランス語が上手だけれど東洋系だよね。チャイニーズ？　ジャパニーズ？」

「日本人よ」

「名前は？」

「リサ」

　適当に名乗る。どうせこの場限りの偽名だ。

「僕はアランだ」

　よろしくというように、アランが自分のワイングラスを俺のグラスにコツンと当てた。

「さっきバーに入ってすぐ、きみに目が吸い寄せられた。……すごい美人がいるってね。しかもひとりで呑んでいる。今日の僕はついているな。きみの瞳、まるで黒曜石みたいだ。唇もすごくセクシーだね」

　歯の浮くような台詞セリフを口にして、カウンターの上の手をきゅっと握ってくる。

　きたきた。口説きモード。

　俺はまつげの長さを強調させるために目を伏せた。

「私、レヴィヨンホテルって入ったことないわ。さぞかし素敵なお部屋なんでしょうね」

　アランが俺の手を自分に引き寄せ、耳許に囁ささやく。

「僕の部屋は十階で窓からの眺めは最高だよ。バーカウンターもあるんだ。よかったら、夜景を観ながら部屋でシャンパンを呑まないか？」










　ちょろい優男がシャワーを浴びている水音がバスルームから聞こえてくる。

　夜景観賞もそこそこにキスをしかけてきた男をやんわりと押しとどめ、スーツの上着を脱がせ、ネクタイを取り、シャツを脱がせた。

「リサ！」

　上半身裸になったアランが俺を抱き締めようとする。そうは問屋が卸おろすか。するりと身を躱かわして男の背中側に回った俺は、背後から耳許に「先にシャワーを浴びてきて」と囁いた。男がごくっと喉を鳴らす。

「わかった。すぐ浴びてくるよ！」

　鼻息荒く叫ぶなり、すごい勢いでバスルームに飛び込んでいった──のが三十秒前だ。本当にすぐ出てきそうなので急いだほうがいい。

　ベッドの上に脱ぎ捨ててあったシャツを拾い上げ、背中の部分に唇を押しつける。べっとりと赤いキスマークがついた。気がつかずに家に帰って妻に不ふ貞ていを疑われるか、もし気がついたとしてもテーラーメイドのシャツが台無しだ。どのみち浮気（未遂だが）の代償は高くつく。

（ざまーみろ）

　俺は幾ばくか溜りゅう飲いんを下げた。

　別にアランに個人的な恨みはないが、まぁ強しいて言えば秋守に似ているのが悪い。あと間が悪い。俺の憂うさ晴ばらしのターゲットになるなんて、今日のあんたついてないよ。

「さてと、今のうちにとっとと引き上げないと」

　浮気男にお灸きゅうを据すえた俺は、クラッチバッグを抱えて部屋から出た。

　廊下を足早に歩くと、ちょっと呑み過ぎたせいか足許がふらつく。履はき慣なれないミュールのピンヒールのせいもあるかもしれない。エレベーターで一階まで降り、ロビーを歩き出したところで突然、後ろから腕を摑つかまれた。振り返った視線の先で、ごつい体を黒いスーツに包んだ大男が睨にらんでいる。

「遅いぞ。約束の時間過ぎてんだろーが」

「は？　誰、あんた」

　俺は見知らぬ大男を睨み返した。手を振り払おうとして逆に力を強められる。

「今更逃げようったってそうはいかないぞ。前金は払ってあるんだからな」

「前金？　ってなに言っ……痛いって！」

　抗議の声を無視して、大男はエレベーターホールまで俺をぐいぐい引っ張っていく。ちょうど口を開けていたケージに連れ込まれた俺は、「人違いだって！」と叫んだ。

「前金とか知らないし！　約束とかしてないし！」

　だが大男は完全無視を決め込み、取り合わない。

「とにかく手、放せよっ」

「大人しくしてろ！」

　揉もみ合あっているうちに上昇したケージが十二階で止まってドアが開いた。引き摺るようにしてエレベーターから連れ出される。廊下を乱暴に引っ立てられながら、俺は上半身を左右に振ってわめいた。

「放せよ、馬鹿力っ」

　素面しらふだったら、こんなふうにいいようにはされない。だけど今夜の俺はいかんせん呑み過ぎていた。足許がふらついて踏ん張ることができない。腕にも力が入らなかった。

　抵抗も虚むなしく廊下を引き摺られ、ひとつのドアの前に行き着く。男が足を止め、俺を摑んでいるのとは別の手で扉をノックした。

　ややして、中から『Ouiウィ』といらえが返る。

「ボンソワール、ムッシュー。お届け物です」

「……届け物？」

　低いつぶやきのあとでドアがガチャリと開いた。

　ひとりの男が立っていた。かなりの長身だ。

　シルバーフレームのレンズの奥から、鋭い眼まな差ざしが俺と大男を交互に見る。訝しげな低音が尋たずねた。

「誰だ？」
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「誰だ？」

　訝いぶかしげに尋たずねた男は、ダークブラウンの髪をオールバック気味に流し、見るからに上等そうなタキシードスーツに長身を包んでいた。白の蝶ちょうネクタイ。ピークドラペルのジャケットの下には襟えり付つきのウェストコート。胸のポケットには白のシルクチーフ。たった今、パーティ会場から引き上げてきたばかりといった様相だ。

　秀でた額ひたい、やや神経質そうな眉まゆに鋭利な鼻び梁りょう、端整な唇くちびる──冷たく整ととのった白皙はくせきに、シルバーフレームの眼鏡めがねをかけている。

　男が俺を冷たい眼まな差ざしで見下ろし、形のいい眉をひそめた。

「女なんか頼んでいないぞ」

「ベルナール氏より、貴方へのプレゼントです。パーティの余興のひとつとお考えください」

　大男が答え、眼鏡の男がぴくりと眉尻を蠢うごめかせる。大男の返答が気に障さわったらしく、剣けん呑のんなオーラを発して低く言った。

「あいつからはなにも受け取らない。本当は今夜のパーティだって顔を出したくなかったんだ」

　だが、大男はクレームを受け付けるつもりはないようだ。受け流すように猪い首くびを竦すくめる。

「俺はただの使いなんでね。クレームはベルナール氏に直接お願いしますよ。とにかく受け取ってください。見てのとおりの上玉だ。東洋系だから肌はだも綺麗だしな。それなりの代金は払ってあるから焼くなり煮るなりどうとでも」

　言うなり厄やっ介かい払ばらいでもするように、俺をぐいっと部屋の中に押しやろうとした。

「や、だ……やめろって！」

　抗あらがう俺に苛いら立だってか、どんっと背中を押す。突き飛ばされ、バランスを崩した俺は、たたらを踏んだ。よろよろと部屋の中を二、三歩進んだところで絨じゅう毯たんに蹴け躓つまずく。

「あっ……」

「おい！」

　眼鏡が手を伸ばしてきたが間に合わず、前のめりにコケた。転んだ衝撃でクラッチバッグが吹っ飛び、ミュールが脱げる。両りょう膝ひざを床で強く打った。

「痛ったぁ……」

　四つん這ばいになった俺が膝の痛みに耐えている間に、大男はさっさと踵きびすを返し、逃げるように部屋の前から離れていく。

「おい待て！」

　眼鏡が呼び止めたが、足を止めることなく立ち去ったらしい。大男を追って廊下に出た眼鏡が、ちっと舌打ちを落として部屋に戻ってくる。

　いまだ絨毯の床に四つん這いの俺を上から見下ろし、「大丈夫か？」と訊きいてきた。言葉の上では一応気遣ってくれているが、その声は冷ややかで、俺の存在を厄介がっているのがありありだった。

「……大丈夫……だと思う」

　強く打った膝はまだジンジン痺しびれているが、半月板が割れたとか、骨折したとか、そこまでの痛みはない。

　しかし酷ひどい野郎だ。勝手に誤解してこんなところまで連れてきて、挙あげ句くの果てに突き飛ばして自分だけさっさとずらかるとは。

　大男に対する怒りをじわじわ増幅させていると、眼鏡が手を差し伸べてきた。

「──ほら」

　その手を摑つかみ、起き上がる。立ち上がって向かい合えば、男の目は俺の十五センチほど上にあった。やっぱりかなりの長身だ。

　レンズ越しに色素の薄い瞳がじっと見つめてくる。ややして眼鏡が口を開いた。

「日本人か？」

　俺は小さくうなずく。

「日本人の娼婦とはめずらしいな」

　娼婦呼ばわりされて、ちょっと首筋が熱くなった。……確かに化粧はやや濃いめかもしれないけど（おそらくそのせいで大男にも間違われたんだろうが）、これはコスプレの延長みたいなもんで──と言い訳するわけにもいかず、とりあえず否定する。

「違う。誤解なんだって」

「誤解？」

「ロビーにいたらさっきのマッチョが誰かと勘違いして、勝手にここまで連れて来られたんだ。どんなに違うって言っても、あのマッチョ聞く耳持たなくてさ。だから人違い。たぶん本物は前金もらって逃げたんだと思う」

「…………」

　事情を説明しても、男は表情を変えない。

「本当に前金なんてもらってない」

　俺は重ねて言いい募つのった。

「コールガールでもない」

　なんとか誤解を解とこうとしたが、男は眼鏡の奥から疑わしげな視線を向けるだけだった。

（……ヤバイ）

　全然信じてもらえない。男の目には自分が、体ていのいい言いい逃のがれをして前金をちょろまかそうとしているふうに映っているのかもしれない。

　どうやら先程のやりとりから推測するに、前金を払ったのは目の前の眼鏡ではなく、ベルナールとかいう別の男のようだが……。

　さっきは「あいつからはなにも受け取らない」と言っていたが、いつ気が変わるともしれない。

　草食系がはびこる日本ならともかく、ラテン気質のフランス男がタダで女を抱けるチャンスをみすみす逃すとは思えない。

　もし前金分の「仕事」をしろと言われたら？

　焦しょう燥そうが背筋をそそと這い上がった。

　アルコールがまだかなり残っていて逃げ出すには足あし許もとが覚おぼ束つかないし、さっき派手に転んだ痛みもある。おまけに敵は体格的にかなりスペックが高い。

　目の前の男から逃げ切れるか否いなか、頭で計算した結果、俺は自分の不利を認めた。

　どうせこの場限りの行きずりの相手だ。旅の恥は搔かき捨すてとも言う。

　開き直って頭に手をやり、ずるっとウィッグを剝はぎ取とる。

「俺、男だから」

　正体を明かしてもしかし、眼鏡は動じなかった。

　わずかに眉根を寄せはしたが、動どう揺ようは感じられない声で「なるほど。声が低いとは思ったが、よく化けたもんだ」とつぶやく。

　その上で軽く肩を竦め、「私は別に性別はどっちでも構わない」と言った。

（って、バイセクシュアル!?）

　予想外の展開に内心で焦あせりつつ、俺は上目遣いに問う。

「……あんた、バイかよ？」

「おまえこそどうなんだ？　女装は趣味か」

「………っ」

　それを言われると弱かった。ぐっと言葉に詰まる俺を、冷たい瞳が見下ろす。

「かわいい顔してとんだ変態だな」

　侮ぶ蔑べつのひそんだ低音に、カッと頭の芯が熱くなった。

「変態とか言うな」

「変態に変態と言ってなにが悪い？」

「うるさいっ！」

　気がつくと大きな声が出ていた。俺は普段あんまり激しやすいタイプじゃないんだが、血中アルコール濃度のせいか、いつもより感情が昂たかぶりやすくなっているようだ。

　失恋のダメージも重なっているのかもしれないが、ともかく、汚いものでも見るような男の蔑みの眼差しにじわじわと頭に血が上のぼるのがわかって、それと同時に胃の奥からもぐぐっと熱いものが込み上げてくる。

「うっ……」

　それが嘔おう吐と反応だと気がついた俺は、あわてて下を向き、口許を手で押さえた。ただでさえ強めの酒を呑のみ過ぎていたところに、乱暴に連れ回されたり、突き飛ばされたりしたから酔いが回ったのかもしれない。

「どうした？」

　眼鏡が訝しげな声を出した。

「……うっ……ぐっ」

　駄目だ。胃がムカムカして気持ち悪い。……吐きそう。

　断続的に迫り上がってくる吐き気を涙目で堪こらえ、喉のど許もとの筋肉を締めた。なんとか堪えようと思ったが、一度暴れ出した嘔吐の波はそう簡単に鎮しずまってくれない。

　くそ……バーで食べたエスカルゴとキッシュ・ロレーヌがもうすぐそこまで……来ている。

　俺から離れろ。ヤバイから。マジでヤバイから！

　そう忠告したかったが、口を開けばそれこそ最後の砦とりでが決壊してしまいそうで、言葉にすることができない。胃が痙けい攣れんして苦しい。眦まなじりに涙が盛り上がる。

「おい、大丈夫か？」

　大丈夫じゃないことなんか見りゃわかるだろ？　離れろって！

　心の声は伝わらず、よりによって男が俺の手首を摑んだ。顔が見えないことに苛いら立だったように、口から手を引き剝がす。

　男が顔を覗のぞき込こんできた。至近距離で目と目が合った一瞬後、堪えきれない大きな波に攫さらわれる。今までで一番大きな波だ。

「……ッ……うげぇっ……」

　俺は男の整った顔目がけ……盛大にぶちまけた。










「…………」

　顔から胸許までおびただしい汚物を浴びた男は、さすがにしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　その間に、十秒ほどのインターバルを置いて第二波が押し寄せ、俺自身も自分の吐いたもので汚れてしまった。

　つまり、ふたり共にゲロまみれだ。床が汚れなかったのがまだしもの救いといった惨さん状じょう。

「はぁ……はぁ」

　涙を眦にうっすら浮かべた俺は、嘔吐の余韻に胸を忙せわしく波立たせる。まだ胃のあたりがざわついていた。

　目の前の男が、手の甲でのろのろと顔の汚れを拭ぬぐう。拭い取った吐と瀉しゃ物ぶつを見て、ようやっと自分の被こうむった被害に実感が湧わいてきたのか、表情がみるみる険けわしくなった。眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻んだ男が、俺の手をむんずと鷲摑みにする。

「なっ……なにっ？」

「──来い」

　抗う間もなく有無を言わせぬ強さで引っ立てられ、部屋の中をずるずると引ひき摺ずられた。

　俺を引き摺りながら主室を大おお股またで横断した男が、行き着いたドアをバンッと乱暴に開ける。中はタイル張りのバスルームだった。

　鏡と洗面台のあるパウダールームと大理石のバスタブ、トイレ、そしてガラスで仕切られたシャワーブースを備そなえた広々としたスペースだ。

　広い空間の一角に設置されたガラス張りのシャワーブースまで、まっすぐ直進した男が、俺をブースの中に乱暴に押し込んだ。

「………ッ」

　タイルの壁に肩がぶつかった直後、カランがきゅっと捻ひねられる。

　レインフォレストシャワーから、ザーッと勢いよく水滴が落ちてきた。

「うわぁっ」

　シャワーを頭から浴びせられ、悲鳴があがる。夏場とはいえ、いきなりの水の洗礼。しかも服を着たまんまだ。

　頭からびしょ濡ぬれになった俺は、降ふり注そそぐ水滴の中、しゃにむにカランに飛びつき、ぎゅっと捻った。天てん井じょうからの冷たい水が止まるやいなや、くるっと身を返す。

「このっ、なにしやがんだよ！　びしょ濡れじゃないか！」

　ブースの開放口に立つ男を怒鳴りつけた。すると男が怖い顔で、「それはこっちの台詞セリフだ」と言い返す。

「どうしてくれる？　一張羅のタキシードがおじゃんだ」

　確かに、男のスーツは俺の吐いたもので汚れてしまっていた。蝶ネクタイからシャツ、ウェストコート、さらにはジャケットの襟までべっとりと吐瀉物がついて、上質なシルク生地が無残な有様だ。クリーニングに出しても汚れが落ちるかどうか怪しい。

　悪いとは思ったが、男の威圧的な態度に、なんとなく素直に謝る気分になれなかった。ずぶ濡れにされた憤いきどおりもまだ燻くすぶっているし、素面しらふとは言いい難がたい状態のせいもある。

　酔いの勢いを借りて、俺は挑発的に顎あごを反そらした。

「こっちは必死に堪えてたのに、無理矢理手を引き剝がしたあんたが悪いんだろ？」

「泥でい酔すいしてふらふらなくせに減らず口だけは一人前だな」

　低く吐き捨てた男が、突とつ如じょ蝶ネクタイを首からむしり取る。次にジャケットを脱ぎ、ウェストコートを取り去り、シャツの袖そで口ぐちのカフリンクスを外はずした。外したカフリンクスと脱いだ衣類を持って鏡台に近づき、大理石の上に置く。そうしてふたたびこちらに引き返しながら、ウィングカラーシャツの前立てのボタンを外し始めた。

　その行動に意表を突かれ、ぼんやり一連の所しょ作さを眺ながめていた俺の前に男が戻ってくる。ボタンを全部外したシャツの裾すそをウェストから引き抜いたかと思うと、ばっと脱ぎ去った。

　均整の取れた裸の上半身が視界に飛び込んでくる。

　服を着ていた時の印象よりも、ずっと逞たくましい。全体に筋肉質で、付くべきところには筋肉が付き、締しまるべきところは締まっている。やっぱ欧米人は体幹からして厚みが違う。

（これはガチで組み合ったら負けるな……）

　そんなことをぼーっと考えつつ無意識に男の体に見み惚とれていた俺は、髪から滴したたってきた水滴に、ゆっくりと瞬まばたきをした。目の中に水が入って視界がぼやけた時、出し抜けに手が伸びてきて、二の腕を摑まれる。

　くるりとひっくり返され、タイルに胸を押しつけられた。

　なに？　と面食らっているうちに首の後ろでシュッと音がする。ぱらりと胸当ての布が捲れ落ちた段で漸ようやく、首の後ろで結んであったホルターネックの紐を解かれたのだと気がついた。

「な、なにす……」

　身を捩よじろうとして、左腕を後ろ手に捻り上げられる。

「痛っ」

「一生ゲロ塗まみれでいるつもりか？」

　そんなつもりは毛頭ないが、大人しく脱がされなきゃならない謂いわれもなかった。

「別に自分でできるし！」

「いいから大人しくしてろ。酔っぱらいが」

「放せよっ！」

　なんとか腕の拘こう束そくを解こうとしたが、男の力が強くて果たせない。苛立ち、いきり立った俺は、「放せって言ってんだろ！」と叫んだ。自由がきく右みぎ肘ひじを思いっきり後ろに振る。

　どすっと鈍い音がして、相手の鳩みぞ尾おちにクリーンヒットした手て応ごたえがあった。

「……うっ……」

　背後で呻うめき声ごえが聞こえ、力が緩ゆるんだ隙すきに、俺は男の腕を振ふり解ほどいて身を返した。肘鉄を食らった男が腹部を押さえ、体をふたつに折っている。カツーンという音が響き、眼鏡がタイルの床に落ちた。

「…………あ」

　これは……相当痛いはずだ。我ながら強烈な一撃だったし……。

　フリーズして見守っていると、しばらく身を折って痛みを堪えていた男が、ゆるゆると顔を上げた。

　レンズという遮しゃ蔽へい物ぶつがなくなり、露あらわになったヘザーグレイの瞳が俺を射抜く。

　鈍い光を放つ双そう眸ぼうに射すくめられた俺は、男が全身から発する物騒な殺気を感じ取り、奥歯をきゅっと嚙み締めた。

（やば……本格的に怒らせた？）

　こんな男に手加減なしで殴られたら顔の形が変わってしまう。

　ここはひとつ謝っておこう。そのほうがいい。

「ご……ごめ」

「洗って帰してやろうと思っていたが……気が変わった」

　謝りかけた言葉尻を、掠かすれた低音に奪われる。

「タキシードの代金分の『仕事』はしてもらおうか」

「………え？」

　意味がわからず訊き返した直後、男が俺に覆おおい被かぶさるように、ばんっと両手をタイルの壁についた。男の両腕に囲われる形になり、身動きが取れなくなる。後ろは壁だし、ただでさえブースは狭せまい。逃げられない。

　目を見つめたまま、じわじわと顔を近づけてくる男から、俺は反射的に顔を背そむけた。怜れい悧りに整った男の貌かおからは、感情が読み取れなくて怖かった。

「退どけよ！」

　恐怖に駆られて叫んだが、当然のように無視され、さらに顔が近づいてくる。

　熱い吐息がシャワーで冷えた首筋に触れ、肌がざっと粟あわ立だった。眉をひそめて身を強こわばらせていると、首筋に濡れた「熱」をひたりと押しつけられる。

（──唇？）

　びくっとおののいた刹せつ那な、男の手が俺のドレスを摑み、すごい力で引きずり下ろした。びりっと布が破れる音が響き、ドレスがすとんと足許に落ちる。

「………っ」

　しばらくは我が身に何が起きたのかわからなかった。茫ぼう然ぜん自失していた俺は、やがて男の視線が自分の胸許に注がれているのに気がつき、はっと我に返る。

　黒のブラジャーとレースのパンティ、ガーターベルトに網目のストッキングといったあられもない格好を暴かれた羞しゅう恥ちに、カーッと顔が熱くなった。

「ちゃんと下着も女ものか。なかなかいいチョイスだ。白い肌に黒は映はえる」

　冷笑混じりに揶や揄ゆされて、首筋がチリチリと灼やける。

「う、うるさいっ」

　怒鳴って胸と股こ間かんを隠した。男同士で隠す理由が自分でも理解不能だったが、とにかく男の目に恥ずかしい姿を晒さらし続つづけるのは居たたまれなかったのだ。両手で隠しながら俯うつむき、紅あかい唇を嚙み締める。

「誉ほめてるのになにを怒ってるんだ？」

「……誉めて？」

「中途半端に下着は男ものだったりしたら興ざめだ。やる気も失せる」

「やる気？」

　振り上げた視線が捉とらえた男の目に、ぞくっと背筋が震えた。

　薄い色の瞳の奥に、はっきりと欲望の色を見たからだ。

　カッと燃もえ滾たぎる瞬間沸ふっ騰とうのリビドーとは違う。

　ひんやりと低温で長く燃え続けるような情動。

　だからこそ余計に質たちが悪そうで──。

　からかっているのでも、フランス人的なウィットでもない。

（こいつ……マジでやる気だ）

　かつて経験したことのない畏い怖ふを覚え、俺はこくっと喉を鳴らした。ぐっと奥歯を食い締めた俺の顎を、男が手で包み込み、くいっと持ち上げる。

「その勝ち気な目……悪くない。落ちかけた化粧も案外そそるな」

「へ、へんた……んんっ」

　罵ば声せいの途中で熱く濡れた唇に唇を奪われ、俺は大きく目を瞠みはった。

　キス？　わずか十分前に会ったばかりの男にキスされてる!?

「っ………ぅん」

　激しく狼ろう狽ばいしながらも、なんとか顔を捩って逃れようとしたが、頤おとがいを強く手で固定された上に背中を壁に押しつけられているので、身動きができない。両手を突っぱり、男を押しのけようとしたけれど、頑強な肉体はびくともしなかった。

「んーっ……ぅ、うんっ」

　そうこうしている間にも唇を強引に割られ、口の中まで押し入られてしまった。逃げ惑う舌を搦からめ捕とられて、口こう腔こう内ないを舌で荒々しく搔き混ぜられる。舌先で歯列をなぞられ、上顎を突かれて、ひくひくと喉が震えた。
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　くちゅっ、ぬちゅっと生々しい水音が鼓こ膜まくに響き、呑み込みきれない唾だ液えきが口の端から溢あふれ……頤を濡らす。

「ふっ……ッ」

　こんなキス、初めてだ。

　もちろん挨あい拶さつのキスは海外では普通だし、酔った勢いの戯たわむれのキスなら何度かある。

　本命の亨とおるとだって一度だけしたことがある。こっちから一方的にだったけれど。

　だけど、こんなに濃厚な……欲望の匂いがするキスは生まれて初めてだ。

　酸欠も相まってか、頭の芯がジンジンと痺れ、だんだん意識がぼうっとしてくる。

「…………」

　口接を解かれたあともしばらく、俺は唇を半開きにして放心していた。

　たった今、男が自分に仕掛けた舌の動きをぼんやり反はん芻すうする。

　そうか……本気のキスってこうやるんだ……。

　力の抜けた体を裏返しにされ、タイルの壁に手をつかされて──後ろから覆い被さってきた男の硬い胸を背中に感じた俺は、ひくんっと背骨をたわませる。

　男の手が前に回ってきて、ブラジャーを下から上へぐっと持ち上げた。ブラが乳房のない真っ平らな胸をずるっと上うわ滑すべり、乳首が剝き出しになる。ぷつんと尖とがったふたつの乳頭の、左の突起をやおら指で摘つままれ、「あっ」と声が出た。

「な……なに？」

　なんで乳首なんか……触さわって……。

　予期せぬ展開に頭が混乱し、ただただびっくりしている間に、摘んだ乳首をきゅっ、きゅっと引っ張られる。引っ張られるたびに、ピリッ、ピリッと微弱な電流が走った。その刺激に合わせて、体がびくっ、びくっと震える。

　先端を爪つめで引っ搔いたり、紙縒こよりのように擦こすり立たてたり──悪あく辣らつな手の動きに腰の奥がうずうずと疼うずいた。

（……なんなんだよ？　これ……）

　乳首への刺激が下半身に及およんでくるなんて。そもそも乳首で感じるってなんだよ？　意味がわからない……。

「やっ……やめ」

　惑乱のままに身を捩ろうとして、今度はいきなり下着の上からむんずと股間を摑まれた。

「ひっ……」

　急所を摑まれたショックで体が竦む。身を縮ちぢませる俺の耳許に男が甘く昏くらい声で囁ささやいた。

「そうだ……大人しくいい子にしていれば、お互いに気持ちよくなれる」

　ふざけんな！　何が「大人しくいい子にしていれば」だ！　この変態野郎！

　そう言って暴れてやりたかったけれど、急所を握られている衝撃は大きく、息をひそめて胸を上下させることしかできない。脇の下に冷たい汗が滲にじむ。

　やがて男がレース生地の上から、股間の膨ふくらみをさすっとさすった。手のひらで膨らみ全体をホールドしたまま、長い指で形をなぞるようにさわさわと触ってくる。

「………んっ」

　絶妙なソフトタッチに声が漏もれそうになるのを、俺は奥歯を食い締めて堪えた。

　さっきまでひんやり冷たかった首筋がじわじわと熱を持つ。

　自分以外の誰かに、そこをいいようにされるのはもちろん初めてで、動揺で心臓がバクバクした。おまけに男はやたらと技巧に長たけている。バイセクシュアルなのは本当らしい。愛あい撫ぶがやけに堂に入っている。

「は……あ……」

　下を弄いじるのと同時に乳首をねちねちと責められて、喉の奥から切ない吐息が漏れた。

　こんな男の愛撫に感じてたまるかという反抗心とは裏腹に、心と体は別物であることを思い知らされる。

　布越しのもどかしい刺激に反応した欲望が、小さな生地の中でむくむくと膨らんでいくのがわかった。ただでさえ女ものの下着の中に収まっているのが窮きゅう屈くつだったのに、今やレース生地がぱつんぱつんに膨張している。ちょっとした弾みで破れそうだ。

　張り詰めたペニスを布の上から爪でカリッと引っかかれ、先端から蜜みつが染み出るのを感じた。下着にもシミがじわっと広がっていく。その恥ずかしいシミを指でねっとりと辿たどられた。にちゅっと耳を塞ふさぎたくなるような粘着音が響く。

「……濡れてきたな」

　耳殻に吹き込まれて顔が火を纏まとう。黒目が潤うるむ。火ほ照てった額を俺は冷たいタイルに擦りつけた。背中に感じる男の肌もいつしかしっとりと湿り気を帯びている。

「……は……ふ……」

　熱い。熱くて……苦しい。

　痛いくらいにぱんぱんに張っている。もう、すぐそこまで来ている。

（も……出るっ）

　お願いだから解放してくれと男に縋すがりそうになり、ぐっと喉を締めた。

　誰がこんなやつに！

　ぎゅっと目を瞑つむり、タイルにキッと爪を立てた時、パンティの足あし繰ぐりの裾から男が中に手を忍び込ませてきた。濡れた欲望を直にぎゅうっと握り込まれる。

「あぁっ」

　衝撃で、喉から高い声が飛び出た。

「お漏らしがすごいな」

　狭い布の中で先走りに塗れたペニスをくちくちと弄られて、思わず腰がゆらゆらと揺れる。さらに深くまで手を差し入れた男が蜜袋を握り込み、揉もみ立てた。またじゅくっと先端から蜜が溢れる。べとべとになったシャフトを卑ひ猥わいな指使いで擦り上げられ、首を大きく左右に振った。

「あっ……やっ……」

　そんな……そんなふうにされたら！

「破れちゃうっ」

　悲鳴とほぼ同時に、男がぐいっとパンティを下げた。昂ぶった欲望がぶるんっと勢いよく飛び出す。その欲望をすかさず男の手が包み込み、ぬくぬくと扱しごき始はじめた。

「あっ、あっ……あっ」

　今までのもどかしい愛撫とは異ことなり、ダイレクトで大胆なぶん快感も大きくて、もはや堪えきれない嬌きょう声せいが浴室に響く。

「んぁっ……ぁん……や……もっ……」

　足が震える。内股がひくひくと痙攣して、脹ふくら脛はぎもピクピクして──。

「我慢するな。出せ」

　耳許で促うながした男が愛撫の手を強めた。軸を引ひき絞しぼるように擦り立て、追い上げてくる。

「アァッ」

　官能の波に攫われ、眼まな裏うらがチカチカした。射精感が秒速で高まっていく。

「……でっ……出る……出ちゃ……あぁ──っ」

　どくんっと弾けたペニスが、男の手の中でびくびくと跳ね回りながら白濁を撒まき散ちらした。最後の一滴まで押し出すように扱かれる。

「……っ……ッ」

　足許から頽くずおれそうになるのを、背後から男に支えられた。まだ脚が震えている。頭の芯もジンジン痺れている。

（……なんだ……今の？）

　こんなの初めてだ。こんな……意識が飛びそうにイイのは……。

　自分のマスターベーションが子供のお遊びだったと思い知らされた気分で、俺はマスカラが溶けかけたまつげをパチパチとさせた。

　今まで漠ばく然ぜんとセックスに対して抱いていたイメージもひっくり返った。

　いつか亨と抱き合いたいという希望を持っていたけど、それはもっとなんというか、神聖で清らかなものだった。断じてこんなふうに、えげつなくて生々しいものじゃなかった。

　想像と現実のギャップに衝撃を受け、半なかば呆ぼう然ぜんとタイルの壁に寄りかかり、荒い呼吸を整えていると、男が剝き出しの尻を大きな手のひらで摑んでくる。円を描くように尻の丸みを撫でられて、びくんっと背中が震えた。

「あ………」

　放ほう埒らつの余韻に飛んでいた意識が徐じょ々じょに戻ってくるのと同時に、自分の恥ずかしい格好に思い至る。

　ずり上がったブラジャーと、太股の途中まで下ろされたパンティ。尻も局部も丸出しで、まともに身につけているのはガーターベルトとストッキングだけ。

　髪はびしょ濡れ、顔は化粧が剝げかかっている。

　こんな格好で見ず知らずの男に辱はずかしめられ、立ったままイカされて……。

　急激に羞恥心が込み上げてきて、俺は体を捩って逃げようとした。が、男は摑んでいる腰を離さず、親指を尻の割れ目に差し入れてくる。双そう丘きゅうをぐっと左右に割り開かれ、覚えず腰が跳ねた。

「なっ……なにすっ……」

　自分でも見たことがない場所を暴かれただけでもショックなのに、さらなる奥深い秘所に指をねじ込まれる。逃げたかったけれど、中途半端な位置で留まっている下着のせいで、脚あしの自由がきかなかった。

「痛っ」

　悲鳴をあげると、「……狭いな」というつぶやきが落ちる。

　いったんずるっと指が抜け、しばらくしてまた入ってきた。今度はつるりとなんの抵抗もなく奥まで到達する。どうやらボディソープを潤じゅん滑かつ剤ざいに使ったらしい。

「んっ……く、ぅんっ」

　くちゅくちゅと水音を立てて、体内で異物が蠢く違和感に奥歯を食い締めた。

　気持ち悪い。なんでこんなこと……。

「抜けっ……抜けよっ」

　大声でわめいても、男は中をまさぐることをやめない。指を折って狭い筒つつの中を探るような動きをしていた指先が、ほどなくどこかのポイントを掠めた刹那、自分でもびっくりするくらい背中がびりっと震えた。まるで高圧の電流が貫つらぬいたみたいだった。

「な……なに？」

　意味がわからない。でも、そこを擦られると、自然と腰が揺れる。ねっとりと重い「熱」を孕はらんで粘膜がわななく。達したばかりの欲望もまたふるふると勃たち上あがってきた。

　ジンジンと疼くようなそれが「快感」なんだと気がついたのは、指が抜け出た時だった。喪失感に、後こう孔こうがひくひく収縮しているのがわかって、その物欲しげな動きに赤面する。

　ケツの孔あな弄られて感じるってなんだよ？

　俺、どうしちゃったんだ。

　こんなのおかしい。絶対おかしい……。

　自分で自分を責めていると、ヒクつくそこに何か硬いものを押し当てられた。

　焼きごてを押しつけられたみたいな熱さ。ぬるっと温んでいる。

（こ……これ……もしかして……）

　今にも自分の中に押し入りそうな気配を見せているソレが、なんであるかに気がついた瞬間、全身の産毛が逆立った。

「や……やめ……ッ」

　両目を見開き、声を張り上げて制したが遅かった。ぐっと切っ先がねじ込まれる。

「ひっ……あぁっ」

　めりっと体を割られる衝撃に、俺は喉をのけ反らせた。あまりの痛みに思考がショートして、頭が真っ白になる。

「……くっ……」

　背後で男が苦しそうな息を吐き、「少し緩めろ」と命じた。

　そんなこと言われてもできない。どうすればいいのかわからない。

「力を抜け」

（んなの無理に決まってんだろ……っ）

　尋常ならぬ圧迫感に声も出せず、パニック状態で頭をぶんぶん振っていると、ちっと舌打ちが落ちた。男が手を前に回してきて、挿入のショックに萎しぼんだ俺の性器を摑む。

　左手で軸を、右手で袋をやんわり愛撫され、滲み出す快感に体の強ばりがわずかに緩んだ。その隙に男がぐっと押し入れてくる。

（……嫌だ）

　本能的な恐怖から、必死に尻に力を入れ、なんとか男を体内から押し出そうとした。だが、男の力とボディソープのぬめりに敵わず、ずるずると侵入を許してしまう。

「うっ……く、っう……うぅ」

　みちみちと体を開かされる──辛つらく、苦しい責め苦が永遠に続くかと思われた。意識が途切れなかったのは、気を失うには痛すぎたからだ。

　最後は頃合いを見み計はからうように一気に貫いてくる。

「……入ったぞ」

　腰を揺すり上げて屹きつ立りつを根元まで押し込んだ男が、荒い息に紛まぎれて囁く。

　タイルにしがみつき、はっ、はっと浅い呼吸を繰り返していた俺は、腹の中に燃えるような脈動があるのを認め、呆然とつぶやく。

「入っ……た？」

　信じられない。

　今、自分の中に、名前も知らない男がいるのだ。

「やけに狭いが……悪くない。そこそこ楽しめそうだな」

　耳許の不遜なつぶやきにカーッと頭に血が上る。

「このぉっ……勝手に突っ込みやがって！　抜けよ鬼畜野郎っ」

「……なにを今更……」

　ふんと鼻で笑った男が、「動くぞ」と宣言し、腰を両手で支えて動き始めた。ずるっと引き抜かれ、「ひっ」と喉が鳴る。抜け切る寸前で今度はずぷっと押し入られ、狭い肉を無理矢理こじ開けられる感覚に、全身の皮ひ膚ふが粟立った。人並み以上の質量のもので体の中を搔き混ぜられる異様な感覚。内臓が口から迫せり出だしそうだ。

「や……だ……やめ……ろっ」

　途切れ途切れに訴えたが、男は聞く耳を持たない。それどころか、どんどん動きが速くなっていく。

「ひ……あ……あ……あぁっ──あ……っ」

　苛か烈れつな揺さぶりに抗う気力も奪われ、いつしか俺は言葉もなく抽ちゅう挿そうの波に呑み込まれていった。
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　気がつくと朝で、天てん蓋がい付きのベッドの中だった。

「…………」

　腫はれぼったい目ま蓋ぶたをゆるゆると持ち上げ、薄目を開けると、アラベスク模様風の草花の刺し繡しゅうが視界に映り込んだ。天蓋からはオーガンジーのドレープが幾いく重えにも垂たれ下さがっている。

　頭が重い。体もなまりを含んだみたいに怠だるい。

　明らかに二日酔いの症状だ。

　しゃっきりしない頭で、十秒ほど天てん井じょうに描かれた草花の模様をぼーっと眺ながめ、次にのろのろと両腕を持ち上げて目の前に翳かざした。

　手首や二の腕にうっすら鬱うっ血けつの跡がついている。もともと色が白くて内出血になりやすいのだが、昨日は、大男をはじめとして何度も馬鹿力で摑つかまれたり、乱暴に後ろ手に捻ひねり上あげられたりしたから、いろんなところに痣あざができている。腕の付け根も痛い。手首や股こ関かん節せつ、至るところの関節がギシギシ言っている。

　しかし痛いと言えば腰だろう。腰……というか、ぶっちゃけケツ。ただ黙って横になっているだけで、ジンジン、ヒリヒリして落ち着かない。

　どんどん酷ひどくなるような気がしたので、右手をデュベの中に入れ、下半身までそろり伸ばした。案の定、何も着けていない。掛け値なしのマッパだ。腰をシーツから少し浮かし、おそるおそる痛みの発信地を指で触さわってみた。

　心なしか……ぷっくり腫れているような気がする。でも切れて血が出ているとか、傷でぐちゃぐちゃとか、そういった流血沙汰にはなっていないようだ。ちなみに事後処理もしてあるらしく、ぬるぬるベトベトした感触もなく、さらっと清潔になっている。

　これならなんとか自力で歩けそうだ。病院にも行かずに済みそうでほっとした。医者にはきっと「何をしたか」がわかってしまうので、できれば診みせたくない。

　ひとまず自分の体が致命傷に至るダメージを受けていないことを確認した俺は、ゆっくりと上半身を起こした。

　ダブルサイズのベッドには、明らかに自分以外の誰かが寝ていた形跡があったが、今は俺ひとりだ。

　八はち帖じょうほどの広さの寝室は、カーテンが閉じたままで薄暗かった。

　ぐるっと見回したが、昨夜ゆうべ散々俺を陵りょう辱じょくし尽くした男の姿はどこにもなかった。隣りの主室にいるのか、パウダールームか、はたまた部屋の外に出ているのか。

　昨夜──シャワーブースで立ったままやられたあと、男に残っていた下着を全部剝はぎ取とられ、体の中まで洗われた。それで解放されるのかと思いきや、この寝室に連れ込まれ、さらにやられた。

　もはや抵抗する気力も体力もなく、されるがままにベッドでもねちっこく責められ、二回目の途中で意識を失って……泥のように昏こん々こんと眠り……気がついたら朝だったというわけだ。

　最後のほうはドロドロのぐちゃぐちゃで、痛いんだか気持ちいいんだか苦しいんだか、自分でもわけがわからなくなり、男にしがみついて意味不明の言葉をわめいていた気がする。

　追い上げるだけ追い上げて、なかなか達いかせてくれない鬼畜男に、「イカせて」とか「お願い」とか「死んじゃう」とか……。

　あんな酷い目に遭ったのは生まれて初めてだ。

　昨夜は自じ暴ぼう自じ棄きも極まり、心のどこかにいっそめちゃくちゃにされたい願望があったのは否いなめないが、ここまで好き勝手されるのはさすがに想定外。

（ドＳ眼鏡めがねめ、無茶しやがって）

　昨夜から今朝にかけての経緯を振り返るにつれてむかっ腹ぱらが立ってくる。ふつふつと込み上げる憤いきどおりに任せ、俺は手て許もとの枕を鷲摑みにした。

「デカすぎんだよ……っ」

　大声を出してバンッと天蓋の支し柱ちゅうに投げつける。衝突した枕が床に落ちた。

　しばらく猫が毛を逆立てるみたいにフーフーと肩で息をしていたが、とりあえずモノに当たって発散したせいか、徐じょ々じょにではあったが気持ちが落ち着いてきた。

　そうなってみると、失恋以降ウツウツと重苦しかった気分がちょっと軽くなっているのに気がつく。胸の底に溜たまっていたもやもやが消えている……。

　とんだ荒療治だったけど、無理矢理貞操を奪われたことによって、逆に吹っ切れたのかもしれない。

　これで、「はじめては亨とおると……」なんて勝手に操みさおを立てていたオメデタイ自分を捨て去ることができた。

　こんなことでもなければ、きっといつまでもうじうじとこだわって捨てることができなかったはずだ。もちろん、まだ亨のことを思えば胸がジクジク疼うずくし、失恋から完全に立ち直るまでには相当時間がかかるだろうけど。

　少なくとも「お初」に関するくだらない思い入れはバージンと一緒に捨てられた。

（だからってあの鬼畜眼鏡に感謝なんかしないけどな）

　感謝どころか、できれば二度と顔を合わせたくない。

　第一自分はあの男の素す性じょうを知らない。名前すら知らないのだ。

　タキシードを着ていたところを見ると、昨夜ホテルで開かれたパーティに出て、そのまま泊まった客のようだ。

　そう言えば、昨日のナンパ弁護士が言っていたっけ。

　──顧客が催もよおしたパーティに呼ばれていたんだ。そこのレヴィヨンホテルの最上階ボールルームを借り切っての豪華なパーティだった。

　食品業界の大物の主しゅ宰さいだと言っていたな。そのパーティに眼鏡も出ていたってことか。

　つまり、あいつも食品業界の関係者？

（まぁ、別にあいつの素性なんかどうでもいい）

　どうせ一晩限りの行きずりの関係だ。

　それより問題は、どうやって自分のホテルに戻るかだ。

　ここまで着てきたドレスは吐と瀉しゃ物ぶつ塗まみれな上に男に破られてしまった。下着は洗えば着けられなくもないかもしれないが、乾かすのに時間がかかる。

（どっかに着るものないかな）

　ここから見回す限り、寝室には羽織れそうなローブ類はなかった。主室かバスルームに取りに行くしかなさそうだ。

　耳を欹そばだててみたが、隣接する主室から物音や声は聞こえず、人の気配も感じない。眼鏡はもう部屋にいないのかもしれない。朝食を取りに食堂へ行ったか、ことによってはひとりで先にチェックアウトしたか。──いずれにせよ。

「……今のうちだ」

　デュベを剝はぎ、ベッドから起き上がろうとしてズクッと腰に鈍い痛みが走った。

「く……そ」

　初めて経験する痛みに顔をしかめ、腰を庇かばいながら、そろそろとベッドから降りる。床に足をつき、立ち上がった瞬間、今度は頭がズキッと痛んだ。こっちは過去にも幾度となく覚えのある二日酔いの症状だ。

　裸足で歩き出すと、尻の間に強烈な違和感を感じる。まだ何か硬いものが挟はさまってでもいるような……。

　そのせいでよたよたと覚おぼ束つかない足取りで寝室のドアをくぐり、主室に入る。

　カーテンは開けられているが誰もいない。ラッキー。

　バスルームに入り、戸棚にセットされていたバスローブを摑んだ。広げて羽織る。とりあえず体を布で覆おおうことができてほっとした。腰こし紐ひもを結びつつ思案する。

　さて、真っ裸は免まぬがれたが、バスローブで外を歩くわけにはいかない。

　他に何かないかと周囲を見回していて、ふと、シャワーブースが目に入った。

　とたん、昨夜の恥ずかしい記憶が脳裏に蘇よみがえってくる。

　──お漏もらしがすごいな。

　──んぁっ……ぁん……や……もっ……。

　──我慢するな。出せ。

　──……でっ……出る……出ちゃ……あぁ──っ。

　強烈過ぎる回想にじわっと首筋が熱くなった。

（馬鹿。忘れろ！　思い出すな！）

　記憶を払いのけるために、ふるっとかぶりと振っていると、背後から突然声をかけられる。

「起きたのか？」

　俺はびくっと肩を揺ゆらし、ばっと振り返った。

　いつの間にかバスルームの戸口に、俺に恥ち辱じょく塗れの記憶を植え付けた当人が立っていた。

　白いシャツにグレイのウェストコート、そして同色のトラウザーズという格好だ。首許には濃のう紺こんのネクタイを締しめている。

　シルバーフレームの眼鏡の奥の瞳は、明るい場所で見るとうっすら青みがかったグレイだった。鼻筋が怖いくらいにシャープで、唇くちびるはノミですっと横に刻んだみたいに薄い。彫刻めいた形のいい額ひたいに、今朝は幾いく筋すじか前髪がかかっている。

　思っていたより若いかもしれない。傲ごう岸がん不ふ遜そんな口調からもっと年とし嵩かさだと思っていたが、三十代半なかばくらいか？

　思わずまじまじと明るい陽光の下で男を観察していると、端整な唇が開いた。

「下着類は今クリーニングに出している。残念ながらドレスは原形を留めていなかったので処分した。──ほら」

　そう言ってこちらに向かって投げてきた紙袋を反射的にキャッチする。

　有名な衣料量販店のブランドロゴが印刷された紙袋には、スエットパンツとパーカー付きカットソー、ボクサーパンツ、ソックスとスニーカーが入っていた。色は全部黒。

「これ……？」

「近くのショップで買ってきた。いくら真夏でも裸で外に出たら捕まるからな」

　ドレスを駄目にしてしまったことに対する良心の呵か責しゃくは一応あるらしい。

　だからといって、男が自分にした行為を許す気にはなれない。

　これくらいで、二回もやられたのをチャラにできるかって。

　俺は敢あえて礼を言わずに黙って下着を穿はき、スエットパンツを穿き、カットソーを頭から被かぶった。

　着込んでみると、びっくりするぐらいにジャストサイズだ。スニーカーもぴったり。人種が多様なフランス人向けにサイズが細分化されているショップにしたって、ここまでぴったりなのは驚いた。

「サイズ……なんで？」

　俺の質問に、男が唇の片端を持ち上げる。

「腰回り、胸回り、脚の長さ、足のインチ。昨晩でおまえのサイズは把握した」

「…………」

　俺はめいっぱい侮ぶ蔑べつを込め、にやけ面づらを睨にらみつけた。

　クールそうな見た目に反してとんだエロ眼鏡だ。

　こんなスケベ野郎とはさっさとおさらばするに限る。

　床に落ちていたバスローブを蹴けり避よけ、男の脇を摺すり抜ぬけて主室に行こうとして、不意に目の前が暗くなった。

「あっ……」

　くらりと目め眩まいに襲われ、前のめりによろめく。

「おっと危ない」

　転ぶ寸前、男に腕を摑まれた。かろうじて転倒を免れる。

「よく転ぶやつだな」

「……うるさい」

　手を払いのけようとしたが、力が入らなかった。足許がふらつく。どうもまだ酔いの残ざん滓しが残っているようだ。

「体力を消耗しているのにいきなり動くからだ。無理をするな」

　耳許に囁ささやいた男が、俺の腕を摑んだまま主室のソファまで連れて行く。座面に腰を下ろした俺は、ぐったりと背せ凭もたれに背中を預けた。目を閉じて目眩が治まるのを待つ。

「…………」

　しばらくして視界がグルグル回る感覚が治まったので、ゆっくりと目蓋を上げた。ソファの前に男が立っている。俺の様子を窺うかがっていたらしい。

「どうだ？　目眩は治まったか？」

「……うん」

　ふっと息が落ちてきて、男がトラウザーズのポケットから何かを取り出した。俺の膝ひざの上にぽんと置く。

「これでも食ってエネルギーを補給しろ」

　そう言われて膝の上に置かれたものを見た。手のひらサイズの四角い箱だ。色はダークブラウンで、なんの装飾も印字もない極めてシンプルな箱だった。上蓋を引っ張り上げると、中には焦こげ茶ちゃ色いろの薄紙に包まれて、チョコレートが数枚重なって入っていた。濃い茶色を見るに、カカオ豆の含有量の多い、ダークチョコレートであることがわかる。

「ショコラノワール？」

　チョコレートと目の前の眼鏡男のミスマッチを訝いぶかしく思いつつ、一枚摘つまんだ。

　三センチ四方、厚さ五ミリほどの平べったい──いわゆる『カレ』と呼ばれるサイズのチョコレートだ。飾り気のない箱同様に、チョコレート自体もかなりシンプルで、表面になんの飾りもない。刻印もカラフルなプリントもない。色は深みのあるダークブラウン。

　無意識に表面に指で触ふれた。指先に感じるテクスチャーはかなり滑なめらか。太陽光に翳すと、肌き理めが細かいチョコレートの表面に、品のいい光こう沢たくがある。これはテンパリングが正しく行われている証拠だ。つまり、確かな技術を持つ職人の手で作られたチョコレートであるということ。

　反射的にくんっと匂いを嗅かぐ。安物はヴァニラと砂糖の匂いが強いが、これは複雑な香りがした。木やスパイス、新鮮な果実や花の香りだ。

（……いい匂い）

　見た目といい、香りといい、かなり質がいいチョコレートに違いない。

　いたく食欲をそそられたが、得体の知れない男（体だけは必要以上に深く知っているが）から与えられたものを口にすることに、まだ躊躇ためらいがあった。すると、それまで俺の様子を黙って見ていた男が口を開く。

「安心しろ。毒なんか入っちゃいない。ただのショコラノワールだ」

　昨夜食品業界の大物が主宰したパーティに出たらしいから、その場でゲストに配られた商品サンプルかもしれない。それならまぁ問題ないだろう。

　手許の一枚を口に持っていき、ゆっくりと囓かじる。カリッと心地よい音が響いて、チョコレートがきれいに割れた。カカオとカカオバターのバランスが取れている証だ。

　質のいいチョコレートは人間の五感に訴える。

　視覚、触覚、嗅覚、聴覚、味覚。

　この最後の味覚を味わうために、欠片かけらを細かく砕き、舌の上に載せて、融ゆう点てんを迎えたチョコレートが溶けるのを待った。まろやかな感触と共に、口の中にじわじわとフレーバー＝風味が広がっていく。

　まずはじめに感じるのは甘み、次が酸味、苦み、塩味、アロマ＝芳香。

　このアロマに、カカオ豆の持つ特徴──カカオ豆を生育した土地の土ど壌じょう、気候、地形＝テロワールが色濃く現れる。

　タブレットチョコレートは、ガナッシュなどの中身センターがあるボンボンショコラと違ってシンプルであるからこそ、口に入れた時、カカオ自体が持つ味わいがダイレクトに訴えかけてくる。

　どこの産地のカカオを使うか。またどのカカオとどのカカオをどれくらいのパーセンテージで配合するか。いずれもショコラティエの腕の見せ所だ。言いい換かえれば、タブレットを食べれば、そのショコラティエのセンスと力量がある程度わかる。

　今味わっているチョコレートは、アロマが濃厚で余韻が長かった。初めて味わう味だ。

「……かなりフルーティだね。紅あかい実……ラズベリーか黒スグリ……とにかくはっきりとした酸味を持つ果実の香りがする」

　浮かんだ感想をつぶやいた。男がじわりと双そう眸ぼうを細める。

「あと……スパイシーなコクはリコリスかな？　花の香りもする……ジャスミン？」

　ひとりごちるみたいな俺の問いかけに、男が細めた目をゆるゆると見開いた。感心したような声を出す。

「よくわかったな。デギュスタシオンの経験があるのか？」

　デギュスタシオンというのは、英語で言うところのテイスティングだ。フランスでは、批評家や食の専門家が集まっての本格的なショコラの試食会もあるらしいけれど。

「そんな大それたもんじゃない」

　俺は首を竦すくめた。

「ただの素人しろうとの戯ざれ言ごとだよ」

　だが、男はその説明が腑ふに落ちなかったようだ。

「素人にしては、おまえの味わい方は本格的だった。ショコラをじっくりと見て、触れて、匂いを嗅ぎ、音を聴き、最後に味わった」

「一時期、ショコラの食べ比べをしたから。その時の癖くせが残ってるだけ」

「ほう、なんのために？」

　追及されて、痛い記憶が蘇り、ぼそぼそと答える。

「パティシエやってる友達に……今パリで一番美味おいしいショコラを食べさせたくて」

　そう──今年の二月の上旬、たまたま仕事でパリにいた俺は、バレンタインデーに亨にショコラを贈るために、パリの有名ショコラトリーを梯はし子ごしたのだ。

　フランスの技術は世界最高水準にあるとはいえ、プロのパティシエである亨にプレゼントするのだから、生半可なショコラでは意味がない。できれば何かをインスパイアできるようなショコラ、また自分も一番美味しいと思えるショコラにしようと、トータルで十三軒の店を回って食べ比べをした。種類にして百個近くは試食したと思う。

　その中で、現時点でパリで一番だと思ったボンボンショコラを、帰国後の十四日に亨に手渡した。……今となっては痛い思い出だ。

「本当にそれだけか？　短期間でこれだけの感覚が育つとは思えないが」

　男はなおも食い下がる。

「まぁ……甘いものは昔から結構食べ歩いてたし……自然と舌が肥こえたのかも」

　思えば、自分とスイーツとのかかわりの発端は、亨が拒食症になってしまったことだった。

　日々痩やせ細っていく亨を見るのが辛つらくて、何か彼が食べられるものはないかと、近所の店を探し回った。まだ子供だったから、行ける範囲も買えるものも限られていたけれど。

　結局、俺が見つけてきた『Pâtisserieパティスリ HIDAKAヒダカ』のエクレールをきっかけに、亨は拒食症から立ち直り、『HIDAKA』でのアルバイトを経へてパティシエになった。

　亨がパティシエになったあとも、会話の糸口が欲しくて……いつの間にかその時々で美味しいと評判のスイーツを食べ歩きするのが趣味になっていた。

　彼の一番の理解者になりたい一心で、情報収集は欠かさなかったし、旅先でも、その国々のスイーツは必ずチェックしてきた。

　だからショコラに限らず、甘いもの全般に一家言あるのは確かだ。

（って……そんな努力も……意味なかったけどな）

　あれもこれも、結局のところ独り相撲だった。

　思い出すにつれて虚むなしさが募つのる。

　せっかく少し吹っ切れた気分になっていたのに……。

　バージン喪失の荒療治で一時忘れていたブルーな気分がふたたび戻ってくる感覚に、俺は眉まゆ根ねを寄せた。

　まぁそう簡単に立ち直れるわけもない。何しろ人生初のハートブレイクだ。

　俺は手許の小箱を男に戻し、ソファから立ち上がった。

「美味しかった。メルシー。今まで食べた中で確実にベスト３に入るカレだったよ」

　失恋には甘いものが効果的だと言うけれど、今の俺には効きかないようだ。

　ソファの前に佇たたずむ男から離れ、自分の荷物を探す。クラッチバッグはコンソールの上に、ミュールは猫脚の飾りテーブルの脚許に揃えて置いてあるのを発見。

　バッグを脇に抱え、ミュールを片手でまとめて摑んで玄関口へ向かった。すると途中で「帰るのか？」と呼び止められる。

「クリーニング中の下着はどうする？」

　あんな濃ゆ〜い記憶が染み着いた下着。見るたびにいろいろ思い出しそうだ。

「適当に処分しといて」

　そう答えてふたたび歩き出そうとしたが、行く手に先回りした男が立たち塞ふさがった。

「なんだよ？」

　俺は眼鏡男を睨み上げた。

「本当に帰るのか？」

　責めるような口調にむっとする。

「別に勝手だろ？　もう借りは返したはずだ」

　敢えて、「カラダで返した」とは言わなかったが、俺の言い分に、男は「そうだな」とひとまずうなずいた。

「おまえのバージンにタキシードと同等の価値があればの話だが。ちなみにテーラーメイドで五千ユーロした」

「五千ユーロ!?」

　思わず大きな声が出る。

　あのタキシード、そんなにするのか。言われてみれば生地も高級そうだったし、仕立ても良かった。

　五千ユーロという金額も衝撃だったが、それより何より──。

「……なんでわかったんだよ？」

　上目遣いで男に問う。男が唇の片端を吊つり上あげた。

「おまえがバージンだってことがか？　あれだけギチギチに狭せまけりゃ誰だって気がつく」

「……いつわかった？」

「はじめはわからなかった。かなり狭いとは思ったが、メイクをして女の格好で夜の街に繰くり出だすようなやつが、まさか『初めて』とは思いも寄らないからな。だが、次第にこれはおかしいと思い始めた。いちいち反応が初々しく動きも妙にぎこちない」

「わかってて二回やるって、あんたマジ鬼畜かよ!?」

　叫んで男をギッと睨みつける。初めてだとわかったあとも、容よう赦しゃも手加減もしなかった男に、今更ながら怒りが込み上げてきた。

「このっ……ドＳ！　鬼畜！　変態野郎！」

　罵ば声せいを投げつけても、男は毛ほども感じていないようで表情を変えない。

　どころか「変態はお互い様だろう」としれっと言い返され、腹の底が熱くなった。

（くそ）

　女装の件を持ち出されると弱い。アレを見られてしまったのは痛手だった。致命的な弱みを握られているようなものだ。痛恨の極み……。

　奥歯をぎりっと嚙かみ締しめる。

「それに、おまえが感じているものが苦痛だけなら、私だって無む理り強じいはしない」

　当てこするような物言いに、じわっと顔が熱を持った。

　こっちも感じてたって言いたいのかよ？

「ふん、自惚うぬぼれんな！」

　吐き捨てると、男が眼鏡のフレームを指でついっと持ち上げた。

「ともかく、おまえにはまだ貸しがある」

「………っ」

　昨夜の二回じゃ足りないってのか！

　頭にカッと血が上のぼったが、自分のバージンに五千ユーロ分の価値があったのかと自問すれば、胸を張って「あった」とは言えないのが口くち惜おしい。初心者丸出しでされるがままのマグロだった自覚はあるし……さすがにそこまで面の皮は厚くない。

（こンのっ！）

　自や棄け半分、苛いら立だち半分、真っ赤な顔で俺はクラッチバッグの中に手を突っ込んだ。中から財布を摑み出す。

「わかったよ！　払えばいいんだろ！」

　襲われて、散々好き勝手された挙げ句に金まで払うなんてめちゃめちゃ納得いかないが、早くこの不毛なやりとりを終わりにしたかった。

「いくらだよ？」

「金は受け取らない。カラダで返せ」

「はぁ!?」

　俺は気が抜けた声を発した。

　これ以上カラダでって……意味がわからない。

「なに？　俺のカラダ、そんなに気に入ったの？」

　俺の質問を男は失礼なことに鼻で笑った。

「おまえこそ自惚れるな。そうじゃない。このあと少し体を貸せと言っているんだ」










　その二十分後、俺はチェックアウトした男に強引に引っ立てられ、ホテルの車寄せからタクシーに乗り込んでいた。

　隙すきを見て逃げ出すことも考えたが、今日のコンディションじゃすぐに捕まりそうで、無駄な抵抗をしてなけなしの体力を失うのも馬鹿馬鹿しい。

「なぁ……どこに行くんだよ？」

　途中で何度か男に行き先を尋たずねたが、そのたび「今にわかる」とはぐらかされた。

（なーにが「今にわかる」だ。もったいつけやがって）

　後部座席でできるだけ男から体を離し、車窓に顔をくっつける。朝の通勤ラッシュ時のせいか人の往来が多い。急ぎ足のパリジェンヌとパリジャン。歩きながら朝食のクロワッサンを頰ほお張ばるビジネスマンも見かけた。道も渋滞気味だ。

　見慣れた石畳の市街地をのろのろと走ったタクシーが、ほどなくメトロの駅がある繁華街に差し掛かる。しばらしくて、カフェやデパート、ホテルやブティックが並ぶ目抜き通りの一角でタクシーが停とまった。

「降りるぞ」

　運転手に支払いをした眼鏡が、革のトランクケースを手に後部座席から降りる。不承不承、俺もあとに続いた。俺が降りるのを待っていた男の横に並び、一緒に歩き出す。

　サンジェルマン・デ・プレからもほど近いこの界かい隈わいには、俺も時々足を運ぶので馴な染じみがあった。有名な老舗しにせデパートがあり、そこの食料品売り場の品しな揃ぞろえがいいのだ。和食の食材も充実していて、現地の食事に飽あきた時に重宝する。またアート関係に強い本屋もあった。買い物に疲れたら、ほっと一息つけるような小さな公園があるのも魅力だ。

　約半年ぶりの街並みを目で追っているうちに、男が足を止めた。焦げ茶色の木の板で覆われたファサードが印象的な一軒のショップの前だ。ところどころに二十センチ四方の四角い窓があり、ガラスが嵌はめ込こまれている。四角いガラス窓自体が効果的なディスプレイになっていた。

「……ここ……」

　俺がつぶやくと、傍らの男がちらっと視線を寄越す。

「知っているのか？」

　無言でうなずいた。

　知ってる。今年の二月に立ち寄ったばかりだ。

「そうか」

　軽くうなずいた男が、ステンレス素材の取っ手を摑み、ドアを開く。

　先に入れというように、ドアをキープした男に促うながされ、俺は店内に足を踏み入れた。とたん、ひんやりと冷たい空気に包まれる。外がすでに蒸し暑かったので気持ちいい。

『Bonjourボンジュール, monsieurムッシュー.』

　黒のパンツスーツを着た女性店員に声をかけられた。店内スタッフは全部で五名。女性が三名に男性が二名で、全員同じスーツを身につけている。男性がシルバーのネクタイ、女性がボウタイの違いだけだ。

　客は四名。まだ朝が早いので空すいている。これが昼近くになれば、店内はいっぱいの客でひしめき合うはずだ。時には入場制限がかけられることもあると聞く。今もっとも注目のショコラティエの、唯一のブティックなのだからそれも至極当然。

　店内は、ブランドのテーマカラーでもあるダークブラウンをメインに、差し色としてシルバーとヘーゼルブラウンが要所要所にあしらわれている。華美な装飾はなく、全体的にクールコンシャスでシックなインテリアだ。ライティングもオレンジ色の間接照明で、落ち着いた大人の雰囲気。価格帯的に子供は顧客じゃないのでこれも必然だろう。

　店内を一番大きく占しめているのは、ガラスのショーケースだ。17℃に設定されたセラーの中に、宝石と見まがうショコラが整然と並んでいる。

　タブレット、ボンボンショコラ、マカロン、パート・ド・フリュイ、アイスクリーム、そしてチョコレートを使った生ケーキ。フルーツゼリーであるパート・ド・フリュイ以外は、すべてチョコレートを贅ぜい沢たくに使った商品だ。黒に近いダークブラウンからベージュまで、ずらりと並んだ商品が描き出すグラデーションも美しい。

　壁に設しつらえられた常温の棚には、焼き菓子やキャラメル、ヌガー、コンフィチュールの瓶が並ぶ。

　売り場に併へい設せつされたサロンからは、ショコラ・ショーの甘い香りが漂ただよってきていた（このサロンは待ち時間が平均三十分と言われているが、それでもウェイティングの客が途切れることがないようだ。店内の商品をすべて食べられる上に、ここでしか飲めない『ショコラ・ショー』＝あたたかい飲むチョコレートや『ショコラ・グラッセ』＝冷たい飲むチョコレートがメニューにあることが人気の理由らしい）。

　取り扱っている商品は全部甘いものなのに、なぜかストイックな印象を受ける。店の中に入っただけで背筋がピンと伸びるような静せい謐ひつな空気感は、半年前と寸分も変わらない。

　そう──まさに今年のバレンタイン、俺は亨のためにこの高級ショコラトリーブティックでボンボンショコラの詰め合わせを購入したのだ。

（あの時は、どれにしようか迷いに迷って、結局ショーケースの前で三十分くらい粘ねばったんだっけ）

　応対してくれた店員にも根掘り葉掘り説明を聞き、試食もして、厳選したボンボンショコラで詰め合わせボックスバロタンを作った。

　少しでも亨を喜ばせたくて……。

　当時の心境をほろ苦く思い起こす俺の耳許に、男の声が届いた。

「ここで少し待っていてくれ」

「えっ？　……なに？　ちょっとあんた……！」

　引き留めようとしたが、男はさっさと店の奥へと続く通路へ消えてしまう。

　ひとり取り残された俺は顔をしかめた。

「……強引に連れてきておいて……なんなわけ？」

　通路の先にはサロンがある。サロンの入り口は別にあるが、このフロアからも行けるはずだ。

　席が空あいてるかどうか見に行った……とか？

「少し体を貸せ」とか言ってたけど、まさかサロンでお茶を飲むためじゃないよな？

（それにしても……偶然にしたっていちいち傷を抉えぐってくれる……）

　なんでよりによって自分をこのショコラトリーに連れてきたのか、男の意図がわからずに苛立っていると、ドアが開いて年配の白髪の男性が入ってきた。歳の頃は「パパ」と同じくらいだろうか。

『Bonjourボンジュール, Monsieurムッシュー Rochouxロシュ.』

『Bonjourボンジュール, Jeanジャン.』

　どうやら常連らしく、男性スタッフとにこやかに会話し始める。

「今月の新作はどれだい？」

「こちらのボンボンショコラ三種です。ご試食なさいますか？」

「もちろん」

　フランス人は老若男女を問わず、ショコラが大好きだ。日本ではまだ女性の嗜し好こう品ひんというイメージが強いが、こちらでは割合と日常的に、立派な紳士が満面の笑みで量はかり売うりのボンボンショコラを購入しているシーンに出くわす。

　成功したショコラティエは、テレビや雑誌などのメディアにたびたび取り上げられ、大たい概がいのパリジャン＆パリジェンヌは、その名と顔を知っている。彼らにとって、どこそこのショコラトリーの味が落ちたという話題は、政治や経済の話題に匹ひっ敵てきするくらいの大事件なのだ。

（やっぱここのショコラは光沢がハンパない……さすが）

　白髪の紳士に釣られてショーケースの中を覗のぞき込こんだ俺は、ボンボンショコラの美しい色いろ艶つやに見み惚とれ、感嘆の吐息を漏らした。

　味だけでなく、サイズや形、ディテールにも作り手のこだわりが透すけて見える──端正な逸品たち。

　前から思っていたが、質の高いショコラはアートと相通ずるところがあると思う。

　情熱とこだわりを凝ぎょう縮しゅくさせた小さな芸術品を生み出すショコラティエは、職人であると同時に一流のアーティストだ。

　チョコレートは、まるで女性のように取り扱いが難しく、気まぐれで、だからこそ魅力的な素材。

　ショコラティエとは、そのチョコレートに恋をして、人生を捧げた殉じゅん教きょう者しゃ。

　チャレンジし甲が斐いのある仕事だが、その分要求されるものも大きい。

　ショコラティエとして成功するには、並外れた技術とクリエイティビティ、飽くなき探求心が必要なのだと、何かの本で読んだことがある。

（ここのショコラティエも、チョコレートに心を奪われたクチか……）

　ぼんやりそんなことを考えていると、不意に歓声があがった。

　顔を上げた俺は、たった今フロアに悠然と現れた長身の男を視界に捉とらえる。

　白いコックコートに、やはり白のコックパンツ、腰には白のタブリエ。全身白尽くめのユニフォームが、男のストイックな佇まいを引き立てていた。

　女性客数人がすかさず男を取り囲み、まるでスターでも見るようなうっとりした眼まな差ざしを向ける。男も、今まで見たことがないような感じのいい笑みを浮かべ、にこやかに応対を始めた。
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「マダム、こちらが当店のシグニチャー・ショコラとなります。お勧めの品です。よろしかったらご試食なさってください」

「お勧めのマカロンですか。そうですね、こちら、フィリングにイチジクの果肉入りのガナッシュを使いました『フィギン』はいかがでしょう。フルーティでありながら、ショコラの風合いもしっかりと楽しめます」

「いつもご贔ひい屓きにありがとうございます、マダム・ロジェ。お遣いものですか？　でしたらオンシーズンの商品で、バルベナとレモンのコンフィのガナッシュはいかがでしょう。ビターチョコレートでコーティングしてございます。ラベンダーの蜂はち蜜みつとハーブティのヌガティンヌもお勧めです」

　店内の客ひとりひとりと丁寧に言葉を交わす様子を、俺は口をぽかんと半開きにして眺めていた。

　やがて「どうぞごゆっくりとお選びください」と客に一礼した男が、こちらに向かってくる。状況が理解できずにぼーっと立ち尽くす俺の前で足を止め、眼鏡の奥からヘザーグレイの瞳で見下ろしてきた。

「あんた……？」

「自己紹介が遅くなったな。ここのオーナーのパトリック・ディディエだ」

「あんたが……！」

　今をときめく『Patrickパトリック Didierディディエ Chocolatierショコラティエ』のオーナー・ショコラティエ!?

　パトリック・ディディエと言えば、「チョコレートの錬金術師」と謳うたわれ、弱冠三十歳でショコラティエ・コンフィズール部門におけるＭＯＦ（Meilleurメイユール Ouvrierウヴリエ deド Franceフランス＝フランス国家最優秀職人賞）を受賞したことでも有名な、今もっとも注目株のショコラティエ……。

　言われて見ればコックコートの襟えりに、ＭＯＦの証である青・白・赤のトリコロールのラインが入っている。

（……信じられない……）

　変態でドＳでなんでか偉そうで意味もなく上から目線のこいつが？

　世界中のショコラティエ、パティシエ、コンフィズール、コンフィチュリエ、グラシエの憧れの的？

　この店にある芸術的なショコラをクリエイトした本人？

　まだ実感が湧わかずに啞あ然ぜんとしていると、男──パトリックが口を開いた。

「私が名乗ったのだから、そっちも名乗り返すのが礼儀じゃないのか？」

　さっきの客に対する態度とはまるで違う、横おう柄へいな物言いにむっとしたが、負けん気を煽あおられて名乗る。

「……藤ふじ生お彼方かなた」

「フジオカナタ……留学生か？」

「まさか。何歳だと思ってるんだよ？」

　問い返すと、真顔で「二十歳そこそこだろう？　まさか十代じゃないよな」と訊きかれた。

　おいおい、ガキ扱いにも程があるって。

「二十八だよ」

「二十八!?　……化粧を取った顔が予想外にあどけなくて驚いてはいたが。日本人は若く見えるな」

「あどけないってなんだよ？　あんたこそ、三十歳でＭＯＦ取ったんだろ？」

　男が片眉を持ち上げた。

「よく知っているな。ＭＯＦの称号を得たのは三年前だ」

「ってことは今三十三!?」

　今朝自然光の下で見て、思っていたより若いかもしれないとは思ったけれど、それにしても俺とたった五つ違い？

（見えねー！）

　……まぁパリの一等地に自分の店を構えるからには、実年齢に関わらずこれくらいの重厚感が必要なのかもしれないが……。

　無理矢理自分を納得させていたら、パトリックが質問を重ねてきた。

「学生でないとすると仕事は？」

「美大出て、前は美術館の学芸員だったけど、今はフリーランスで休暇中」

「キュレーターか」

「名刺の肩書きはそうなってる。実際は名ばかりのなんでも屋だけど」

　矢継ぎ早に質問を繰り出され、つい勢いで答えてしまう。

「よし」

　パトリックが満足そうにうなずいた。

（……なにが「よし」なんだか）

　返す返すも何を考えているのかわからない。

　素性が明らかになった今も、なんのために俺を自分の店に連れてきたのかは謎のままだ。

「カナタ、ショコラの工房アトリエを見学した経験は？」

　いきなり呼び捨てにされたことに憮ぶ然ぜんとしつつ、俺は「ない」と答えた。

「では見せてやろう」










　偉そうに言われてむかついたが、舞台裏である工房には興味があったので、黙ってパトリックの後ろに付き従い、店のバックヤードに進んだ。

　工房は地下にあるようだ。コンクリート打ちっ放しの階段を下り、ステンレス製の二枚扉の前で、パトリックに白衣一式を渡される。

「これを身につけろ」

　塵ちりひとつ、髪の毛一本でも商品に混じったら売り物にならないのはわかるので、素直に受け取り、帽子と胸当て付きのエプロンを身につけた。スニーカーもコックシューズに履はき替かえる。

　俺の準備が整ととのったのを見み計はからい、パトリックが扉を押し開く。店内よりさらに数度気温が低いひんやりとした冷気が身を包んだ。

（……広い！）

　商品を作るための工房は、予想していたより随ずい分ぶんと広かった。優に店頭の三倍近い面積がある。

　天井も壁も床も真っ白な工房内には、整然と製菓機器が並んでおり、作業台を前にして、白衣に身を包んだ職人たちが黙々と働いていた。

「ここではタブレットとボンボンショコラ、マカロン、キャラメル、生ケーキの制作を行っている。総勢二十名のスタッフが働いており、サロンの厨房も兼ねている。焼き菓子やコンフィチュールを作る工房はまた別にある」

「……へえ」

　テンパリング済みのチョコレートをモールド型に流し込む人。固まったガナッシュをギターカッターで裁断する人。ガナッシュにチョコレートをコーティングする人。コーティングされたボンボンショコラの表面に模様づけする人。完成品を最終チェックする人。検品された完成品を箱詰めして、リボンをかける人。──一粒のボンボンショコラができ上がるまでに、各パートを受け持つ職人たちがプライドを持って自分たちの仕事に取り組んでいるのが、その真しん摯しな顔つきから窺うかがえる。

　各おの々おのに声をかけ、質問に答え、アドバイスをし──職人たちの間を縫うように進むパトリックに付いて歩きながら、俺は彼らの仕事ぶりを興味深く眺めた。

　日本だったら機械化するような作業も、すべて職人の手で行われている。人件費を考えたら、かなりの贅沢だ。それだけ品質にこだわっている証拠なのかもしれないけれど。

「この中がテンパリング室だ」

　パトリックが手で差し示した先には、ガラス張りの個室があった。そのガラス越しにふたりの職人が、大理石の台に溶かしたショコラを流し込んでいるのが見える。

　製菓用の原料チョコレート「クーベルチュール」には、流動性を高めるためにカカオバターが多く入っている。そのため、温度調節してカカオバターを安定した結晶にするのだ。これをテンパリングといい、ショコラ制作においての基本中の基本作業。これを怠おこたると、表面に白い筋や斑はん点てんができてしまったりする。

　……といった話は、以前、亨に聞いて知っていた。

「テンパリングは？」

　男の問いかけに、「知ってるけど見るのは初めて」と答える。職人たちが作業を始めたので、俺はガラスに顔をくっつけた。

「クーベルチュールを細かく刻んで湯煎にかけ、溶かしたものを大理石の台に流し込み、ああやって、パレットナイフで広げたり、集めたりを繰り返しながら温度調節する。温度はチョコレートの種類によるが、今扱っているクーベルチュールは、最終的に31〜33℃になるように調節するのが適切だ」

　傍かたわらに立ったパトリックが説明してくれる。

「このテンパリング如何いかんで、ショコラの出来が決まってしまうと言っても過言じゃない。熟練の技が必要な大切な作業だ。充分に注意を払い、丁寧な仕事で上う手まくテンパリングがとれたチョコレートは、適度な粘りと重さ、シルクのような艶と光沢が出てくる」

　そこまで言って、不意にパトリックがガラスから離れた。なんだろうと思っていると、テンパリング室の中に入っていき、ふたりいる職人のうちのひとり──若いほうに何かを言った。

　声は聞こえないが、顔つきからして叱しかっているようだ。やがて強こわばった顔つきの彼からパレットナイフを奪い取り、パトリック自みずからチョコレートを扱い始めた。

　まるでチョコレートの波で大理石を洗うように、パレットナイフを動かしていく。時にあやすように、時に甘やかすように、体全体を使ってチョコレートをあしらう。

　優雅でいて大胆な手の動きに思わず目を奪われた。

「…………」

　さっきの職人とは全然違う。しなやかで力強い腕の動き。鮮やかなパレットナイフのターン。

　なんだかエロティックですらある……と思って、自分の考えに少し赤面した。

　なに言ってんだよ、俺。なに思い出してんだよ、馬鹿。

　俺は頭をふるっと振るい、昨夜の羞恥映像を追い払った。

　視線の先でみるみるチョコレートが輝きを増していく。

　男の手によって別の物質に生まれ変わっていく。

　魔法みたいだ、と思った。

　まさに、チョコレートの錬金術師だ。










　地下の工房をひと渡り見学したあと、グランドフロアに戻る。そのままバックヤードにあるパトリックの個室に連れて行かれた。会社で言えば社長室みたいなもんだろう。

　十帖くらいの広さで、ドアを背にして正面に窓が大きく取られており、その前に大きなデスクとハイバックチェアが設置されている。向かって右の壁一面を占めているのは書しょ架かとストック棚。入ってすぐの左手は応接スペースなのか、ローテーブルと肘ひじ掛かけ椅子が四脚置かれていた。

　その椅子のひとつを勧められ、腰を下ろすと、パトリックも向かい合わせの椅子に着席する。

　顔をつき合わせ、目と目が合うなり、俺は「で？」と尋ねた。

「結局、俺はなにをすればいいわけ？」

　パトリックは少しの間、俺の顔を黙って見つめていたが、おもむろに口を開く。

「新作のデギュスタシオンを頼みたい」

「試食？」

　予想外の申し出に眉をしかめた。

「でも俺、素人だよ」

「私が今朝おまえに食べさせたカレは、この秋に出す新作の試作品だ。おまえはなんの予備知識もなく、カレが内包するアロマとフレーバーを言い当てて見せた。味覚の感性が鋭い証拠だ」

「でもまぐれかもしんないし」

「おまけにアートスクールを出ている。美的感覚にも優すぐれているのだろう」

　なんだか妙にヨイショされてる気がするが、そんな煽おだてにうっかり乗っかって責任を負おわされるのは嫌だった。

「やっぱもっとちゃんとした専門家とかに……」

「日本人の意見が聞きたい」

　言い終わる前に遮るように言葉を重ねられて、思わず黙り込む。俺は目の前の端整な面おも差ざしをじっと見つめ返した。

（……そういうことか）

　わざわざ俺をここに連れてきて、工房まで見学させた意図がやっとわかった。

　味覚や美的感覚以上に大きな要因。日本人であること。

「つまり……日本進出を狙ってるってこと？」

　一応確認すると、パトリックが「日本は魅力的な市場だ」と答える。

　ＭＯＦを獲り、商業的にも成功し、フランスではある意味頂点を極めたパトリックが、次に世界に照準を合わせるのは当然の流れのように思える。足がかりとして、他の欧羅巴ヨーロッパ圏か、北米か、アジアか、狙ねらいを定めるのに迷うところだろうけど。

「ま、日本市場はオイシイよね。なんたってバレンタインがあるし」

　欧米でも恋人やお世話になった人にチョコレートを贈る習慣はあるが、バレンタインデーに限定しているわけでも、チョコレートに限っているわけでもない。

　チョコレートに特化しているのは日本独自の慣習だ。そしてこの慣習が、今や世界のパティスリー、ショコラトリーを巻き込んでの一大セレモニーとなりつつある。二月の東京に、全世界から著名ショコラティエが集結するのは有名な話だ。

　また、バレンタインに限らず、日本では少し前に高級ショコラブームが起き、一粒数百円するボンボンショコラを購入することが、さして特別なイベントではなくなっている。

　そういった意味でもショコラトリーにとって、日本という市場が大きいのはもちろんわかってはいるが、パトリックの申し出はちょっと意外だった。

　今現在、名の知られたショコラトリーがこぞって日本進出を果たしている中、『Patrick Didier Chocolatier』だけ未上陸だったからだ。亨に贈るショコラにディディエを選んだ理由のひとつには、日本では手に入らないという付加価値もあった。

　それどころかディディエは支店を持っていない。ブティックはこの本店のみ。これだけの需要があるのだから、各地に支店を作れば作るだけ収益も増えるはず。

　それを敢えてしないのは、何か理由があるのかと思っていた。

　そしてその理由を、工房を見学したことで理解できたような気がしていたのだ。

　おそらくは、自分の作品の品質に対する、パトリックの強いこだわりとプライド。

「確かにバレンタインのこともあるが、それだけじゃない」

　パトリックがゆっくりと、言葉を選ぶようにして話し出す。

「日本人は洗練されたものを好み、細やかなディテールに敏感だ。虚こ仮け威おどし的な上うわっ面つらの華やかさに惑まどわされず、本質を見極める目がある。その点、フランス人の感性と相通ずるものがあると私は思っている。日本人ならば、私のショコラの本質を理解し、ありのままに受け入れてくれるかもしれない」

　プライドの高いフランス人に、日本人の感性を認めるような発言をされ、微妙に背中がこそばゆくなった。いや、まだ充分に上からの物言いだけど……それでも、ディディエ初の出店先に日本が選ばれるというのは悪い気はしない。

「世界でも一、二を争うほどに食文化が発達し、味にもうるさい日本人に、自分のショコラが通用するのか、挑いどんでみたいという気持ちもある」

　どうやら日本には、パトリックの闘争心を搔かき立たてる何かがあるらしい。

「そのためにも、劣化した商品を提供するのでは意味がない」

「この工房のクオリティを日本でも維持したいってこと？」

「そうだ」

　俺は「うーん」と首を捻った。

「日本にこことまったく同じ環境を作るのは無理じゃないの？　どうしたって温度や湿度が違ってくるし……そのあたりを徹底的に管理したとしても、これだけの人件費をかけていたら、商品の値段があり得ない金額になる。いくらなんでもチョコレート一粒に五百円越えは……日本もこのところ不景気だし……」

　否定的な意見を述のべていると、ドアがコンコンとノックされた。パトリックが俺に「すまない。ちょっと待ってくれ」と中断を詫わび、ドアに向かって「どうぞ」と応こたえる。

　ドアがガチャリと開き、白衣を着た若い男が入ってきた。

　帽子を取っていたのですぐにはわからなかったが、よく見ればさっきテンパリング室にいた職人のひとり、パトリックに叱られていたほうだ。

　俺を見て一瞬怯ひるんだ青年が、接客中と知って気まずそうな表情を浮かべた。

「なんだ？」

　パトリックに訊かれ、おずおずと口を開く。

「兄さん」

「兄さん!?」

　俺は思わずガタッと腰を浮かせた。

（って、兄弟!?）

　仰ぎょう天てんする俺を尻目に、パトリックが淡々と紹介する。

「弟のジュリアンだ。ジュリアン、こっちは日本から来たカナタ」

　実にいい加減な紹介をされ、だがまぁ他に言いようもないかと納得しつつ立ち上がった。「どうも」と右手を差し出す。

「あ……どうも。はじめまして」

　心持ち顔を赤らめて、ジュリアンも手を差し出してきた。

　年齢は二十代の半ばくらい。いわゆる金髪碧へき眼がん。顔立ち自体は悪くないし、背も高いしでイケメンなのに、存在感バリバリの兄と比べるとオーラがないというか、押し出しが弱いというか。ぶっちゃけ凡ぼん庸ような印象を受ける。

「用件はなんだ？」

　素そっ気けない声の促しに、ジュリアンがおどおどした口調で言った。

「ベルナールさんがお見えです」

　パトリックがピクッと眉尻を蠢うごめかせる。見る間に不機嫌になっていく男の横顔を視界に、俺も眉間に皺しわを寄せた。

（ベルナール？）

　その名前をつい最近どこかで聞いた気がしたからだ。







　　　　　４







　ベルナール……ベルナール……って誰だっけ？

　頭の中を浚さらって記憶の抽ひき斗だしをあちこち開けていると、ドアがまたノックされた。パトリックが応じる前に、いらえを待たずにガチャリと開く。

　開かれた戸口に立つせっかちな客は、樽たるのような腹を持った中年男だ。脂あぶらでテカった赤ら顔に、大おお仰ぎょうな口くち髭ひげをたくわえている。前髪がかなり後退しており、そのせいで広い額ひたいが自然光に反射して眩まぶしいくらいだ。

　男が腹を揺ゆすりながら部屋の中に入ってきて、困惑顔のジュリアンの横に立つ。

「パトリック！」

　両手を広げて親愛の情を示す中年男に、肘ひじ掛かけ椅子のパトリックが露骨に顔をしかめた。相手の不快な表情に気がついていないのか、男は満面の笑みを浮かべる。

「昨夜は私のプレゼントを楽しんでくれたかね？」

　その言葉が引き金になり、脳裏にふっと昨夜の記憶が蘇よみがえった。

　──ベルナール氏より、貴方へのプレゼントです。パーティの余興のひとつとお考えください。

　自分を娼婦だと勘違いした大男が、自分をパトリックに引き渡す際に告げた台詞セリフ。

　こいつが、その「ベルナール氏」か！

　このベルナールという男が娼婦を金で雇やとい、大男（おそらくベルナールの手下）の手でパトリックの元へ届けさせたのだ。

　つまり、こいつが俺をあんな目に遭わせたそもそもの元げん凶きょうってわけだ。

　俺は男の顔をしげしげと観察した。

　元凶だと思うせいか、なんとなく顔つきを下品に、目つきを卑いやしく感じる。

　直感的に「好かない」と思った。たぶん、というか絶対にこいつとはソリが合わない。

　そしてどうやら、パトリックもベルナールに関しては俺と同一見解らしい。ベルナールを見る目が氷みたいに冷たい。しかしベルナールは鈍感力が高いのか、もしくはわざとスルーしているのか、冷ややかな拒絶オーラをまるで意に介していないようだ。

「言ってはなんだが、あの女には大枚をはたいたんだ。どうだ、いい女だっただろう？」

　その大枚を摑つかませた女が「仕事」の前にトンズラしたとはゆめゆめ思っていないのだろう。ベルナールが自慢げに胸を張った。

「…………」

　パトリックは無言で眉まゆをひそめる。

　どんな女なのか知らないのだから答えようがないのだろうが、だからといって事情を詳つまびらかにすればいいというものでもない。真実を話して面倒な事態になるよりは、女の件は黙っておいたほうが得策だと考えたのかもしれない。

「おや？　お気に召さなかったのか？　あんたは東洋系が好みだと小耳に挟はさんだんだがね。なんだったら今度は金髪女でも…」

「ベルナール」

　低い声が遮さえぎった。

　これだけは釘を刺しておこうという腹か、パトリックが険けわしい眼まな差ざしでベルナールを見み据すえる。

「……昨夜ゆうべのような姑こ息そくな真似は金輪際やめてもらおう。言っておくが、私はあんなもので懐かい柔じゅうされない。パーティは業界関係者とのしがらみで仕方なく出席したが、今後もああいった姦かん計けいをめぐらすようならば、出席自体を辞退させてもらう」

　激高を押し殺すような低音に、漸ようやくパトリックの憤いきどおりを感じ取ったらしく、ベルナールが肩を竦すくめた。

「それは残念だ」

　不満げにつぶやくと、しらけた空気を取とり繕つくろおうとするかのように、俺に視線を向ける。

「こちらは？」

　急に矛ほこ先さきを向けられ、ぴくっと肩が震えた。

（な……なにいきなり）

「紹介してくれないか」

　乞こわれたパトリックが渋々といった表情で「日本から来たカナタだ」と答える。

「ほう……日本から」

　相変わらずいい加減な紹介に、何が嬉しいのか、ベルナールが口くち許もとをにやつかせた。腹を揺らしながら俺のほうに摺すり寄よってきて、右手を差し出す。

「はじめまして日本からの客人、ベルナール・バリエです」

　仕方なく俺は男の手を取った。じっとり湿っていたので軽く握ってすぐに離す。

「フランス語はわかるかな？　日本のどちらからですか？」

「……東京です」

「東京！　私も何度も行きましたが、実に素晴らしい都市ですな。なんでも揃そろっていてスピーディに手に入る。電化製品、ファッション、車、アート、世界各地のめずらしい食料品……。ところで『Barrierバリエ』をご存じですか？」

「『Barrier』って、ガストロノミーの？」

「そうです。その『Barrier』です」

「知っています。日本にもブティックがありますから」

　俺の返答にベルナールがちらっと横目でパトリックを窺うかがった。どうだと言わんばかりの眼差しを送ってから、ふたたび俺に視線を戻し、自慢げに言う。

「実は『Barrier』は私の会社でしてな」

「……ああ」

　そう言われてみれば名前が同じだ。

　へぇ……このオヤジが『Barrier』のオーナーなのか。

　正直意外だった。

『Barrier』と言えば、フランス最大手の高級食材卸おろしチェーンで、日本でもデパートの地下なんかにブティックが入っているから知名度は高い。

　生ハムやソーセージなどのデリカテッセンをはじめとして、ブレッド、ワイン、紅茶、オリーブオイル、スープやシチューなどの缶詰類、こじゃれたコンフィチュールなどの瓶類、もちろん焼き菓子やショコラなどのスイーツも取り扱っている。

　プロダクトやパッケージで割合上う手まく高級感をアピールしているのと、メイド・イン・フランスというバリューが功を奏してか、富裕層の中元・歳暮・お遣いもの御ご用よう達たしのブランドだ。

　しかし、このオヤジが経営者だと思うと、そのブランドイメージも色いろ褪あせて感じられる。

（このおっさん、表に出ないほうがいいな。明らかにイメージダウンだし）

「日本で『Barrier』は有名ですかな？」

「……そうですね」

　俺が認めると、ベルナールは満足げに小鼻を膨ふくらませる。体の向きを変え、再度パトリックと向かい合った。

「彼の話を聞いたかね？」

　問いかけに、パトリックは反応しない。

「なぁ、パトリック、私と手を組もう。何度も言うように、私はあんたの腕を買っている。あんたの才能、さらにそのルックス・カリスマ性を以もってすれば、我々が手がけるショコラは爆発的に売れる。私が言うんだから間違いない」

　どうやらベルナールはパトリックに、共に手を組んで事業を大きく展開しようと持ちかけているようだ。昨夜の娼婦も懐柔策のひとつだったのだろう。

　高級ホテルでパーティを開き、最高級スイートルームを宛あてがい、さらに女まで派遣して……随ずい分ぶんと念入りな抱き込み作戦だ。それだけパトリックをなんとしてでも落としたいという要望の表れなんだろうけど。

「ゆくゆくはアジア全域から世界を狙うが、手がかりとしてまずは日本だ。私なら、すでに日本における太いパイプも持っている。私と組めば日本での成功は保証されたようなもんだ」

　猫なで声でオイシイ話を持ちかけられても、パトリックはすげなかった。

「何度も同じことを言わせるな。あんたと手を組むつもりはない」

　にべもなく切り捨てられたベルナールが、宥なだめ賺すかすような口調に変わる。

「パトリック……わかっているぞ。確かに客はひっきりなしに訪れているかもしれないが、名声に反してその実経営は決して楽ではないはずだ。原材料にこだわり、あれだけの職人を使い、手間暇をかけた分のコストは原価率に跳ね返っているはずだからな。だからといって他所の倍の値段設定にするわけにもいかない。ものには相場というものがある」

　したり顔でベルナールが続けた。

「いいか？　ちょっとした考え方の転換だよ、パトリック。ほんの少し製造工程を整理し、商品数を減らして合理化する。量産体制を作り、店舗を増やす。そのためのバックアップはいくらでもしよう。私のもとに来てやり方を変えれば、来年にはフランスどころか世界中どこでも好きな場所に店舗を持てるようになる。あんたは栄誉だけでなく、富も手に入れる。名実ともにフランス一のショコラティエになれるんだ」

　搔かき口く説どかれたパトリックは、しかし微み塵じんも心を動かされた気配はなかった。

「あんたのやり方に倣ならうつもりは毛頭ない。この件に関しては何度話し合っても無駄だ。あんたと手を組むことはこの先も未来永劫絶対にない。天地がひっくり返ってもだ」

　冷ややかに言い切り、「悪いが接客中だ。帰ってくれ」と話を打ち切る。

「パトリック！」

「聞こえなかったのか？　──帰れ」

　命令口調に、さすがの鉄てつ面めん皮ぴベルナールも顔色を変えた。赤ら顔がみるみるどす黒くなっていく。

「下した手てに出ていればいい気になりやがって！　いつまでも私が甘い顔をすると思ったら大間違いだぞ？」

　恫どう喝かつを受けて立つように、パトリックが肘掛け椅子からゆっくりと立ち上がった。ベルナールの傍らで今までのやりとりを固かた唾ずを呑のんで見守っていたジュリアンが、「に、兄さん」と上うわ擦ずった声を出す。兄から殺気を感じ取ったらしく、その顔は蒼白だ。

　遙はるか頭上からベルナールを睥へい睨げいし、パトリックが低音を落とした。

「もとより甘い顔をして欲しいなど頼んでいない。アポイントもなく押しかけられるのも迷惑だ。とにかく私の前から消えてくれ」

　徹底的な拒絶に、ベルナールが顔を歪ゆがめる。

「若造が……っ」

　パトリックがさっと腕を振り上げたので、殴るのかと思って俺も身構えたが、その腕はまっすぐとベルナールの後方へ向けられた。扉が開け放たれたままの戸口をぴしっと指さし、「出て行け」と命じる。

　しばらく真っ赤な顔でパトリックを睨にらみつけていたベルナールが、憤ふん然ぜんと踵きびすを返した。肩を怒らせてドスドスと歩き出し、戸口の前で足を止める。上半身を捻ひねり、パトリックに向かって指を立てた。

「覚えておけ！　今に私に頭を下げることになるぞ！」

　捨て台詞を放ち、戸口から出て行く。バンッと乱暴にドアが閉まった。

「……ゲス野郎め」

　憤ふん懣まんやるかたない表情で吐き捨てたパトリックが、どすっと肘掛け椅子に腰を下ろす。

「…………」

　青い顔のジュリアンが、ちらちらとドアを窺った。ベルナールを追いかけていって取りなすべきかどうかを迷っているのだろう。そわそわと落ち着かない様子の弟を、パトリックが冷ややかな声で「ジュリアン」と呼ぶ。

「な、なに、兄さん」

「あの男を二度と店に入れるな」

　ジュリアンが青い目を大きく見開いた。

「でっ……でも……兄さんっ」

　ぱくぱくと口を開閉して反論しかけたが、パトリックが「なんだ？」と訊きき返かえすと、ごくりと言葉を呑み込んだ。

「……なんでもない」

　消え入りそうな声でつぶやく弟に、パトリックが「わかったら、おまえはもう持ち場に戻れ」と告げる。ジュリアンが何か言いたげな顔をした。だが兄が発する剣けん呑のんなオーラに圧おされたのか、結局は何も言わずにしおしおと部屋から出て行った。










（あーあ……かわいそうに）

　ジュリアンが悄しょう然ぜんと退室し、ふたりきりになったところで、俺はまだ苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔つきのパトリックに切り出した。

「あのおっさん、業界の大物なんだろ？　確かに空気読めてないし、やり口はゲスだし、商売っ気あり過ぎだけどさ。それにしたってあの追い払い方はないんじゃないの？」

「…………」

「あの手合いは敵に回すと面倒じゃない？　なにかにつけ邪魔とか嫌がらせとかしてきそう」

「…………」

「あんなの適当に持ち上げたり話合わせときゃいいのに。俺に言わせりゃあんたも大たい概がい大人げないよ」

　パトリックが何も言わないので、ついつい言葉が過ぎてしまう。

「同じ土俵に乗るなんて馬鹿…」

「なにもわかっていないくせに知ったような口をきくな！」

　さすがにパトリックが苛いら立だった声を出す。

　俺も言い過ぎたかなと思ったんで口を噤つぐんだ。

　おっさんとパトリックがどうなろうが、別に俺には関係ないことだし、これ以上首を突っ込む筋合いもない。

（ないんだけどさ……）

　ひとつだけどうしても気になったので、お節介は重々承知でふたたび口を開く。

「おっさんはともかく、弟に対して威圧的過ぎるんじゃないの？　ジュリアンがなにか言いたそうにしてたの、気がついてたんだろ？　話くらい聞いてやればいいのに」

　するとパトリックが、さっきまでとは種類の違う苛立ちの表情を見せた。

「聞かなくてもわかっている。あいつは……ジュリアンはベルナールと手を組むべきだと思っているんだ。それが店のためだと……」

（なるほどね）

　さっきベルナールが「経営は決して楽ではないはず」と言っていたのは当たりなんだろう。

　俺も工房を見学した際に薄々感じ取っていたことだ。

　第一に、販売スペースに対して裏方のバックヤードが広すぎるし、職人の数も多い。人件費を抑えて売り場を広くすれば、その分収益は上がるだろうけど、それはパトリックの品質へのこだわりが許さないのに違いない。

　亨を身近に見ているからわかるけど、パティシエやショコラティエは、「甘くて美お味いしい」イメージとは裏腹に肉体的にきつい仕事だ。朝は早いわずっと立ち仕事だわ体は冷えるわで体を壊こわす従事者も多い。パトリックみたいに要求の厳しいタイプの下につけば、なおのことハードなはず。

　ジュリアンは身内だからこそ、そのあたりの内情を痛いほどにわかっていて……だからベルナールと手を組んで、少しでも利益が上がるようにしていくべきだと思っているんじゃないか。

　経営に余裕ができれば、雇っているスタッフに賃金として還元できるし、交替人員も増やせて、ひとりひとりが楽になるから。

　その考え方は間違っていないと思う。

　ただ、頑固でプライドの高い兄を説得する術すべを持っていない。

　そこまでざっくりと推測した俺は、自分なりの見解を述のべた。

「本気で日本進出を望むなら悪い話じゃないかもね。『Barrier』はすでに日本で確固たる地位を築いていてノウハウがある。おっさんの人間性はさておき、パートナーとしては手堅いと思う。正直今の段階で、日本でディディエを知るのは業界関係者か、一部のショコラマニアだ。日本ではまだ無名のあんたが確実に成果を出すためには、『Barrier』の後ろ盾が必要だと思う」

　パトリックが眉み間けんに縦たて筋すじを刻み、口を不機嫌そうに曲げてむっつりと黙り込む。

「…………」

　ちょっとイラッとした。男の意固地な態度が子供じみて思えて。

　仕事でアーティストと関わることが多いけど、えてして自己中心的で他者を顧かえりみないタイプが多い。周まわりが困ろうが家族や友人に迷惑がかかろうがお構いなし。ひたすら我が道を驀ばく進しんする。それでもなんとか成立する生なり業わいだから、それもアリなんだけど。

　でもパトリックの場合は、才能溢あふれるショコラティエであると同時に経営者でもある。哲学やプライドは大事だけど、そこに固こ執しつし過ぎて従業員を路頭に迷わせたら経営者失格だ。

　メリットとデメリットを冷静に秤はかりにかけ、メリットに針が傾かたむくなら多少の難には目を瞑つむり、実を取るべきなんじゃないのか？

（潔けっ癖ぺき症しょうの小娘じゃあるまいし、いい大人なんだから少しは妥協も覚えないと）

「一体なにがそんなに気に入らないわけ？」

　気がつくと俺は、パトリックに挑発的な台詞を投げかけていた。

「日本で勝負したいんでしょ？　だったら業務提携の誘いは渡りに船じゃない。おっさん、あんたのこと買ってるみたいだし、そりゃやり方に関して多少の齟そ齬ごはあるだろうけど、それは進めながら徐々に摺り合わせていけば……」

「ベルナールは私たち家族からすべてを奪った男だ。そんな男と手を組めるか！」

　突とつ如じょ激高して大きな声を出したパトリックに虚きょを衝つかれる。

「すべてを……奪った？」

　男の言葉をゆっくりと繰り返し、俺は正面の顔をじっと見つめた。

　余計なことを口走った自分を悔くいてでもいるように、パトリックがばつの悪い表情をする。

「……なんでもない……忘れてくれ」

　視線の交わりを解といて目を逸そらし、苦い声を落とした。

　だが、そんなことで誤魔化されるわけがない。俺は心持ち身を乗り出すようにしてパトリックを追及した。

「なに？　どういうこと？」

「……おまえには関係ない」

「そう、関係ない。だからいいじゃん。どうせ俺なんか部外者なんだから話したって。あいつがなにしたのさ」

　さらに前のめりになりながら、自分でもなんでこんなに食いついてるんだろうと訝いぶかしく思う。

　頼まれもしないのに自分から他人のプライベートに首を突っ込むようなキャラじゃないはずだ。どっちかっていうと人間関係にはドライなつもりだったし、こんなウザい食いつきをした経験は過去にもなかった。

　でもなんでか目の前の男のことは気になる。深く知りたいと思ってしまう。

　一度でも体を繋つなげた相手だからかどうかはわからないけど。

　パトリックが嘆息を吐いた。俺がしつこく視線を据えたまま待っていると、根負けしたように重い口を開く。

「私の父は天才肌はだのパティシエで、いまや伝説と化している数々のレシピを考案し、いくつものブティックを経営していた成功者でもあった」

　パトリックの父親が天才肌のパティシエであったと知って妙に納得した。そうか。この傑出した才能は父親譲りなのか。

「ベルナールは当時、父のもとで働いていたんだ」

「ベルナールがあんたの父親の部下？」

「そうだ。パティシエの才能はなかったが、父は首を切らずにベルナールに帳簿管理とマネジメントを任せた。どうやらそっちの才覚はあったようだ。店は順調に売り上げを伸ばしていったが、パティシエとしての絶頂期とも言える時期に、不幸にして父は病を患わずらった。発覚した時はすでに余命わずかで、発覚から一年後、私が十歳、ジュリアンが二歳の時に父は亡くなった。いまわの際に、父は信頼していたベルナールを枕元に呼び、自分の死後の家族と店を頼むと言い遺した。──今でもはっきりとその時のことを覚えている。目を真っ赤に泣なき腫はらしたベルナールは病床の父の手を握り、『任せてください。私が必ずパトリック坊ちゃんにお店を継がせます』と請うけ負おったのを」

　パトリックが思い出すのも忌いま々いましいといった表情で低くつぶやく。

「だが、父の死後、ベルナールは手のひらを返した。私たち家族の面倒を見るどころか、勝手に廃業届けを出し、新たに自分名義で営業権を獲得して、店を自分のものとした。事実上の乗っ取りだ。そうやって父のレシピをもとに、父の職人たちを使ってベルナールが発展させたのが……今の『Barrier』だ」

『Barrier』が、そんな経緯のもとに誕生したなんてもちろん初耳で、ドラマのような展開に俺は相あい槌づちを打つのも忘れた。こくっと唾つばを呑んで続きを待つ。

「権利を失った私たち家族は、資産のほとんどが店の名義であったがために、住んでいた屋敷からも追われた。父の闘病生活で当座の貯金は使い果たしており、母は生活のために働かなければならなくなった。だが、幼子を抱かかえた女手ひとつで稼かせげる金額などたかが知れている。生活は苦しく……結局、慣れない労働で体を壊し、母も三年後に他界した。まだ幼いジュリアンと残された私には、頼れる親類縁者もなかった」

　かなり悲惨な生おい立たちを、パトリックは敢あえてなのか淡々と紡つむいでいく。

「……それで？」

「だからといって悲嘆に暮れてめそめそ泣いているわけにもいかない。ジュリアンがいたからな。ふたりで養護施設に入所し、幸い学校にも通うことができた」

　養護施設という言葉にぴくりと反応する。

（俺と同じ境遇……）

　俺は改めてパトリックの顔を見た。

　実年齢より老成して見えたのは、幼少期の苦労故ゆえか。幼い弟を抱えて生き延びるためには、おそらくは早くに大人にならざるを得なかったのだ。

「卒業後はパリのパティスリーで修業をし、ショコラティエとしての実績を積んだ。二十八歳で独立し、パリ郊外に小さな店を開いた。──今の場所に移ってきたのが三年前だ」

　これで終わりだというように、パトリックが言葉を切る。俺は止めていた息をふっと吐いた。

　そうだったのか。そんなヘビーな確執があったのか。

「……ベルナールとの間にそんなことがあったんだ」

　ため息混じりの感慨を落とすと、パトリックが苦い声で応じる。

「あいつは父の恩を仇あだで返し、私たちからすべてを奪い取った。私たち親子がどん底の生活をしている時も、私とジュリアンが母を失った時も、見て見ぬふりで手ひとつ貸さなかったくせに、私が店を成功させるやいなや態度を豹ひょう変へんさせ、『手を組もう』と摺り寄ってきた」

　事の経緯を知ったのちに、改めて先程のベルナールの言動を思い起こせば、パトリックの憤りにも納得がいく。そりゃあ追い出すのも当然だ。

「クズだね」

　俺の感想にパトリックがレンズの奥の目を瞠みはった。いささか意外そうな表情を浮かべる。

「さっき言ったことを取り消すよ。そんな事情があるなら、どんなにオイシイ話でも乗るなんて以ての外。乗っかったら、あんたもあのおっさんと同レベルだ」

「……そうだな」

　パトリックがつぶやき、ほんの少しだけ目許を和やわらげた。

　胸の閊つかえがわずかに降りたかのようなその面おも差ざしを目にして、もしかしたら、この話を第三者に明かすのは初めてなのかもしれないと思った。気軽に口にできるような話でもないし、パトリックは自分の不幸ネタをペラペラ吹ふい聴ちょうするタイプには見えない。今だって俺が食い下がったから心ならずも話してくれただけで。

「このこと、ジュリアンは知ってるの？」

　俺の問いかけを受けて、パトリックの顔に苛立ちの影が戻る。

「ジュリアンは父が亡くなった時も母が亡くなった時もまだ幼かったから、当時のベルナールの仕打ちを知らない。話しては聞かせたが、身に染みてわかってはいない」

　そのあたり、兄弟間で意思の統一ができていないわけか。

　さっきのパトリックの威圧的な物言いと、対するジュリアンのおどおどした態度を思い出すに、まともな話し合いすら為なされていないんじゃないかという気がした。

　年も離れているし、兄に育てられたのもあって、ジュリアンのパトリックに対する畏怖心は根深そうだ。

「あの男の手を取ることは、亡き父と母を裏切ることだ。私は絶対にベルナールだけは許せない……」

　昏くらい眼差しで空くうを睨みつけたパトリックが低くひとりごちた。










　その後、「ベルナールのせいで話が逸れてしまった。本題に戻ろう」とパトリックが仕切り直しを告げ、いったん席を外はずした。五分ほどで新作のボンボンショコラとタブレットを持って部屋に戻ってくる。

　そうそう、強烈なおっさんの襲撃で、すっかり自分がこの部屋にいる理由を失念してしまっていたが、新作を試食するためだった。この課題がクリアできなければ、タキシードの借りを返せず、ここから解放してもらえないのだ。

　テーブルに置かれたまだラベルもついていない焦こげ茶ちゃ色いろの箱には、ボンボンショコラが三つ並んでいる。タブレットはまだカットされていない板状のものが三枚。

　いつの間にかそろそろ昼に差し掛かろうという時間帯になっており、しかも昨夜盛大に吐いてしまったので胃の中は空からっぽ。若じゃっ干かん二日酔いの気はあるものの、デギュスタシオンにはもってこいのコンディションだ。

　パトリックがショコラと一緒にミネラルウォーターのボトルを持ってきてくれたので、ひとつ味わうごとに水を飲んで風味を洗い流し、リセットしていく方法を取ることにした。

　白衣の胸ポケットからペンを取り出したパトリックが、使い込んだ様子のノートを開いて言った。

「はじめるぞ。いいか？」

「どうぞ」

「まずはタブレットから。一枚目、マダガスカル産クリオロ種のカカオを使用したものだ」

　パトリックの説明を耳に、ダークブラウンのタブレットを端っこで折り、欠片かけらを口に含んだ。

「……このダークチョコレート、オレンジのアロマがすごい際立ってるね。うーん……複雑なフレーバーで美味しいのはわかるけど、ちょっと柑かん橘きつ系けいが立ち過ぎている気がする。花の匂いもキツイ。日本人には難しいかも」

　デギュスタシオンに際して、「日本人に受けるかどうか」を念頭に置いて感想を述べることにした。専門家でもない俺にパトリックが求めているのはそこだと思ったから。

　初っぱなから歯に衣着せぬ物言いをしたが、パトリックは気分を害した様子もなく黙って耳を傾け、手許のノートにメモを取る。

「次は、カリブ産トリニタリオ種のカカオを使用したものだ」

「これはまた随分とビターだね。……スモーキーで……燻いぶした紅茶の香りがする。かなり甘みを抑えてあるな。俺はやや苦いくらいでも平気だけど、これは好みが分かれるかもしれない。どのみち大人向けだね」

　パトリックがうなずきながら、またメモを取った。

「次、ペルー産トリニタリオ種のカカオを使用したものだ」

「……スパイスが効いてる。……あ……溶け出したらバナナのフレーバーが広がった。最後は酸味を感じたけど……」

「アプリコットだ」

「ああ、言われて見れば確かに。一枚でいろんな味が楽しめていいね。これは若い女の子が好きそう」

「そうか」

　ちょっとほっとした面持ちのパトリックを見て、俺もひそかに安あん堵どする。駄目出しばかりだと、こちらもやはり心情的に辛つらいものがあるのだ。

　それにつけても思いの外に緊張する。作った当人を前にしての試食だから、なおのことだ。

　どのみち素人しろうとなんだから、プロみたいに的確な指摘なんかできっこないと、そこは開き直るしかない。俺の意見をパトリックが百パーセント鵜う呑のみにするわけもないし。

「それにしても、タブレットでよくこんな複雑な味を出せるね」

「長い年月をかけて世界各地のカカオを試した。その結果、どこで生産されたのか、どのように発酵および乾燥させ、焙ばい煎せんしたのか、どのように精錬したか──さらに添加物の品質と割合を加え、分析したものをデータベース化してある」

　パトリックはなんでもないことのように言っているが、大変な手間と労力だ。

「そのデータベースをもとに、新作を作るに当たってどのカカオとどのカカオをどういった配合でブレンドするかを考える。納得のいく完璧な配合が見つかるまで試作を繰り返す」

　きっと、究極の配合を求め、それこそ気が遠くなるような回数の試作を繰り返すのだろう。さながらストイックな求道者のごとく──。

　そんなことを思っていると、パトリックが白手袋を嵌はめた手で、箱の中から三つの粒を取り出した。俺の前には白い皿とナイフ。

「次はボンボンショコラだ」

　ボンボンショコラは、中身センターと呼ばれるフィリングをチョコレートでコーティングしてある。その分、純度の高いタブレットよりもフレーバーやアロマが多彩で複雑だ。

　基本的なフィリングは、プレーン・ガナッシュ、プラリネ、マジパン。他にヌガーやキャラメルやファッジなどもある。その基本フィリングに、花やフルーツ、スパイスなどのフレーバーを足すことにより、マリアージュの可能性は無限大に広がる。補足フレーバーのチョイスはショコラティエのセンスの見せ所だ。

　また、いかに効果的にチョコレートと他の材料を混ぜ合わせる技術をマスターするかが、この世界で傑出するか否かを分ける──とも言われている。

　感性とテクニックの両方が必須で、どちらかひとつが欠けていてもトップ・ショコラティエにはなれない。

「ひとつ目。モデナ産バルサミコ酢のガナッシュと苺いちごのジュレのフィリングを、ビターチョコレートでコーティングしている」

「バルサミコ酢と苺？　面白い組み合わせだね」

　俺はシンプルな四角いボンボンショコラを摘つまみ上げて、間近でしげしげと眺ながめた。

「そういう発想っていつ思いつくの？」

「ひらめきを与える素材に出会った時だ。その場でアイディアをスケッチすることによって、ひらめきがさらなるひらめきを生むこともある。思いついたレイヤー、質感、アロマ、チョコレートの名前などをノートに書き込んでおき、あとで試作を繰り返して頭の中のアイディアを具体的に詰めていく」

「思いついてから完成までってどれくらいかかるの？」

「早くて数ヶ月、ものによっては一年かかることもある。ちなみに今から食べてもらうボンボンショコラには半年かかった」

「……半年か……」

　それほどまでの労力と時間がかかった「作品」を生半可な気持ちで試食はできない。

　俺は居住まいを正してナイフを入れ、カットしたボンボンショコラを口に含んだ。

　目ま蓋ぶたを閉じ、神経をできるだけ研とぎ澄すませて複雑なフレーバーを味わう。チョコレートが溶け出すのを待って、ゆっくりと目を開けた。その間もどうやら俺を見守っていたらしいパトリックの真剣な眼差しと目が合う。

「……意外な組み合わせだけど、酸味に複雑な深みがあるね。単純な酸っぱさじゃないっていうか。層になった酸味を硬派なビターチョコで上手く纏まとめてある。予想外の美味しさだった。大人っぽくていいんじゃないかな」

　パトリックが「メルシー」と囁ささやき、メモを取ったあとで、ふたつ目を摘んで寄越した。

「ふたつ目のフィリングはヘーゼルナッツのプラリネとフランボワーズペースト、そしてバターヌガティンヌ。コーティングはミルクチョコレートだ」

「……ナッツの食感がいい感じ。フランボワーズの酸味もちょうどいい。ナッツとバターヌガーの、ふたつの異ことなる食感の組み合わせも面白い。ただミルクチョコレートがちょっと甘いかな。俺はビターのほうが全体が締まる気がする」

　うなずいて、パトリックが三つ目を摘む。

「プレーントリュフだ。うちのシグニチャー・ショコラだが、今回少々アレンジを加えた」

　シグニチャー・ショコラとは、ブティックの看板商品。ショコラティエ一押しの商品ということだ。店のロゴが刻印されたプレーンガナッシュであることが多い。

　これも見た目は、どこにでもあるようなオーソドックスなトリュフだけど──。

　口に含んだ瞬間、思わず声が漏もれた。

「これ……美味しい！」

　うっとりと味わっているうちに、舌の記憶が蘇ってくる。

　そういえば今年のバレンタイン、パリ中の有名ブティックを回って百個近く試食した末に、『Patrickパトリック Didierディディエ Chocolatierショコラティエ』を選ぶ決め手となったのがこのプレーントリュフだった。

「舌の上で蕩とろける感触が絶妙。……味は濃厚かつエレガントでクリーミー……上手く言えないけど、今までの中でこれが一番好きだ。日本人にも文句なく受け入れられると思う」

　心なしかパトリックの顔が和らいだ気がした。お世せ辞じじゃないのが伝わったんだろう。

「これってクリームとチョコレートだけ？」

「ああ、そうだ。チョコレートはマダガスカルとベネズエラ産のカカオを秘伝の配合で組み合わせてある」

「秘伝の配合？」

「実は父親のレシピなんだ。父が考案し、父の店の看板商品だったものを、私が自分の店を持つ際に復活させた」

「お父さんの……」

　そうだったのか。

「今はうちのシグニチャー・ショコラとして、売り上げ的にも屋台骨を担になう人気商品となっている。とはいえ、毎年私が時代のニーズに合わせて若干の軌道修正は加えているが。今食べてもらったのも、アレンジ後の新しいバージョンだ」

「つまり親子の合作ってことか。……そういうの、いいね」

「そうか？」

「父親から受け継いだものがあって、それを発展させていけるのって、なんかいいじゃん」

　俺の台詞にパトリックが目を細めた。細めた双そう眸ぼうでじっと顔を見つめられて、何やら背中がむずむずする。

（俺なんか変なこと言ったか？）

　俺は父親を知らないから、本気で羨うらやましいと思ったんだけど。

　居心地の悪さを感じていると、やがてパトリックのほうから視線を逸らした。手袋を外しながら訊いてくる。

「デギュスタシオンを終えて、総括としてなにかあるか？」

　ミネラルウォーターで喉のどを潤うるおし、俺は少し考えた。

「あんたは日本人の味覚を買ってくれているみたいだけど、やっぱりまだまだ圧倒的に歴史が違うから、フランス人の感覚をそのまま日本に持ってくるのは難しいかなって思った。日本だと主要客は女性になるからさ。できるだけ女性が食べやすいショコラを中心にラインナップを組むとか、とっかかりはできるだけわかりやすくしたほうがいいのかもしれない」

「日本の女性が食べやすい……というのは具体的にどういったものだ？」

「口当たりがよくてまろやかで……それでいて甘さがあんまりしつこくないもの。日本の女性はカロリーを気にするから、甘いってだけで拒絶反応が出ちゃう」

「なるほど」

「でも日本人は学習能力が高いから、最初は口当たりのよさから入っても、徐々に味覚が育っていくとは思う。複雑で難しい味も理解するようになったら、もうちょっと癖くせのあるものや苦みの強いものを出していってもいいんじゃない？　逆にいつまでも同じだと飽あきられちゃう。日本人飽きっぽいから」

　パトリックが真剣な表情でノートにペンを走らせる。

「あとは見た目かな」

　パトリックが視線を上げて「見た目？」と問うた。

「あんたのショコラは味は完璧なんだけど、ルックスがいささか素そっ気けないよね。男性客も多いから、フランスではそれでいいんだと思うけど。日本の女性のハートを摑むには、ぱっと見、色が綺麗とか形がかわいいとかが必要。日本はなんたって『かわいい』の国だから」

「かわいい……か」

「ショコラ本体もだけど、パッケージも一考が必要かな。今のもスタイリッシュで格好いいけど、もう一押し『色気』が欲しい。チョコレートボックスのバロタンとかも、ショコラを食べたあとに箱だけでも取っておいて使いたいと思わせるような付加価値があるとなおいい」

　頭に浮かんだ意見をひととおり口にした俺は、「とりあえず今思いつくのはこれくらい」と言葉を切った。

　熱心にノートにメモを取っていたパトリックがペンを置き、顔を上げる。ヘザーグレイの双眸でまっすぐ俺を見つめて言った。

「率直な意見をもらえて参考になった。ありがとう」

　口先だけの言葉じゃないとわかる声。

　こんなふうにまともに感謝されるとは思っていなかったんでちょっと驚いた。

　なんだか……思ってたより素直っていうか。

（慣れてきたせいもあるかもしれないけど……意外といいやつ？　みたいな）

　そんなふうに思ってしまう自分に困惑しつつ、もごもごと口の中でつぶやく。

「あ……いや、大したこと言えなかったけど……」

　上目遣いに「で？」と水を向けた。

「これでお役御免ってことでいいの？　俺もう解放してもらえんの？」

　確認の直後、パトリックがぴくりと片眉を蠢うごめかす。しばし俺を見据えてからおもむろに腕を組み、顎あごをくいっとしゃくった。

「……私に訊くな。自分の胸に聞いてみろ」

「は？　自分の胸？」

「自分の働きに五千ユーロの価値があるかどうかは、おまえ自身で答えを出せ。あったと思うのなら帰ればいい」

「………っ」

　不遜な物言いにカチンと来る。

　前言撤回。やっぱ嫌なやつ！

　ベルナールとの確執とか養護施設育ちのこととか聞いて、親近感持って損した！

「……これ以上どうすりゃいいんだよ？」

　目の前の顔を睨んで訊くと、少し考える素振りをしたあとで、何を思ったか、「おまえ、宿は？」と訊き返された。

「七区のオテル・デュ・ロダンだけど？」

「悪くない選択だが金の無駄だ。引き払って私のところへ来い」

「はぁっ!?」

　突拍子もない誘いに裏返った声が飛び出る。

「なに言って……意味がわからな……」

「おまえがどうすればいいかわからないと言うから、私への借りを返すチャンスを作ってやるんだ。有あり難がたく受け取れ」

　ものすごい高みからものを言われて、もはや声を失う。

「…………」

　マジで啞あ然ぜんとした。

　こいつ……どんだけ上から目線なんだよ？







　　　　　５







　なぁにが「自分の胸に聞いてみろ」だ。

　なぁにが「有あり難がたく受け取れ」だ！

　何様のつもりだ？　ふざけんな！

　ぶりぶりと怒りながら七区の定じょう宿やどに戻った俺は、まずはパトリックに与えられたカットソーとスエットパンツから自分の服に着替えた（と言っても、変わらず黒尽くめだけど）。次に荷物を纏まとめてスーツケースに詰め、フロントでチェックアウトを済ませる。

　ホテルの車寄せに停とまっていたタクシーのトランクにスーツケースを入れ、後部座席に乗り込むと、運転手に行き先を告げてシートに寄りかかり、「くそっ」と小さく舌打ちをした。

　腹の中がふつふつと煮にえ滾たぎっている。

　──自分の働きに五千ユーロの価値があるかどうかは、おまえ自身で答えを出せ。

　つまりなにか？　俺のバージンとデギュスタシオンには、合わせても五千ユーロの価値がないと、そういうことか？

　どんだけ安く見積もられてるんだよ？

　そりゃ俺だって、胸を張って「五千ユーロの価値がある」とは言い切れない。自分じゃ言えないから百歩譲って伺うかがいを立てたのに。普通あそこは「ありがとう。お疲れ様。もう充分だ」って返すとこだろ？

　それがなんだ、あの不ふ遜そんな態度。

（くっそ。むかつく！　舐なめやがって！）

　そんなに腹が立つなら、あんな男の命令なんてスルーしてとんずらしちゃえばいいのに……冷静なもうひとりの自分がそう囁ささやくが、あんなことまで言われて敵前逃亡はなんだか悔くやしい。

　どうにかしてあの高慢なフランス人の鼻をへし折り、目にもの見せてやりたい。

　ここで逃げたら男が廃すたる。舐められっぱなしはプライドが許さない。

　絶対、俺の価値を認めさせてやる。

　俺は前髪を搔かき上あげ、ふんっと鼻を鳴らした。

　どうやってやつの鼻をあかすかをあれこれ算段しているうちにタクシーが店の前に着く。代金とチップを払ってスーツケースを下ろし、今度は裏口から店の中に入った。

　スーツケースを引っ張って、まっすぐパトリックの個室に行き、ノックする。

「入れ」

　いらえを受けてドアを開けた。窓ガラスを背に、正面のデスクに座っていたパトリックが顔を上げる。

　目と目が合った瞬間、男が虚きょを衝つかれたみたいな意外そうな顔をした。

（え？　なに今の顔……）

「…………」

　しばらく無言で戸口に立つ俺を見つめ、ややして「本当に戻って来たのか」とつぶやく。

　刹せつ那な、カーッと顔が熱くなった。

　もしかして「私のところへ来い」ってあれ、冗談だったのか？

（なのに真に受けて俺……）

　恥ずかしいのと持って行き場のない怒りとで全身が火にくるまれたみたいに発熱する。頭から湯気が立ちそうだ。

　一秒でも早く男の前から姿を消したい一心で、俺はくるっと踵きびすを返した。だが、足早に立ち去ろうとして後ろから「待て！」と呼び止められる。

「どこへ行く気だ」

「うるさい！　どこだっていいだろ！」

「よくない。まだおまえには貸しがある」

「………っ」

　憤怒に震える体を翻ひるがえし、怒鳴り返そうとして、いつの間にかすぐ後ろに立っていたパトリックにぴくっと肩が揺ゆれた。

　間近で見るその表情が、どこか満足げで面食らう。

（なにそのご満悦そうな顔）

　男が何を考えているのかわからず、混乱する俺をよそに、パトリックがスーツケースを指さした。

「荷物はそれだけか？」

「……そうだけど」

「それはここに置いておけ。店は七時半までだ。店を閉めたあとも明日の準備があるから、ここを出られるのは九時過ぎになる。それまでは自由にしていて構わない。サロンで時間を潰つぶすもよし、外に出かけて九時頃戻って来るもよし。好きにしろ」

　勝手にこれからの予定を仕切る男を、俺は睨ねめつける。

「……本気で自分の家に連れてく気かよ？」

「おまえもそのつもりでホテルを引き払ってきたんだろう？」

　そうだけど……なんかもやもやする。

　昨日の夜からこの男に振り回されっぱなしの自分にイライラする。

　もういっそスーツケースを持って出ていって、ここに戻らなければ、こいつとも縁が切れる。

　所しょ詮せん行きずりの仲。連絡先を交換し合っているわけでもないし、俺さえ戻らなきゃおそらく二度と会うこともない。

　そうしちゃえばいい。それが一番面倒がない。男が主張する貸し借りなんて観念的なニュアンスで、実際に金銭のやりとりがあったわけじゃないんだから、踏み倒したって罪に問われやしない。

　頭ではわかっているのに、自分が男の命令を無視できないことは、なぜだかわかっていた。










　結局、荷物をパトリックの個室に置いて近所をぶらぶらと出歩き（朝は違和感バリバリだった腰も午後になって鈍い痛みがだいぶ治まってきた）、書店でアートブックを漁あさったり、デパートの食料品売り場を冷やかしたり、カフェで休憩したりして時間を潰した俺は、閉店時間の近づいた七時頃店に戻った。

　それからは、スタッフの邪魔にならないように工房の片かた隅すみで、明日のための下準備を見学させてもらう。

　閉店前の三十分は自ら店頭に立ち、接客をしたパトリックは、閉店後は工房内を忙しく動き回り、遅番で入ったスタッフに指示を下し、質問があれば答え、相談に乗り、時には自分自身も作業に加わった。間違いなく、店の中で一番働いている。

　俺はといえば、ショコラやマカロンが出来上がっていく工程に興味津々で見入っている間にたちまち時間が過ぎ、二時間は本当にあっという間だった。

　持ち場の作業が終わり、後片付けを済ませたスタッフが次々と帰宅していき、九時過ぎには工房はガランと人ひと気けがなくなる。

「個室で少し待っていてくれ。着替えてくる」

　パトリックにそう言われた俺は、ひとり先に彼の部屋へ行った。することもなく手持ち無沙汰だったので、暇潰しに壁の書しょ架かを眺ながめる。写真集や画集、哲学書や自然科学の本など、ジャンルは多た岐きに渡っているが、中でも多いのは日本に関する本だ。日本の出版社の翻訳本もあれば、着物や刀、仏像などの日本文化に関する写真付きの上製本もある。

（へえ……本当に日本が好きなんだな）

　そんなふうに思っていると、コンコンとドアがノックされた。

「はい」

　ガチャッとドアが開く音に振り返る。てっきりパトリックが着替えてきたのかと思ったら、そこに立っていたのは弟のほうだった。まだ白衣を着ている。彼もまた兄に匹ひっ敵てきするほど長時間働いているようだ。

「ジュリアン？」

　呼びかけに肩を揺らしたジュリアンが、おずおずと口を開いた。

「あ……あの……兄は？」

「まだ着替え中なんじゃないかな？」

「……そうですか」

「中で待ったら？　もうすぐ来ると思うし」

　部外者の俺に促うながされ、ジュリアンが部屋の中に入ってきた。そのまま部屋の中程にもじもじと立っているので、「座ったら？」と、応接セットの肘ひじ掛かけ椅子を手で差す。腰を下ろしたジュリアンと向かい合う形で俺も着席した。目と目が合うと、ジュリアンがじわっと下を向く。本当にシャイな男だ。

　ジュリアンが何も話さないので、沈黙が横たわる。微妙な空気を持もて余あました俺は、「あのさ」と切り出した。

「そんなにパトリックが怖い？」

　ジュリアンが顔を振り上げる。青い目が見開かれていた。

「……や……なんかさ、パトリックの前で特にビクビクしてるように見えるから」

「…………」

「あー……でもまぁしょうがないよな。部外者の俺から見てもパトリック、キツイし」

　俺のフォローにジュリアンが首を横に振る。消え入りそうな声で言った。

「兄さんは……父さんの才能を受け継いでいる特別な人だから……いつまでも駄目な僕にイライラするんだと思う」

「きみは受け継いでないの？」

　今度は首を縦たてに振る。

「才能ないから、別な形で兄さんの役に立ちたいけど……難しくて……」

「別な形？」

「……経営とか……大学、経済学部を出たから」

　本当はマネジメントをやりたいのに、不得手な現場仕事をやらされているわけか。

「それさ、ちゃんとパトリックに言った？」

「兄さんは……『それはおまえが考えるべきことじゃない。そんなことよりおまえはまず腕を磨みがけ。やればできるはずだ。おまえだって父さんの血を受け継いでいるんだから』って」

　しかし、同じ血を分けた兄弟でも、誰もが「特別」になれるわけじゃない。

　これで兄弟でなければ、ジュリアンもさっさと見切りをつけて別の仕事に就つくことができるんだろうけど、下へ手たに兄に恩義を感じているから、なんとか役に立たなくてはと焦あせる。でも焦ったところで、一種の天才である兄の求める域に達することは到底不可能。どんどん自分に自信を無くしていき、そんな弟に兄は苛いら立だちを募つのらせ、その兄の苛立ちを感じて弟はますます畏い縮しゅくし……。

（悪循環だなぁ）

　日常的にストレスを感じているんだろう。目の前の顔は生せい気きが乏とぼしく、肌はだもぱさぱさしていて青白い。せっかくのハンサムが台無しだ。

　ひそかに同情していると、ガチャッとドアが開き、スーツに着替えたパトリックが戻って来た。応接セットで向かい合う俺とジュリアンに眉まゆ根ねを寄せる。

「…………」

　しばらく無言で俺たちを見み据すえていたが、やがて険けわしい声を発した。

「ジュリアン。おまえ、ここでなにをしている？」

「あんたに用みたいだよ」

　俺の返答にジュリアンが慌あわてて立ち上がる。仏ぶっ頂ちょう面づらの兄の前まで行って口を開いた。

「あ、あの……兄さん、話があるんだ」

「なんの話だ？」

　低い声で促されたジュリアンが、強こわばった顔つきでごくっと唾つばを呑のみ込こんだ。意を決した表情で切り出す。

「ベルナールさんの件なんだけど、僕なりにいろいろ考えたんだ。僕の考えを兄さんに聞いてもらいたい」

　ベルナールの名を出されたパトリックの顔がたちまち険を孕はらんだ。

「悪いが客を待たせている」

「俺は別にいいけど？」

　パトリックが余計な口を挟はさむなと言いたげに俺を鋭い眼光で睨にらんでくる。

「食事もこれからなんだ。またにしてくれ」

「兄さん、本当に少しの時間でいいんだ。お願いだから話を聞いて」

　追おい縋すがるジュリアンをすげなく片手で押おし退のけ、パトリックが俺を促した。

「行くぞ」










　パトリックの運転するプジョーの助手席で車窓を流れる風景を眺める俺の脳裏には、さっきからずっとジュリアンの引ひき攣つった顔がちらついていた。

　決死の思いで直じか談だん判ぱんしに来たんだろうに、取りつく島もなく拒否られて。

　ボタンの掛け違いよろしく擦すれ違ちがう兄弟は、傍はたから見ていて焦じれったいものがあるが、これ以上自分が首を突っ込むことは憚はばかられた。ジュリアンの話を聞いて、パトリックに意見してやりたくなったけど……下手に深入りして、もっとこじれちゃった場合責任取れないし。

（血が繋つながっているからこそ、ややこしいんだよな……きっと）

　肉親がいない俺にも、他人同士より、親子や兄弟の感情のもつれのほうが根が深いのであろうことは想像がつく。

　俺だって、亨とおるを俺から奪った相手が秋あき守もりでなかったら、もう少し楽だった。いいところも悪いところも全部知っている秋守だったからこそ、よりいっそう感情的に複雑で……。

　そんなことをつらつらと考えていて、ふと気がつく。

　そういえば今日一日、亨のことをあまり思い出さなかった。朝からパトリックに振り回され続けて、思い出す暇もなかったというのが正解かもしれないが。おかげで今のところ胸の傷のジクジクした疼うずきは治まっている気がする。

　上から目線や命令口調にはむかつくけど、これに関してだけは感謝しなくも……ない。

（口に出しはしないけどな）

　ちらっと運転席を目の端で窺うかがった。

　ステアリングを握る怜れい悧りな横顔。運転に集中しているようだ。俺も邪魔しないようにふたたび車窓に目を向ける。少し開けた窓から入る夜風が頰ほおに心地よく、車内にはボリュームを絞しぼった古いシャンソンが流れている。とりたてて会話はなかったが、居心地は悪くなかった。

　パトリックの家は、店のあるパリ中心部から車で一時間ほどのパリ郊外にあるらしい。イル・ド・フランス地域圏の外はずれ、パリへの通勤地帯のギリギリ範囲内といったところか。

　昨夜ゆうべは、パーティでアルコールが入っていて運転ができず、仕方なくベルナールが用意したホテルの部屋に泊まったようだ。その部屋にベルナールのトラップが仕掛けられているとはつゆ知らず……。

　でも、そのトラップのせいで、本来知り合うはずもない自分とパトリックが一夜を共に過ごすことになったのだから、人と人の出会いとは不思議なものだ。

（挙あげ句くの果てに、一日前までは名前も知らなかった男の運転で、こんなところまで来ちゃってるんだからな……）

　やがて窓に映る風景が、明らかに都心のそれではなくなり、緑が多くなってきた。嘘みたいにのどかな田園風景は、フランスが世界でも有数の農業国であることを思い出させる。

　その田園風景の中をくねくねと蛇だ行こうしながら十分ほど走り、辿たどり着ついた小さな町の外れで車が失速した。

「着いたぞ」

　プジョーを駐とめたパトリックが運転席から降り、ハッチバックを開けて自分のトランクと俺のスーツケースを取り出す。その間に俺も助手席から降りた。

　サマータイムのフランスでもさすがにこの時間になれば陽が落ちて、あたりは闇のベールに包まれつつあった。その薄闇の中に埋まい没ぼつするような、小さな一軒家のシルエットを捉える。

　低めの石垣の切れ間から敷地内に足を踏み入れ、目を凝こらせば、建物は石と煉れん瓦がでできているのがわかった。木製の鎧よろい戸どと扉がアクセントになっており、屋根には今にもサンタクロースが顔を覗かせそうな煉瓦の煙えん突とつ。前庭には芝生が敷き詰められ、大きな樹が枝を広げ、木こ陰かげにベンチが置かれている──そんな典型的な田舎の家カンパーニュ風の一軒家。背後はこんもりとした森だ。

（ここが……パトリックの家？）

　なんとなく、パトリックのクールなイメージからもっと都会的な住居をイメージしていたから、この展開は意外だった。

　ガレージにプジョーを入れたパトリックが玄関の扉の前に立ち、俺を振り返って「なにをしている？　早く来い」というふうに手で招まねく。俺はスーツケースを引っ張って前庭を縦じゅう断だんし、パトリックの後ろから家の中に入った。

　石の床に漆しっ喰くいの壁、木の梁はりは剝むき出だしで、いかにも田舎いなか風の造りだ。部屋の間仕切りはなく、ワンフロアにリビングとキッチンとダイニング、書斎スペースが同居している。

　リビングには煉瓦造りの暖だん炉ろとソファがあり、ダイニングには古木でできたダイニングテーブルと椅子、キッチンにはシンクとコンロとアイランド型の作業台、書斎には書架とライティングデスクがそれぞれ設しつらえられている。部屋の一角に階段があり、どうやら寝室やゲストルームは二階にあるらしかった。

　壁紙や絨じゅう毯たん、カーテン、ファブリック類は落ち着いた色合いで、調度品はアンティークとそうでないものが半々くらい。フランス人は、古い物と新しい物を取り混ぜて自分流にコーディネイトするのが上う手まいといつも思う。飾られている絵や小物もさりげなくセンスがいい。

　ゆったりと居心地のいい空間。自然も豊かで、週末をのんびり過ごすには最高の環境だと思うけれど……。

　トイレとバスルームを含め、室内をひととおり見て回った俺がリビングに戻ると、トランクを持って二階へ上がっていたパトリックが、スーツから私服に着替えてふたたび一階に降りて来たところだった。

　シャツにトラウザーズというラフな格好のパトリックが、俺の顔を見て片眉を持ち上げる。

「なにか言いたそうだな」

　お節介を自覚しつつも、俺は頭に浮かんだ疑問を口にした。

「すごくいい家だと思うけど、通勤のこと考えたらもっと店の近くに住んだほうがいいんじゃないの？　朝も早いんだしさ」

　店のオープンは十時半からだが、早番のスタッフは七時から工房で働いている。パトリックも八時には店に出ていると聞いていたからだ。帰りだって毎日この時間帯なのだとしたら、家にはほぼ寝に帰るだけだろう。往復二時間の運転もそれなりに疲れるはず。

　そこまでして、この家にこだわる理由が俺には思いつかなかったのだが。

「……ここは、もともとは亡くなった父の持ち物で、父と母と生まれたばかりのジュリアンの親子四人で暮らしていた家なんだ。父はパリの中心部にも住居を持っていたが、子供が生まれてからは好んで自然が豊かなこの家で過ごしていた」

　パトリックの説明は思いがけないものだった。

「父の死後、人手に渡ってしまっていたが、いつの日か自分で稼かせげるようになったら必ず取り戻そうと心に誓っていた。働き出してからこつこつと貯ためた金でこの家を購入し、独立して最初の店も近場に開いた。その店がクチコミで評判になり、私自身もＭＯＦを獲とって、今の場所に店を移すことになったが、プライベートではここを離れるつもりは毛頭なかった。今後もない」

　断言するパトリックに、「……そっか」とうなずく。

　説明を聞いてやっと腑ふに落ちた。

　家族の思い出が詰まった家なら、多少の不便などなんでもないんだろう。

「でも、ジュリアンは一緒に住んでないんだ？」

　俺の重ねての質問に、パトリックの表情がふっと翳かげった。

「あいつはパリ市内にアパルトマンを借りて暮らしている」

「…………」

　当時のジュリアンはまだ赤ん坊でここで暮らした記憶もないだろうから、兄の思い入れを理解できないのかもしれない。それもまた仕方がないことという気がした。

　それにしても。

（片田舎の一軒家でひとり暮らしか）

　寂さびしくないんだろうか。家族の思い出が詰まった家にひとりで暮らすのって、寂しさがいや増す気がするけど。

「あんたって独り身だよね？」

　パトリックが束の間、なんでそんなことを訊きくんだという顔をしたのちに、「そうだ」と認める。

「ずっと？」

「相手が女であれ、男であれ、今まで特定の誰かと長く続いたことはないな。仕事と店で手一杯で、そんな時間も心の余裕もなかった」

「気持ちを伴ともなわないドライなつきあい専門ってこと？」

　パトリックが肩を竦すくめた。

「それで相手に困ったことはない」

「……だろうね」

　このルックスである種の天才、それに加えて名声まであるんだからモテないわけはない。性格には難あれど、フランス人なんてどいつもこいつも癖くせが強くて似たり寄ったりだ。

　その気になれば、男女問わずに入れ食い状態に違いない。

　だから、昨日もあっさり俺に手を出したんだ。

　行きずりの相手と一夜を共にすることなんて、こいつにとっては日常茶飯事、特別なことでもなんでもないから……。

　そこまで思い至って、なんでかイラッとした。それと同時に違和感も覚える。

　ドライでライトな関係を望んでいるなら、なんでこんなに俺に構うんだろう？

　試食まではまだわかるけど、家に連れ帰って泊まらせるのは、ちょっと行き過ぎだ。この男の本来のキャラクターと行動が合致していないんじゃないか。

「あんたさ、なんで俺に構うの？」

　気がつくと、心の声が口から出ていた。

　パトリックはすぐには答えなかった。少しの間、俺を黙って見下ろしたあとで、ぽつりとつぶやく。

「泣いていた」

「え？」

　低音がよく聞き取れなくて訊き返した。

「昨夜……いや、今朝方か。おまえは眠りながら泣いていた」

「俺？」

　思わず自分で自分を指さす。そんなの覚えてない。

「私にしがみついて……誰かの名前を呼んで……」

　パトリックが眉をひそめ、記憶を呼び起こすような表情をした。

「そうだ……『トール』と呼んでいたな」

「………っ」

　息を呑む。

　亨と秋守のキスシーン目撃のあと、めちゃめちゃ落ち込んだけど、泣きはしなかった。そもそも物心がついて以降、生理的な涙以外の涙を流した記憶がない。正直、悲しいとかうれしいとかの感情の昂たかぶりで泣くのってよくわからないと思っていた。

　その自分が……泣いた？

　見ず知らずの男の胸を涙で濡ぬらした？

「う……そ」

　とっさに口走ったけれど、嘘じゃないのはわかっていた。だって俺が口にしたのでなけりゃ、パトリックが亨の名前を知っているわけがない。

　狼狽うろたえる俺に、パトリックが追い打ちをかける。

「トールはおまえの恋人の名か？」

「……違う」

「違うのか？　……じゃあ振られた相手か」

　図星を指され、ここしばらく治まっていた胸の痛みが蘇よみがえってきた俺は、きゅっと唇を嚙かんだ。パトリックが「失恋か」とつぶやく。

「あの女装も失恋の反動か？」

　首を横に振った。

「あれは……それもあるけど……違う」

　パトリックが目で「話せ」と促す。

　できればろくでもない過去話なんかしたくない。でも今日の昼に結構強引にパトリックの過去を聞き出した経緯もあり、自分だけバックレるわけにもいかなかった。

　長くなりそうだったので暖炉の前のソファに移動し、腰を下ろす。俺の横にひとり分のスペースを置いてパトリックが座し、長い脚あしを組んだ。

　俺は重い口を開き、ぽつりぽつりと自分の幼少期を語り始めた。女装癖へきに関しては、生おい立たちから説明する必要がある。

　シングルマザーだった母親は本当は女児が欲しかったらしく、自分に女の子の格好をさせていた。その母に、ネグレクトの末に捨てられた。ある日、俺をアパートに置いてふらりと出て行って、それきり帰って来なかったのだ。食べ物と飲み物は部屋に大量にあったので、大家に救出されるまでの間、俺は餓うえることだけは免まぬがれた。

　その後、親戚をたらい回しにされた俺は、三歳と八ヶ月で教会に併へい設せつされた養護施設に引き取られ、そこで「教会に捨てられた子供」だった亨と秋守に出会った。

　生まれて初めてできた「仲間」。兄弟にも似た存在。

　中でも亨は、自分に本当の弟のように接してくれた。

　──おれさぁ、弟ほしかったんだよね。

　──だからおまえのこと、弟だっておもうよ。

　──彼方かなた、いじめられたら、おれに言えよ。おれがまもってやるから。

　亨が誰よりも大事で、大切にしたかったし、俺こそ亨を護まもりたかった。

　ずっとずっと、亨だけを見つめて、想ってきた。

　だけど……亨は自分以外を選んだ。

　ずっと側にいた自分より裏切り者のあいつを選んだ。

　まだ傷が疼く中での回想は胸に辛つらく、話しながら何度も言葉に詰まった。そのたび、パトリックが急せかすことなく辛しん抱ぼう強づよく待ち続けてくれたので、どうにかこうにか、昨日パリに着いて女の格好でパトリックと出会うまでの経緯を話すことができた。

　話し終えて、昨日今日の疲れがどっと押し寄せてくるのを実感していると、パトリックが口を開く。

「随ずい分ぶんとまた長く初恋を引ひき摺ずったもんだな。普通は遅くとも十代の頭で卒業するものだ」

　皮肉な物言いにむっとした。

「どうせ粘着だよ。ゲイでもないのに男に恋して二十年以上こじらせて、挙げ句の果てに十二年ぶりに戻って来た男に取られた。……滑こっ稽けいだろ？　嗤わらえよ」

　自じ虐ぎゃく的てきな言葉で煽あおったが、パトリックは嗤わなかった。

「それでもおまえはトールを奪ったその相手を本気で憎めない。憎んでしまえば楽なのに憎みきれない。だから辛いんじゃないのか？」

「………っ」

「共に育った『家族』だ。トールが選んだ相手だ。憎めるわけがない。愛憎で二色に色分けできるほど人間の感情は簡単じゃない。実際には自分でも理屈がつけられない曖あい昧まいな色がほとんどだ。ひとは矛む盾じゅんに満ちている。母に捨て置かれたおまえがメイクを施ほどこし、母に似た自分を再現するように」

　俺はパトリックを睨みつけた。上から諭すような物言いにも、おまえのことはなんでもわかってるとでも言いたげなしたり顔にも腹が立った。

「……あんたになにがわかる。昨日会ったばかりのあんたに俺のなにがわかるんだよっ!?」

　憤いきどおりに任せて声を荒らげると、パトリックが首を横に振る。

「無論わからない。おまえという人間はそんなに単純じゃないだろう」

「だったら……っ」

「だが、理解しようとすることはできる」

「…………」

「少なくとも、私はおまえをもっと知りたいと思っている。もっと深くまで知りたいと思っている」

　思いがけない言葉に、俺は両目を瞠みはった。

　今まで終始上から目線だった男の、初めて聞くような真しん摯しな声音。

　真剣な眼まな差ざしで見据えられ、狼狽えた声が漏もれる。

「……パトリック」

「なぜこんな気持ちになるのか……自分でもわからないが」

　不思議そうな面持ちでひとりごちる男を、俺は困惑気味に見つめ返した。

　俺だってわからない。

　なんで急にトクトクと、心臓がその存在を主張し出したのか。

　なぜ、男の視線を浴びている部分からじわりと肌が熱を帯び、その火ほ照てりがじわじわと全身に伝でん播ぱしつつあるのか。

　意味不明の「熱」を持て余していると、パトリックが腕を伸ばしてきて俺の肩を摑つかんだ。ぴくっと身を竦ませる。摑んだ肩をゆっくりと引き寄せられた。

　同時にパトリックの顔が近づいてきて、吐息が触ふれる。

　あっと思った。

（キスされる！）

　とっさにぎゅっと目を瞑つむった次の瞬間、あたたかい感触が唇くちびるに触れた。

「………ッ」

　トクンッと大きく鼓こ動どうが跳ねる。

　身を強ばらせている間に頰に熱い手のひらが添えられ、より深く唇を重ねられる。角度を変え、二度、三度と啄ついばむように唇を吸われたあとで、入ってもいいかと伺うかがいを立てるみたいに唇の間を舌先で突つつかれた。ぞくりと甘い戦せん慄りつが背筋を走り抜ける。

「………ン」

　ねだられるがままに唇をうっすら開いた。隙すき間まからぬるっと入り込んできた濡れた舌が、すかさず俺の舌に絡からみつく。

「ん……ふ……」

　口こう腔こう内ないを扇せん情じょう的てきに搔き混ぜられ、舌を甘嚙みされ、上うわ顎あごを嬲なぶられて──口の中を愛あい撫ぶされる気持ちよさに、体がとろとろと蕩とろけ始はじめる。

（キス……上手すぎ……）

　頭がぼうっと白く霞かすんで、閉じた目ま蓋ぶたの下の黒目が熱く潤うるんで……。

　溶ける。

　いつしか俺はパトリックの首にしがみつくように両腕を回し、夢中でそのくちづけに応こたえていた。










　ヤバイ。

　頭の片隅でわんわん警鐘が鳴っている。

（まずい……駄目だって）

　こいつは誰でもいいんだ。一時の慰なぐさみと快感が得られれば誰だって……別に俺じゃなくたっていいんだ。そんな節操無しの愛撫に流されたって、あとで後悔するに決まってる。

　正気に戻ったら、絶対絶対、その場のノリに流された自分を殴りたくなる。絶対。

　突き飛ばして逃げろ。俺はそんなに安くないって言ってやれ。

　そう思うのに拒めない。どうしても……拒めない。

　気がつけば俺はソファの座面に俯うつぶせに押しつけられ、背後から覆おおい被かぶさるパトリックに組み伏せられていた。首筋に少し荒い吐息がかかる。

　前に回ってきた手がボトムのベルトを器用に外し、下着ごとボトムを引き摺り下ろした。

　ぷるんと飛び出たペニスを大きな手が握る。ぬくぬくとスライドするように扱しごかれ、「あっ、あっ」と嬌きょう声せいが口をついた。

　強烈な刺激に男の手の中の欲望がみるみる芯を持ち、硬くなっていく。

　やば……気持ち……いい。

　自分じゃこんなふうにはできない。なにこいつ、なんでこんなに上手いの？

　そのうちに先端から蜜みつが溢あふれ出だし、軸を伝ってパトリックの手のひらと擦こすれ、淫いん靡びな水音を立て始めた。

「ん……あっ……んっ」

　かなりアルコールが入っていた昨夜とは違い、素面しらふで男の愛撫を受けるのはかなり居たたまれない。しかもベッドですらないのだ。

　恥ずかしさと気持ちよさが混然一体となって、体温がどんどん上がる。無意識に腰が揺れてしまい、そのことによってますます羞しゅう恥ちを煽られた。恥ずかしいとさらに体の熱が上がって、ぬちゅぬちゅという濡れ音が大きくなり、羞恥が増幅する──スパイラル。

　巧たくみな手淫に陶とう然ぜんと酔っていると、前を弄まさぐってるのとは別な手が、剝き出しの尻肉をこじ開けた。

「ひぁっ……」

　肉と肉の間に指をねじ込まれ、喉のどの奥から変な声が出る。

「やッ……やめっ」

　上半身を揺すって嫌がる俺の耳許にパトリックが「暴れるな。無闇に動くと傷がつくぞ」と囁いた。

　昨夜男によって無理矢理開かれ、まだ腫はれているはずのソコを傷つけるのが怖くてフリーズする。

「そうだ……いい子だ。大人しくしていればすぐに気持ちよくなる。私に体を預けろ」

　昏くらく甘い声であやしながら、パトリックが様子を探るように後こう孔こうを指先で探り始める。しばらく、周囲を揉もみほぐすような動きが続いた──かと思うと、つぷっと指先を差し入れてきた。

「アッ……」

　そのまま一気に奥まで指を入れてくる。

「まだ充分に柔らかいな」

　そんな感想が耳に落ちてきたあと、先端から滴したたった先走りを利用して、ぬぷぬぷと指を出し入れされた。

「……く……」

　体の中を硬いものが往いき来きする違和感に奥歯を食い締める。狭せまい筒つつを広げるように捏こね回まわされ、同時に欲望を扱かれ、太ふと股ももがぶるぶると震えた。内側からの刺激と、外側からの愛撫の相乗効果で、いよいよ以もって欲望も硬度を持つ。

　頃合いを見み計はからってか、指を引き抜かれた。代わりに熱く濡れたものを宛あてがわれ、俺はひくんと身を震わせる。

（これ……パトリックの？）

　心臓がドッ、ドッと走り出した。

　初めて男の大きなものを受け入れた時の衝撃を思い出し、息を呑んだ一瞬後、座面に肘をついた状態でぐぐっと体を押し開かれた。

「あぁっ」

　仰のけ反ぞった喉から悲鳴が迸ほとばしる。

「無理、だってっ……む、り……っ」

　首を左右にぶんぶんと振る間も、硬い先端で身を割られ、灼熱の楔くさびをじりじりと呑み込まされていく。

「くっ……あっ……うぅ」

　目に涙を浮かべ、浅い呼吸を繰り返す俺の首筋に唇を押しつけたパトリックが、挿入の衝撃に萎なえた欲望をふたたびあやし始める。手のひら全体を使った愛撫に、じわっと快感が生まれて、強ばっていた体が少し緩ゆるんだ。その隙を狙ねらい澄すましたように、パトリックがずっ、ずっと体を進めてくる。

　そうして最後は一気に根元まで押し込んできた。

「……はぁ……はぁ」

　座面に突つっ伏ぷし、肩で息をする。後ろのパトリックも心臓が早いのを、密着した背中で感じた。
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　熱い。腹の中に炉があるようだ。

　自分の中で別の肉体がドクドクと脈打ってる──不思議な感覚。

「……熱……」

「おまえの中も熱いぞ。狭くて……私をきつく締めつけている」

　囁く掠かすれ声が官能を孕んでいて、繋がっている場所がじんわりと疼いた。

　昨夜の行為が痛みと苦しみだけでなかったことを……体が覚えてしまっているのだ。

「動くぞ」

　言うなりパトリックが動き始めた。はじめは探るように緩やかだった抽ちゅう挿そうが、徐々にテンポを増していく。押し入られ、穿うがたれ、突かれて、眠っていた快感を引き摺り出される。

　後ろから貫つらぬかれてケモノの交こう尾びみたいに繋がって──。

「……あっ……あっ」

　奥を集中的にズクズクと突かれて濡れた嬌声が零こぼれた。閉じきれない唇の端から涎よだれが滴る。完全に勃起した欲望の先端からも愛液が溢れ、軸を濡らし、ソファすら汚してしまっている。

「あぁっ」

　前立腺を硬い切っ先で擦り上げられて、びくんっと腰が浮いた。

（今……もう少しでイキそうだった）

「ここが気持ちいいか？」

「ん、……気持ち……いっ……アッ」

「ここ、だな？」

　腰を摑まれ、狙い定めたようにズッと強く穿たれた。

「ひぁっ……」

　続けて責め立てるように猛たけった杭くいを打ち込まれ、背中を弓なりに反らす。一刺しごとに高まっていく射精感に、中がきゅうっと収縮するのがわかった。

「あっ……やだ……いっちゃ……ッ」

　耳許にかかる息が忙しくなり、抽挿が苛か烈れつになる。ガクガクと脚が痙けい攣れんした。

「も……もうっ……イクッ……イッ──っ」

　眼まな裏うらが白く光って全身がぶるっと大きく震えた一瞬後、ずるずると前のめりに頽くずおれる。突っ伏した俺に覆い被さりながら、パトリックが腰を緩かん慢まんに動かした。ほどなく、どくんっと熱が弾けるのを感じる。

　自分の最奥が熱い放ほう埒らつでたっぷりと濡らされていく感覚に、俺はソファにきゅっと爪つめを立てた。

「ふ……あ……」

　半ば意識を飛ばした状態で息を整ととのえていると、耳許に掠れた囁きが落ちる。

「……まだだ」

「……パトリック？」

「まだ……もっとおまえを深く知りたい」

　ぎゅっと後ろから強く抱き締められた俺は、自分の心臓の音と少し早いパトリックの鼓動がシンクロするのをぼんやり感じていた。
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　カーテンの隙すき間まから差し込む陽光で目が覚める。

　今朝はベッドにひとりではなく、傍かたわらにパトリックがいた。

　裸の男はまだ眠っている。枕に顔の半分を埋うずめて。

　眠る前に一緒にシャワーを浴びたので、形のいい額ひたいは下りた前髪で隠されている。そのせいで、オールバックにしている時より年相応に若く見えた。

　秀麗な眉まゆと目ま蓋ぶたの間に落ちる濃い陰影。すっきりと通った鋭利な鼻び梁りょう。思いの外に長いまつげが、規則正しい呼吸に合わせて揺ゆれている。端整な唇くちびる。

　間近の寝顔をぼんやり眺ながめているうちに、この取り澄ました唇が昨夜ゆうべ自分の体を隅すみから隅まで余すところなく辿たどり、舌で舐なめ回まわしたことを思い出し、デュベの中でもぞっと裸の体を動かす。

　──まだ……もっとおまえを深く知りたい。

　その言葉のとおりに、自分でも知らないようなものすごく深いところまで、すっかり知られてしまった気がする。

　昨夜──男のキスで理性を溶かされ、巧たくみな愛あい撫ぶに溺おぼれ──ソファでやったあと、二階に上がって寝室でもう一度交わった。インターバルを置いて、さらにもう一回戦。で計三回。

　食事も……飲み物さえ取らずにガツガツ貪むさぼり合あって……まるで動物だ。

　しかも今度は一昨日おとといと違って合意の上。

　別に脅おどされたわけでも強要されたわけでもない。

　拒もうと思えば拒めたし、俺が本気で拒否ったらパトリックも無む理り強じいはしなかった。……たぶん。

　かなり強引だしＳだけど、こっちが本気で嫌がっているのがわかれば身を引くはずだ。……おそらく。

　なのに……俺は拒まなかった。

　求められるがままに体を繋つなげてしまった。

（貞操観念ユルすぎる。自分……）

　枕にため息が零こぼれる。

　俺ってこんなやつだったのか。

　二十八年間、言い寄ってくるやつらを漏もれなく追っ払って護まもってきたものが、一度緩ゆるんだらグダグダでこのザマかよ。

　そもそも、パトリックの家に上がった時点で、こうなるって本当はわかってたんじゃないのか？

　パトリックは、俺の働きは五千ユーロにまだ足りないと言っていた。その分をカラダで要求されることくらい、ちょっと考えればわかることだ。

　世間知らずの娘じゃあるまいに、狼の誘いにのこのこ乗っかって、一時間もかけてこんな片かた田舎いなかまで着いてきた挙あげ句く、ぱくっと美お味いしくいただかれちゃうってどうよ？

（……馬鹿じゃん）

　自問自答を繰くり返かえすほどに、自分が愚おろかに思えてきて落ち込む。自分にがっかりする。

　こんなはずじゃなかった。こんなの俺じゃない。俺らしくない。

　今の自分は失恋のショックでちょっとおかしくなっているのだ。明らかに判断力が鈍っている。

　きっとそのせいだ。

　男とのセックスでやたらと感じて、喉のどが嗄かれるほどあんあんよがって、腰まで振ってしまったのも……そのせい。

　昨夜の自分の痴ち態たいが脳裏に浮かんで、穴を掘って潜もぐりたくなる。

（…………うう）

　さすがにもう「貸しがある」とは言わせない。いくらなんでも充分返しただろう。

　このあと車でパリの中心地まで送ってもらったら、そこでパトリックとはバイバイして、今夜は別のホテルを取る。そうすりゃ必然的にこの奇妙な関係も終了。残りの休暇は当初の予定どおり、ひとり気ままに美術館巡めぐりでもして過ごす。美味しいものでも食べてのんびり失恋の傷を癒いやす。そうだ。それがいい。

　そうやって日本に帰ってそこそこ忙しい日常が始まれば、旅先でのアクシデントの記憶なんて忙しさに紛まぎれ、薄れていくに違いない。

　こんなのアクシデントだ。ちょっとしたミステイクだ。大したことじゃない。

　なんとか気持ちを立て直そうと、必死に自分に言い聞かせていると、パトリックがぴくっと目蓋を動かした。

（あ……起きた？）

　見守る俺の視線の先で、ゆっくりと目蓋が持ち上がる。現れたヘザーグレイの瞳が、不思議そうに俺を見つめた。焦しょう点てんが定まらないぼんやりした目つきは、視力が悪いせいだろう。

「…………」

　数秒じっと俺を見つめたのちに、寝起き特有の掠かすれた声で「カナタ？」と呼んだ。

　なんでかドキッとする。

　パトリックの声が、心なしか昨日より甘かったからかもしれない。

（って、甘いってなんだよ？）

　動どう揺ようしている間に、パトリックが左腕を伸ばしてくる。指先が顔に触ふれる寸前、俺はぴくっと身を引いた。パトリックが眉をひそめ、じわりと双そう眸ぼうを細める。

　正直接触するのが怖かった。触さわられて反応してしまうのが怖い。

　一昨日と昨日で都合五回もやったのに、朝からもう一回戦なんてことになったら体が保たない。

　俺の危き惧ぐを知ってか知らずか、パトリックが眉根を寄せたまま、腕の力で上半身を起こした。ダークブラウンの髪を乱暴に搔かき上あげ、「……何時だ？」とつぶやく。

「わからない。明るいから朝なのはわかるけど」

　パトリックがナイトテーブルに手を伸ばし、腕時計を摑つかんだ。目の前まで持って来て顔をしかめる。

「しまった。遅刻だ」

　やはりナイトテーブルに置かれていた眼鏡めがねをかけるやいなや、がばっとデュベをはぐった。いきなりすっぽんぽんの全裸を剝き出しにされて、俺は反射的に股こ間かんを手で隠す。

「なにすんだよっ」

「今更恥ずかしがってる場合か。もっとすごいことを散々しただろう？」

「………っ」

「さっさと起きろ。二十分で出るぞ。急いで支し度たくしろ」

　命じるなりパトリックはベッドから起き上がった。こちらは隠すでもなく堂々と裸体を晒さらし、大股で衝つい立たてに歩み寄る。

　すらっと長い手足。肩けん胛こう骨こつがくっきりと浮き出た広い背中。余分な贅ぜい肉にくがひとつもないソリッドな腰に、きゅっと締しまった尻。日々の労働で鍛きたえ上あげられた筋肉質の九頭身。

（くそ。ちょっといいカラダしてるからって見せつけやがって）

　均整の取れた後ろ姿を横目で睨にらんでいると、パトリックは衝立にかかっていたローブを摑み取り、羽織って腰こし紐ひもを結んだ。

　振り返って俺がまだベッドにいるのを認め、「早くしろ」と怖い声を出す。

「……わかったよ」

　まだ腰が怠だるいのに……ぶつぶつ零しながら起き上がった時だった。どこかで電子音が鳴り始める。

（携帯？）

　音の発信源を探っていた俺の視線が、床に落ちたパトリックのトラウザーズに行き着いた。昨夜、ふたりで二階に上がってきてベッドへもつれ込んだ際に、パトリックが脱ぎ捨てたまま床に放置してあったやつだ。

　くたっと置かれたトラウザーズに歩み寄り、拾い上げたパトリックが、ポケットを探って中から携帯を取り出す。

　サブ液晶を確認して眉根を寄せ、むっつりとした表情で「アロー、ジュリアン？」と呼びかけた。

　どうやら電話の相手は弟らしい。

　昨日はけんもほろろにあしらわれてショックを受けていたが、めげずに兄にアプローチをかけてきたのか。

（意外に根性あるじゃん）

　感心しつつ、昨日シャワーのあとで使ったバスローブを探して羽織る。

　服は昨日のでもいいとして、下着はドロドロになっちゃったから新しいのをスーツケースから出さないとな。

　床に点々と落ちている衣類を拾い上げ、まとめて抱かかえ上げたところで怒声が響いた。

「どういうことだ!?」

　驚いて振り向くと、パトリックは顔色まで変わっている。

「ふざけるな。そんな説明で納得がいくわけがないだろう。聞いているのか？　ジュリアン！　……おい、ジュリアン！」

　声を荒らげたパトリックが、耳許から携帯を離し、ちっと舌を打った。

「……切られた」

「なに？　どうしたの？」

「ジュリアンがうちのレシピを持ってベルナールに寝返った」

　俺の問いにパトリックが苦々しい表情で低音を零す。

「ええっ」

　思わず大きな声が出た。

「寝返ったって……どういう……」

「レシピを記したノートは店の金庫に入れてある。有事に備そなえてジュリアンにだけは金庫の番号を教えてあったんだ」

　そう聞いて、デギュスタシオンの時にパトリックがメモを取っていたノートを思い出す。見るからに使い込んだ感じのノートだった。

「ノートってデギュスタシオンの時の？」

「そうだ。カカオ豆のデータストックはパソコンに入っているが、それをどう配合するかを記してあった。うちのオリジナルレシピの詳細がすべて書かれているノートだ」

　材料の配分を記した詳細なレシピはショコラティエの命とも言えるものだ。

（パトリックが長い年月をかけて試行錯誤の末に造り上げたレシピがベルナールの手に？）

　パトリックの父のレシピをベルナールが奪った──いつかの二の舞だ。

「……私との交渉が難航していたベルナールは、どうやら少し前から水面下でジュリアンに接触し、私を説得しろとハッパをかけていたらしい。ところが昨日私と決定的に決裂したので、今度はジュリアンに鞍くら替がえし、引き抜きを持ちかけた。ジュリアンに私ほどの腕がなくとも、レシピさえ手に入れば、あとはいかようにでもできると踏んだんだろう」

　パトリックが険けわしい顔つきで推測を口にする。

「無論レシピを見れば即そのとおりに作れるものでもないが、現場ですべての工程に携たずさわってきたジュリアンならば、ほぼ完成形に近いものを作ることができる。おそらくベルナールはレシピどおりのショコラをジュリアンに作らせ、ディディエののれん分けという形で新ブランドを立ち上げるつもりだ」

　パトリックがなかなか首を縦たてに振らないことに業を煮やし、ジュリアンを第二のパトリックに仕立て上げようっていう魂こん胆たんか。

　ブランド名に『ジュリアン・ディディエ』の名前を使い、あのパトリック・ディディエの実弟で片腕であったと経歴を公表すれば、当然みんな本家ディディエののれん分けだろうと考える。しかも味はディディエのレシピだ。

　ジュリアンも黙っていれば金髪碧へき眼がんで王子様風だし、仕立て上げようによっては女性人気が出るかもしれない。フランス国内はわからないが、日本向けならば、あのルックスはプラスに働く。『チョコレート王子』あたりのアオリで売り出せばマスコミも飛びつきそうだ。

　老ろう獪かいなベルナールのことだ。そのあたりも計算しての引き抜きに違いない。

（それにしても）

　ベルナール側の思惑はわかるが、ジュリアンの気持ちがわからなかった。ジュリアンだって、ベルナールがかつて自分たち家族を窮きゅう地ちへ陥おとしいれたことを知っているのに。

「ジュリアンは、なんでベルナールの引き抜きに応じたんだろう？」

　俺の疑問を受けて、パトリックが重い口を開く。

「ベルナールは、『ディディエのレシピを使った新ブランドが世界で売れれば、本家ディディエの宣伝にもなる。ひいてはディディエの発展に繋がる』と甘かん言げんを弄ろうして、ジュリアンを口く説どき落おとしたらしい。その上で『気が変わらぬうちに明日レシピを持って来い。そうでなければこの話はなかったことにする』と追い立てた」

　それでもジュリアンは最後まで迷っていたんだろう。だから昨夜、なんとかパトリックを説得できないかと必死だったのだ。

　──兄さん、本当に少しの時間でいいんだ。お願いだから話を聞いて。

　懸命に追い縋ったのに、けんもほろろに追い払われて……無力感に打ちのめされ、泣く泣くベルナールのもとへ。

「ジュリアンは『こんな騙だまし討うちみたいな手を使うしかなくて心苦しい。でもベルナールさんの力を借りることはゆくゆくは必ずディディエのためになるから』と言っていた」

　弟の言葉を反はん芻すうしたパトリックが、昏くらい双眸で宙を睨み、携帯をぎゅっと握り締める。

「なにをどう言い訳したところで、ジュリアンが私と店を裏切ったことに変わりはない」

「…………」

　とっさにかける言葉が見つからなかった。

　あれほど憎んでいるベルナールにたったひとりの肉親が寝返ったのだ。腸はらわたが煮えくりかえる思いだろう。傍はたから見ても、恩を仇あだで返す裏切り行為であることは紛まぎれもない事実だし、パトリックの怒りももっともだとは思う。

（……でも）

　──兄さんは……父さんの才能を受け継いでいる特別な人だから……いつまでも駄目な僕にイライラするんだと思う。

　──才能ないから、別な形で兄さんの役に立ちたいけど……難しくて……。

　昨日のジュリアンの台詞セリフが耳に還る。

　ジュリアンは純粋にパトリックの役に立ちたがっていた。

　報酬や用意されたポジションに釣られたとは思えない。第一、ショコラティエとしての才能がないのは自覚していたはずだ。それでもなおベルナールの話に乗った。

　ディディエの現状を打破するためにはどうすればいいのか、彼なりに真剣に店の将来を考えた末の、やむにやまれぬ行動なんじゃないのか。

　その純粋な気持ちを、悲しいかなベルナールに利用されてしまった。

「どれほど高額の報酬をちらつかされたが知らないが、体ていよく利用されていることに気がついていない。利用価値がなくなれば捨てられるだけだ。愚かなやつだ」

　憤ふん懣まんやるかたない面おも持もちで弟を唾だ棄きするパトリックに、俺は向き直った。

「俺は一方的にジュリアンを責めるのもどうかなって思うけど」

　パトリックが肩を揺ゆらしてこちらを見る。

「なんだと？」

「俺に言わせりゃどっちもどっち。兄弟なのに圧倒的にコミュニケーション不足だよ。あんたさ、一度でもまともにジュリアンの話聞こうとしたことあんの？」

　わざと煽あおるような物言いをすると、パトリックがぴくっと眉尻を蠢うごめかす。

「俺が見てる限りじゃ、あんたは端はなからジュリアンの話を聞く気がないように思えた。どうせこいつはなにもわかってない。まだ子供だって、ジュリアンを小馬鹿にしてたんじゃないの？」

「そんなことは──」

「ないって言い切れる？」

　すかさず突っ込むと、うっと詰まった。

「少しだけジュリアンと話したけど、彼が本気であんたの力になりたいって思ってるのが俺にも伝わってきたよ。でも、あんたがまともに取り合ってくれないから苦しんでた」

　パトリックが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「自分にショコラティエとしての才能はないから、本当はマネジメントで役に立ちたいって。でもそれを言っても、あんたは『それはおまえが考えるべきことじゃない』って拒んで、『そんなことよりおまえはまず腕を磨みがけ。やればできるはずだ。おまえだって父さんの血を受け継いでいるんだから』ってプレッシャーをかけ続けた。ジュリアンを追い詰めたのはあんたなんじゃない？」

　俺の指摘にパトリックがじわじわと目を見開いた。

「父と兄は天才。でも自分には才能がなくて兄の期待に応こたえられない。キツイと思うよ」

「…………」

「彼ね、あんたのこと『兄さんは……父さんの才能を受け継いでいる特別な人だから』って言ってた。自分が持てなかった才能を持つあんたに、憧しょう憬けいに似た想いを抱いているんだと思うよ。親代わりでもあったあんたを裏切ることになって、一番辛つらいのはジュリアンだと思う」

　パトリックが、見開いていた目を逆に細め、きゅっと顔を歪ゆがめる。

　無言でベッドに近づき、どすっと腰を下ろした。額に片手を添え、しばらく床の一点を見み据すえていたが、ほどなくぽつりと「そうだな」とつぶやく。

「私は……身内のあいつを特別扱いするわけにはいかないと、必要以上に厳しく接していた。思えば、甘やかすのはあいつのためにならないと、子供の頃から叱しかってばかりいたかもしれない。頼れるのは自分たちだけなのだから、一日も早く一人前になって欲しかった。だがそのせいであいつは私を恐れ、いつの頃からか私の目をまっすぐ見なくなった。顔色を窺うかがうようにおどおどビクビクされると苛いら立だちが募つのって……」

　それはなんとなくわかる気がする。

　子供の頃、俺もそれが癪しゃくに障さわって秋あき守もりをよくいじめていた。

「本当は、あいつが職人に向いていないのもわかっていたんだ。わかっていたのに、いつか父の店をふたりで復活させるのが夢だったから……認めたくなかった。努力すればできる、できないのは努力が足りないんだと叱しっ咤た激げき励れいし続けた」

　おのれを顧かえりみるパトリックの声は、いつになく覇は気きがなかった。

「ベルナールの件で意見が食い違ってからは、ベルナールの援助を受けるべきだと主張するあいつに腹が立って、ますます意固地になった。どんなに懇こん願がんされてもあいつの話を聞こうとしなかった。そのことがあいつを追い詰めるとは気づかずに……」

「パトリック」

「この件に関しては……私が悪い。おまえの言うとおりだ。私がジュリアンをここまで追い詰めた」

　呻うめくように言って、パトリックが項うな垂だれる。両手で頭を抱かかえ込こんだ。

「…………」

　俯うつむいたまま顔を上げないパトリックの前に立ち、俺はその形のいいつむじを見下ろした。

　いつも強気な男が全身で打ちひしがれている。その姿を目まの当あたりにして、なぜだか胸の奥がムカムカしてきた。

　俺が「あんたが悪い」とパトリックを責め、パトリックは自分の非を認めて心から反省しているのだから、むかつく必要はないんだが──柄がらにもなく弱っているパトリックを見ているうちに、腹の底からむらむらと苛立ちが込み上げてくる。

　腰に手を当て、俺は言った。

「でもやっぱり一番悪いのはベルナールだろ？」

　パトリックが手を離し、のろのろと顔を上げる。

「あんたたち兄弟は、なんにもないところからふたりで力を合わせてここまでがんばってきたのに、横槍を入れて仲を引き裂いてさ。お父さんの時とこれで二回、あいつは私利私欲であんたたちを苦しめてる」

「……カナタ」

「このまま泣き寝入りする気？」

　顎あごを若じゃっ干かん反そらし気味にした俺は、目を眇すがめてパトリックを見た。

「あんたがあれだけこだわった『作品』を、あんなゲス野郎に踏みにじられていいのかよ？」

　挑発的に問うと、パトリックのヘザーグレイの双眸が鈍い光を放つ。

「俺は嫌だね。ディディエのショコラの味が落ちるのはいちファンとして許せないし、しょぼくれて泣き言を言うあんたほど胸クソの悪いものもない」

「…………」

　少しの間、黙って俺と視線を合わせていたパトリックが、ふっと口許で笑った。

「容よう赦しゃがないな」

「あんたほどじゃないけどね」

　唇の片端を持ち上げ、「要するに」と続ける。

「落ち込んでる暇があったら、ベルナールからノートとジュリアンを取り戻す算段を練ろうって話」

　パトリックがうなずき、立ち上がった。いきなり目線の高さが逆転する。

　でも、やっぱりパトリックには「上から」見下ろされているほうが落ち着く。少しばかり偉えらそうなほうが「らしい」っていうか……。

「他のレシピはともかく、ひとつ、これだけは絶対にベルナールに渡したくないレシピがある。おまえが一番好きだと言ってくれた──」

　その言葉でピンと閃ひらめいた。

「シグニチャー・ショコラのプレーントリュフ？」

「そうだ。二十三年前、もととなるレシピはベルナールに奪われたが、その後私が少しずつアレンジを加えて今のレシピに到達した。昨日おまえも言っていたが、父と私の合作だ」

「うん」

「実は……プレーントリュフは父に直接作り方を教わった唯一のレシピなんだ。父が病に伏す前、当時九歳だった私は、父の工房に遊びに行って初めて作業の手伝いをした。その時、父が私の前で作ってみせてくれたのがプレーントリュフだ。おだてかもしれないが、『おまえはショコラティエの才能があるよ』と誉ほめられた。その一言がショコラティエを目指すきっかけにもなった」

　パトリックにとって二重三重の意味で「特別なレシピ」だってことだ。

「だったらなおのこと絶対に取り戻さなくっちゃ」

　俺の言葉にパトリックが「力を貸してくれるか？」と尋たずねてくる。例の「タキシードの貸し」を持ち出して「借りを返せ」とは言わず、真剣な顔で助力を乞こうてきた。

　だから俺は「もちろん」と請うけ負おい、にっと笑った。

「ベルナールのおっさんに一泡吹かせてやろうぜ」
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　その夜、地下鉄オペラ駅近くにビルを構える『Barrierバリエ』本店のイベントフロアは、着飾った大勢の男女で溢あふれ返っていた。

　今夜は、新しいブランド『Julianジュリアン Didierディディエ Chocolatierショコラティエ』のプレスリリースを兼ねた、新トップ・ショコラティエのお披ひ露ろ目めパーティが催もよおされるのだ。そのため、本店の七階にあるイベントフロアには、フォーマル仕様のゲストに紛まぎれて、カメラ機材やマイクを携たずさえたメディア関係者の姿も数多く見える。

　招待されたカメラマンと記者は、『Barrier』が来期担かつぎ出だす予定の新しいショコラティエの写真を撮り、お手盛りの紹介記事を書く。そうして自分たちの雑誌や業界誌、インターネットサイトなどに載せる。その見返りとして『Barrier』から広告の出稿の約束を取り付けるというわけだ。

　メディア以外では、やはり食品業界の関係者が多い。美食評論家、料理研究家、高名なパティシエやショコラティエの他に、コラムニスト、作家、ファッションデザイナーとそのプレス、女優やモデル、テレビでよく顔を見るコメンテーターの姿も見受けられた。総勢百名ほどだろうか。皆、ギャルソンが配るシャンパンを手に、さざめくように談笑している。

　招待状代わりのファックスとメールが届いてわずか五日後の開催にして、この顔ぶれの豪華さは、さすが天下の『Barrier』と言ったところか。

　会場の一角に設置されたステージ──そこに白衣に身を包んだ長身の青年が立っている。

　本日の主役であるジュリアンの周まわりには、すでに人だかりができていた。おそらくヘアメイクアップアーティストの手が念入りに入っているのであろうジュリアンは、髪と眉まゆを整ととのえられ、さながら「白衣の王子様」風に仕上がっている。金髪に首くび許もとの真っ赤なネックチーフが映はえて、写真写りもよさそうだ。

　緊張のあまりか、顔が若じゃっ干かん強こわばりがちではあったが、それも初々しさの演出に一役買い、マイナスイメージにはならないだろう。

　ジュリアンの傍かたわらには、でっぷりとした中年男が立っていた。今夜はとりわけ赤ら顔をテラテラと光らせ、得意満面の笑みを下品な口許に浮かべている。三みつ揃ぞろいのダークスーツを着て、胸にシルクチーフを挿さしているが、突き出た腹が今にもウェストコートのボタンを弾き飛ばしそうだった。

　ジュリアンのパトロンであるベルナールが、大きな声で「皆さん！」と呼びかける。シャンパンを手に談笑していたゲストが、ステージに注目した。

「今こ宵よいはお忙しい中、私とジュリアンのためにお集まりいただき恐縮です。早速ご紹介しましょう。我が『Barrier』の新ブランド『Julian Didier Chocolatier』のトップ・ショコラティエに就任します、ジュリアン・ディディエです！」

　ベルナールの紹介を受け、一歩前に出たジュリアンが、はにかんだ笑みを浮かべる。ゲストが拍手をして、カメラマンが一斉にフラッシュを焚たいた。

　眩まぶしそうに目をパチパチと瞬しばたたかせたジュリアンが、緊張の面おも持もちで口を開く。

「はじめまして皆さん、ジュリアン・ディディエです。このたびは大役を仰おおせつかり、とても緊張しています。まだまだ未熟ではありますが、全力で『Barrier』の名に恥じない作品を作り、皆さんにもディディエのショコラの素晴らしさをお伝えしたいと思っています。どうかご指導ご鞭べん撻たつの程をよろしくお願い申し上げます」

　やや堅苦しくはあったが、生き真ま面じ目めで実直な性格が窺うかがえる挨あい拶さつに拍手が起こった。

　中でも一番大きな拍手を送り、満足げに「ブラボー！」と賞しょう賛さんの声を発したベルナールが、ふたたびジュリアンの横に立った。

「先にお流ししましたプレスリリースにも記しるしましたが、『Julian Didier Chocolatier』は今年の晩秋、立ち上げを目指しております。まずは『Barrier』各店舗内にブースを設もうけ、商品を販売しますが、なるべく早い段階で独立したブティックを作りたいと考えています」

「晩秋までは時間がないように思いますが、立ち上げを急がれるのは、クリスマスシーズンと来春のイースターを睨にらんでのことですか？」

　記者の質問にベルナールが答える。

「そうです。イースターの前に、日本のバレンタインという大きなイベントもある」

　ざわっと会場がざわめいた。

「それは、すでに日本進出の計画もあるということですか？」

「お察しのとおり、新ブランドの立ち上げは日本での展開を前提に考えています。さらにゆくゆくは、日本に限らず世界市場への進出を目指していくつもりです」

　ベルナールのただならぬ意気込みを感じ取ったゲストから、「おおっ」とどよめきの声が起こる。

「このあと、ジュリアンの手によるボンボンショコラを皆さんにお配りします。まだ試作品で種類は多くありませんが、晩秋のブランド立ち上げまでには豊富なラインナップを取り揃え、ショコラに一家言ある皆さんの舌をも楽しませることができる予定です」

　記者のひとりが手を挙あげた。

「ジュリアンさんにひとつ質問です。『Julian Didier Chocolatier』は、お兄さんのパトリック・ディディエ氏の技術サポートを得ていると考えていいのでしょうか？　ディディエは今まで支店すら作らずに、商品のクオリティにこだわってきた。そのディディエが『Barrier』の傘下に下り、大量販売路線に変更することを不安視する声もあります。また、本日パトリック・ディディエ氏の姿がこの会場には見当たりません。プレスリリースにも氏のコメントが出ていない。一説には兄弟で仲なか違たがいしたとの噂うわさもありますが」

　きわどい質問にジュリアンの顔が引ひき攣つる。それでも答えようとするジュリアンを押しとどめるように、ベルナールが先に口を開いた。

「仲違いなどとんでもない。パトリックは弟の独立を喜んでいます。ディディエのさらなる発展を望み、レシピも惜おしげなく提供してくれた。私もジュリアンも、それには大変感謝しております」

　鉄てつ面めん皮ぴなパトロンの真っ赤な嘘に、ジュリアンが物言いたげな表情をしたが、結局は何も言わずに唇くちびるを引き結んだ。

「パトリック・ディディエ氏からコメントはいただけないんでしょうか？」

「パトリックさんとジュリアンさん、おふたりのツーショット写真は？」

　困惑顔のジュリアンの後ろから黒いスーツの男が慌あわてた様子で出てきて、「会見は以上で終了です！」と叫んだ。

　ベルナールが取とり繕つくろったような笑みで場を締しめる。

「皆さん、ご歓談にお戻りください。よろしければ『Barrier』自慢の軽食もおつまみください。のちほど『Julian Didier Chocolatier』のボンボンショコラもお配り致します」

　ベルナールとジュリアンがステージを下りて控え室に姿を消すと、不満げな顔で文句を零こぼしていたメディア関係者も囲みを解き、会場に散っていった。ゲスト陣もふたたび歓談に戻る。

　ほどなく生演奏のピアノの調べが流れ始め、トレイを掲かかげたギャルソンの一団がフロアに現れた。ゲストの間を縫ぬうように練り歩き、軽食やボンボンショコラをサーブし始める。

「マドモアゼル、ボンボンショコラをいかがですか？」

　ギャルソンのひとりに声をかけられた俺は、「メルシー」と応じ、選択に迷う素振りでトレイを覗のぞき込こんだ。

　ボンボンショコラは全部で五種類。ディディエの人気商品ばかりだが、例のプレーントリュフはなかった。ジュリアンもさすがにあれを「自分の作品」として披ひ露ろうするのには躊躇ためらいがあったということだろうか。

（そうはいっても、いずれベルナールが「作れ」と強要するのは間違いない）

　俺はネイルを施ほどこした指で、トレイからボンボンショコラをひとつ摘つまみ上あげ、真っ赤な口紅に彩いろどられた唇に運んだ。舌の上で溶かし、ゆっくりと味わう。

　フレーバーやアロマはほぼ本家と同じ。本家レシピをなぞっているのだからそれも当然か。

　ただ食感がいまいちだ。本物とはまろやかさが全然違う。テンパリングの技術が、パトリックに遠くおよばないのでそれは致し方ないだろう。

　だが素人しろうとの一般客が、違いを見分けられるかどうかはきわどいラインだ。むしろあの日からわずか一週間でここまで辿たどり着ついたことを誉ほめてやるべきかもしれない。ジュリアンなりの、兄を裏切った以上はもう後には引けないという悲ひ壮そうな覚悟のようなものを感じる。

　ジュリアンの心情に想いを馳はせつつ、ボンボンショコラを味わっていると、前方から声がかかった。

「マドモアゼル、おひとりですか？」

　顔を上げた視線の先に、ダンディなオヤジが立っている。その顔に見覚えがあった。雑誌にコラムを持つ、美食評論家か何かだ。顔写真がいろいろなメディアに露出しているので覚えている。

「失礼。あまりに美しいので思わず声をかけてしまいました」

　尻がむずむずするような気き障ざな台詞セリフを吐くオヤジを、俺は上目遣いに見た。

　とりあえず、ナンパされるくらいには化ばけられているってことだ。

（メイクに二時間もかけたんだから、そうでなけりゃ困るけどさ）

　今夜の俺は赤いドレスに身を包み、ストレートロングヘアのウィッグを被かぶっている。前の黒のドレスはパトリックに破られて着られなくなってしまったので新調した。今回はチャイナドレス風のデザイン。体のラインがより強調されて、セクシー度合いが高いはずだ。赤い色を着ることに抵抗はあったが、「目を引くこと」が第一目的なので仕方がない。

「オリエンタルなデザインのドレスが、貴女の神秘的な黒い瞳にとてもよく似合っている」

　完全に口く説どきモードの美食家オヤジの視線が、舐なめるように俺の全身を往復した。どうやらオヤジをそそるというコンセプトはクリアできているようだ。

「あちらで一緒にお話ししませんか？」

　オヤジが誘ってきた時、会場が小さくざわめき、フロアにベルナールが姿を現した。ジュリアンの姿はない。余計なことをしゃべられては困るので、表に出さないつもりだろう。主役に代わり、スポークスマンとしてベルナール御大の出番というわけだ。

　ご機嫌な様子で周囲のゲストに声をかけているターゲットを、俺はじっと見み据すえた。すでに酒がかなり入っているのがわかる。

「マドモアゼル？　どうしました？」

「おっさん邪魔だよ。退どきな」

　低い声で気障オヤジを押しのけ、俺はベルナールに向かってカツカツと歩き出した。途中でギャルソンのトレイからシャンパンのグラスをピックアップし、高名な評論家と話しているベルナールに近づく。擦れ違い様にわざと絨じゅう毯たんに蹴け躓つまずき、よろめいてベルナールの左肩にぶつかった。どんっという衝撃にグラスが揺ゆれ、シャンパンがドレスの胸にぱしゃっとかかる。

「きゃっ」

「おおっと。大丈夫ですかな？」

　ベルナールが、俺の顔を覗き込んだ直後、ゆるゆると瞠どう目もくした。一瞬ひやっとする。

（バレてないよな？）

　男の姿の俺しか見ていないんだから大丈夫だ。バレるはずない。焦あせる自分にそう言い聞かせていると、ベルナールが大おお仰ぎょうな声を出した。

「これはこれは美しいマドモアゼル！　濡ぬれてしまいましたな」

「こちらこそ……肩大丈夫でしたか？　ムッシュー、ごめんなさい。下ろしたての靴くつで歩あるき慣なれなくて」

　俺は自分の足許を見下ろした。誘い込まれるように視線を落としたベルナールが、太ふと股ももまで深く切れ込んだドレスのスリットに息を呑のむ。網目のストッキングに包まれた脚あしがよく見えるように、俺は膝ひざを折ってわざとミュールの踵かかとを持ち上げてみせた。

「ヒールが絨毯に引っかかってしまったみたいです」

「あ……ああ……それは危なかったね。転んで怪け我がをしなくてよかった」

　そう言いながらも、ベルナールのねちっこい視線は俺の脚から離れない。ねっとりと執しつ拗ように視線を這はわせてから、ややして我に返ったようにコホンと咳せき払ばらいした。

「そうそう、濡れたドレスだが、もしよかったらクリーニング代をこちらで持とう」

「え？　そんな……悪いわ……」

「いやいや、ぜひそうさせてください。シミにならないうちにクリーニングしたほうがいい。隣りのホテルのランドリーに出せば二時間ほどで仕上がってくるので、その間、事務所でゆっくりくつろいでいただくのはどうですかな？」

「事務所？」

「申し遅れましたが、ここのオーナーのベルナール・バリエです」

「ええっ……ムッシューがあの有名なベルナールさん？」

　俺が大きく目を見開くと、ベルナールが得意そうに胸を反そらす。

「パリ中にたくさんのブティックを持っていて、世界的に大成功しているあのベルナールさん？」

　俺のヨイショにベルナールがにんまりと思った。

「いかにも、そのベルナールです。マドモアゼルはモデルさんか女優さんですかな？」

「リサです。パリに来たばかりの駆け出しのモデルです。今夜はモデル仲間に誘ってもらって付いてきたんですけど、彼女は用事ができて先に帰ってしまって」

「ご出身は？」

「東京です」

「ほう、日本の方ですか」

　ベルナールの目がぎらりと光る。

「東京にも私のブティックがあります。よろしければお話をお聞かせ願えませんかな。仕事柄がら、日本の若い女性のお話に非常に興味があるのです。最上階に私の個室があります。バーカウンターに稀少なヴィンテージワインやめずらしいシャンパンも揃そろっていますから、夜景を眺ながめながらぜひ」

「夜景……いいですね」

　俺はうっとりとした目でベルナールを見上げた。すると、おっさんが赤ら顔を近づけてきて耳許にひそっと囁ささやく。

「私も一時間ほどで会場を抜け出せるから待っていて」

　耳打ちをしたベルナールが、背後に立つ秘書らしき男に命じた。

「きみ、マドモアゼルを私の部屋に案内しなさい」










　秘書に連れられてパーティ会場をあとにした俺は、彼と一緒にエレベーターに乗った。最上階まで上がってドアが開くと、エレベーターホールには制服の警備員が一名立っていた。

　秘書と警備員が目礼し合う。

　歩き出した秘書の背中を追って、俺は紅あかい絨毯が敷き詰められた廊下を進んだ。毛足が長いのでヒールが沈しずんで歩きづらい。廊下にはクリスタルのウォールランプが輝き、これ見よがしに金ぴかの調度品が並んでいた。壁にはそれ自体が芸術品のような額がくに入った絵画が飾られている。金にあかせたゴージャス感の演出がてんこ盛りだ。

「素敵。すごくゴージャスですね。この階にはなにがあるんですか？」

「会議室がふたつと接客室、ライブラリー、ベルナール社長のプライベートオフィスです」

　秘書が淡々と答える。ベルナールが自分の個室に女を連れ込むのはさほどめずらしいことではないのか、さして当惑した様子でもなく平然としたものだ。

　二度角を曲がったあとで、オーク材でできた重厚な二枚扉の前で足を止めた秘書が、スーツのポケットから取り出した鍵で解かい錠じょうし、ドアを開けた。

「どうぞ。お入りください」

　秘書に促うながされ、足を踏み入れる。

　これまた……成金趣味の部屋だ。真っ赤な絨毯に天てん井じょうを埋うめ尽つくしそうなほどにでかいドロップシャンデリア。金糸の埋め込まれた赤い壁紙。部屋中に中世の鎧よろいやら石せっ膏こう像ぞうなどが置かれているが、一番目を引くのは壁のワンコーナーに並んだ様々な動物の剝はく製せいの頭部だ。ライフル銃も並べられているところを見ると、ベルナールは狩猟が趣味らしい。

　部屋の一角には、ベルナールが先程自慢していたバーカウンターがあり、すぐにでもコトに及およべそうな、ベッドかと見まがう大きさのソファセットもあった。

「ドレスをクリーニングに出しますので、その間よろしければこちらのガウンにお着替えください」

　秘書が差し出してきたシルクのガウンを手に取り、パウダールームで着替える。脱いだドレスを持ってパウダールームから出ると、秘書が大事そうに受け取った。

「バーのものはどれでもお好きに呑んでいてよろしいとのことです。チーズやカナッペなど軽食もご自由におつまみください。社長は一時間ほどで来られるかと思います」

　そう告げて、会え釈しゃくののちに部屋から出て行った。

　パタンと扉が閉まるやいなや、俺はミュールを脱ぎ捨てた。歩き回るのに、ピンヒールが邪魔だったからだ。

「よーし」

　ここまでは順調。計画どおりだ。

　垂たらした餌えさに、ベルナールはまんまと食いついてくれた。はじめは「事務所で」と言っていたが、日本人アピールが功を奏してか、上う手まいこと「個室」に潜もぐり込こむことができた。よりベルナールの心臓部に接近できたということだ。

　俺はガーターベルトに挟はさんでいた携帯を取り出し、ビルの一階の裏手で待機中のパトリックに電話をかけた。

『カナタか？』

　ワンコールで回線が繋つながり、勢い込んだ声が聞こえる。

『今どこだ？』

「ベルナールの個室に潜り込めた。ベルナールはあと一時間くらいでここに来ることになっている」

『……そうか』

　首しゅ尾び良くコトが運んでいるのに、パトリックの声はうれしそうじゃない。

　もともとパトリックは、この作戦にあまり乗り気じゃなかった。

　計画を考えついたのは五日前。その日、ベルナールからパトリック宛にパーティの招待状が届いた。パトリックは、ベルナールからの「挑戦状」に怒り心頭だったが、俺は考えようによってはこれはチャンスだと思った。

　ジュリアンを取り戻すのは、できるだけ早いほうがいいに決まっている。レシピだって『Barrier』のスタッフに完全コピーされる前に取り戻したい。それに俺自身、いつまでもパリにいられるわけじゃない。

　俺が、「女装をしてパーティに乗り込み、ベルナールを誘惑し、やつの懐ふところに潜り込む」計画を打ち明けると、パトリックは渋った。

「危険すぎる。仮にベルナールを上手く釣れたとしても、なんらかのタイミングで正体がバレたら、警察に突き出されるかもしれない。俺たちのために、おまえにそこまでのリスクを負わせられない」

「そんな下へ手たは打たないって。ヤバそうだったら適当に躱かわしてサクッと逃げるから。とにかくチャレンジするだけさせてよ」

　時間が差し迫っていることはパトリックもわかっていたし、他に有効な手立ても思い浮かばなかった経緯もあり、結果的に不承不承ながらも承諾してくれて──現在に至るわけだ。パトリックはあまりに顔が知られているため、表だって動くことはできない。不本意だとは思うが、人目につかないように隠れて待機してもらうしかなかった。

「これから部屋の中を探してみる」

『気をつけろ。くれぐれも無理はするな』

「わかってる。なにかあったらまた連絡するから」

　通話を切るなり、早速部屋の中を探索し始める。

　部屋中の抽ひき斗だしという抽斗を開け、パウダールームまで含めて棚の中を総ざらいし、書架の本を一冊ずつ抜き出してチェックした。主室と内扉でコネクトされた部屋も探した。ベッドのある部屋とウォークインクロゼットもざっくり見て回ったが、ノートは見つからない。

　腕時計を見る。そろそろ一時間だ。ベルナールが来てしまう。

　焦った俺は、探索をいったん打ち切り、バーカウンターへ近寄った。ワインセラーから冷えたシャブリを取り出してコルクを抜く。

　一対のワイングラスに白ワインを注ついだところで扉がガチャッと開いた。

（間一髪！）

　部屋に入ってきたベルナールが、ぐるりと部屋を見回し、最後にカウンターの前に俺を見つけて、にんまりと笑う。

「お待たせしてしまったね、マドモアゼル」

「いいえ、夜景が美しくて、見み惚とれていたらあっという間でした」

　俺はワイングラスを両手に、ベルナールに歩み寄った。近づく俺の無防備なガウン姿を、ベルナールが舐めるように見る。その顔は完全に脂やに下さがっていた。

「ちょうどワインを開けたところでした。とても美お味いしそうなシャブリがあったので」

　右手のグラスをベルナールに渡す。受け取ったベルナールが「ソファに座ろう」と俺の腰に手を添えてきた。早速のスキンシップだ。

　ソファに並んで腰を下ろす。ベルナールの手は腰から離れず、そのままぴったりと暑苦しい体を押しつけてきた。相当にアルコールが入っているのか、息が酒臭い。眉根が寄りそうになるのを懸命に堪こらえ、俺はにっこり微笑ほほえんだ。

「乾杯しましょう」

「マドモアゼル、きみに出会えた記念すべき夜に──乾杯」

「乾杯」

　グラスを合わせ、白ワインを喉のどに流し込む。ベルナールも一気に半分くらいを呑んだ。

「フルーティで美味しい！　私、こんな美味しいワイン初めて。どんどん呑めちゃう」

　興奮した声を出し、俺はさらにグラスを呷あおった。ベルナールも釣り込まれるようにグラスを空からにする。

「……酔っちゃいそう」

　囁くと、ベルナールが目を細めて「酔っても大丈夫。泊まっていけばいい」と囁き返してきた。その手が腰からじわじわ下がって、いつの間にやらヒップラインを撫で回している。背筋がぞわぞわした。

　痴漢のようなスケベったらしい手の動きから逃のがれようと、俺はじりっと身を横にスライドする。だが敵も然さる者、ベルナールも横にずれて、またもやぴったりと身を寄せてきた。

「きみは本当に綺麗だ、マドモアゼル。パーティ会場で一目見て虜とりこになったよ」

　グラスをローテーブルに置いたベルナールが、空あいた手で俺の手を握る。

「肌はだがシルクみたいに真っ白で爪つめの形まで美しい」

「……お話をするんじゃなかったんですか？」

　すっと手を引き、俺はツンと横を向いた。焦った様子のベルナールが「話はまた今度しよう。今度ね」などとあやすように言う。

「……でも」

「きみは駆け出しのモデルなんだろう？　私にはファッションデザイナーの知り合いがたくさんいる。紹介してあげることもできるよ。だから、ね？」

　ふーっと耳許に荒い鼻息がかかったかと思うと、いきなりベルナールが肩を摑つかみ、押し倒してきた。

「何するの!?」

「きみだってわかってこの部屋に来たんだろう？」

「やめてっ」

　視界に映り込んだ、今にも舌なめずりしそうな赤ら顔に、反へ吐どが出そうになる。

（このドスケベ野郎っ）

　俺は奥歯を食い締め、思いっきり股間を蹴り上げたい衝動と闘った。

「……っ……」

　揉もみ合あっているうちに、俺を組み敷いていたベルナールが「ん？」と怪訝な表情を浮かべ、頭を振った。目がとろんとなり、腕の力が徐じょ々じょに弱まってくる。ついに完全に力を失った体がどさっと倒れ込んできた。弛し緩かんした巨体の重みに、うっと息を詰める。

　ほどなく、ぐぉーっと大きないびきが聞こえてきた。

「…………」

　全力で巨体を押し上げ、ベルナールの下から抜け出す。ソファから起き上がり、口を半開きにしてだらしなく眠りこけている男を見下ろし、ほっと息を漏らした。

　ワインに入れた睡眠薬がなかなか効きいてこなくて焦ったぜ。

　これで最低でも三時間は起きないはず。秘書も、ボスはお楽しみの最中だと思っているから、よっぽどのことがない限り呼びには来ないだろう。

「さてと」

　俺はふたたび携帯を取り出し、パトリックに指示を告げた。

「今ベルナールを眠らせた。防火扉を開けるから、非常階段から最上階まで上がってきて」










　エレベーターホールには警備員が配備されている。最上階フロアに外から入るとしたら非常階段しかない。

　個室をそっと抜け出した俺は、さっき来た廊下を引き返し、中程の防火扉まで戻った。秘書に連れてこられた際に、非常階段の位置を確かめてあったのだ。

　ロックを外はずし、鉄製の防火扉を開く。いきなり突風が吹き込んできた。ウィッグを押さえ、吹きさらしの踊り場に出てパトリックを待つ。やがてカンカンカンという靴音が近づいてきて、パトリックが姿を現した。黒のシャツに黒のボトムで黒尽くめだ。顔を隠すためにサングラスをかけている。

「早く！」

　俺の手て招まねきにパトリックが最後の数段を駆け上がった。俺の側そばに近寄るなり、眉をひそめる。

「なんだ、その格好は？」

「ドレスはクリーニングに出してるから」

　そう説明しても、パトリックは俺から視線を離さない。

「なに？」

「……ベルナールになにかされたか？」

「え？」

　なんでそんなことを訊きくのかわからなかったが、

「押し倒されたけど」

　そう答えると、パトリックがぴくっと片眉を跳ね上げる。

「押し倒された？」

「だって誘惑作戦なんだからそれくらい……」

「それくらいとか言うな！」

　怖い声を出されてきょとんとした。作戦成功して誉められるならともかく、叱しかられる筋合いはない。

「なに怒ってんだよ？　って揉めてる場合じゃないだろ。今のうちにノートを探さないと」

　仏ぶっ頂ちょう面づらのパトリックの腕を引っ張って廊下に戻った俺は、警備員を警戒しつつ、ベルナールの私室に取って返した。ふたりで部屋の中に入る。

「ベルナールはあそこのソファで寝てる。睡眠薬が効いてるから、三時間は眠っているはず。その間にふたりで手分けしてノートを探そう」

　パトリックもおのれのミッションに立ち返ったのか、落ち着いた声で「わかった」と答える。サングラスを取って眼鏡めがねにかけかえた。

「抽斗と棚は見たんだけど、隠し戸棚とかあるかもしれない。そのあたりも含めて洗い直そう」

「私は寝室とウォークインクロゼットを中心に探す」

「じゃあ俺は主室をもう一度浚さらう」

　そのあとは、ふたりとも最低限の会話しか交わさず、探索に没頭した。しかし、いっかな成果が出ない。黙々と探し続けて二時間後、ふたりほぼ同時に音ねを上げた。

「……ないな」

「ないね。まぁそもそもよく考えたら、本当にここにあるっていう確信もないんだけど」

　つい弱音が口をついた。俺の場合、計三時間探し続けているので、いい加減うんざりしているのもある。

「いや……ここにある確率が一番高いはずだ。ベルナールは恐妻家で、もう何年も前から妻との関係は冷え切っている。滅多に自宅に帰らず、ここに寝泊まりすることが多いと聞く。大切なものほど自分の側に置きたがるのが人の習いだ」

　計画を立てるに当たり、パトリックが業界のコネを使って、ベルナールに関しての情報を集めた。その結果、ここにノートがあるという推測に行き着いたのだ。

「ここまで探して見つからないとなると、あとは表に見えない隠し金庫みたいなものがどこかにあってその中かな」

「そうだな」

「映画とかだと、書架の本を一冊抜いたとたんに本棚がぐるっと裏返って隠し部屋が現れたりするけど……」

「後ろ暗いことの多い男だ。悪事の証拠をまとめてどこかに隠している確率は高い。このビルを建てた際に隠し部屋を作った可能性はあるな」

　パトリックが主室の真ん中に佇たたずみ、考え込む素振りで額ひたいに指を添える。

「隠し部屋を作るならば壁の後ろだ。主室の四面のうち、一面は窓、一面は続きに部屋がある。一面は廊下に面している……となると、残るはこの面だ」

　ひとりごちながら、パトリックが消去法で導き出した壁に歩み寄った。その面には絵画が飾られ、甲かっ冑ちゅうが置かれていたが、一番スペースを取っているのは、ベルナールの趣味である狩猟コーナーだった。幅三メートル・高さ四メートル四方の木の板が壁に打ちつけてあり、その板面にライフルが五丁、動物の剝製の頭が大小取り混ぜて八個飾られている。

　壁の前に立ち、思案げな眼まな差ざしでじっと剝製を見据えていたパトリックが、おもむろに手を伸ばし、一番立派なヘラジカの角を摑んだ。ぐいっと下に引っ張る。すると、ヘラジカの頭がガクンと十センチほど下へスライドした。

「あっ……動いた！」

　パトリックの横で一連の動きを見ていた俺は驚きの声を出す。

「隠し扉のロックだ」

「なんでわかったの？」

「ベルナールのことだ。隠し部屋の存在も、本当は自慢したくてたまらないはずだ。渋々隠すにしても、自みずからの狩猟の腕をひけらかすために並べた獲物の、中でも一番立派な頭部に仕掛けを作るんじゃないかと思った」

「すごい推理力。あんた探偵になれるよ」

　俺の賞賛にパトリックが渋じゅう面めんを作った。

「憎いからこそ、そいつの心理がよくわかるというのも複雑だな。……まぁいい。板を動かすのを手伝ってくれ」

　ふたりで板面をスライドさせる。板の扉で隠れていた壁に、一・五メートル四方の穴が現れた。頭を下げて中腰で穴をくぐる。中に入ってしまえば、天井はパトリックがぎりぎり頭をぶつけない高さがあった。床面積は四帖半ほどのスペースの小部屋だ。

　部屋の壁の二面には棚が造りつけられ、おそらく隠し財産なのだろう美術品や骨こっ董とう品ひん、絵画がストックされている。まずそこを探したがノートは見当たらない。

「このドロワーの中じゃないか？」

　パトリックが、やはり造りつけの棚を指さした。そこには全部で五段の抽斗が並んでいる。取っ手を引っ張ってみたがどれも開かなかった。

「鍵かかってる。くそっ……ここまできて」

　舌を打つ俺に、パトリックが「ちょっと待ってろ」と言い置き、隠し部屋から出て行く。何をしにいったんだろうと思っていると、しばらくして戻ってきた。

　その手には、複数の鍵のぶら下がったキーチェーンが握られている。

「それ、どうしたの？」

「ベルナールのジャケットの内ポケットに入っていた」

　なんでもないことのようにさらりと答えたパトリックが、抽斗の鍵穴に鍵の束たばのうちの一本を差し込む。入らない。いくつか試してみて、五本目にして漸ようやく鍵が入った。カチッと解錠音が響く。

「開あいた！」

　一段目の抽斗の中にはいろいろな国の紙幣の束が入っていた。

「ここにはないな」

　中を確かめたパトリックがつぶやく。次の段に移行したが、ここには宝石類が入っていた。その次の段はゴールドの塊かたまり。

「ここも違う」

　だんだん焦りが募つのってくる。ついに最後の抽斗だ。ここになかったら今までの苦労は水の泡。次の機会はそう簡単には訪おとずれないだろう。自分も東京に戻らなくちゃいけないし……。

　追い詰められた気分でいた俺は、「あった！」という声ではっと我に返る。

　パトリックの手に、使い込まれた風合いのノートが握られていた。

「やった！」

　テンションの高い声が飛び出る。パトリックも、ショコラティエの命とも言える大切なノートを我が手に取り戻すことができて、ほっとしているのがわかった。

「よし。用が済めば長居は無用だ。さっさと退散しよう」

「うん」

　パトリックが抽斗を閉めようとするのを、俺は「ちょっと待って」と止める。

「なんだ？」

「ノートと一緒に入ってた書類さ。……こんなところに隠してるくらいだからきっと後ろ暗いコトに関係してるよね」

　横から手を差し込み、帳簿らしき黒い革かわのノートを取り出した。パラパラと捲めくる。どのページも数字がみっしりと並んでいた。

「たぶんこれ、隠し帳簿だよ。税金逃れの証拠」

「これを公にすればベルナールの悪事を暴けるってことか」

「手て土産みやげにこれももらっていこう。貸しはしっかり利子付きで返してもらわないとさ」










　隠し部屋の板扉を元に戻し、ふたりで廊下に出た。廊下を少し歩いたところで、十五メートルほど先の曲がり角から警備員が現れる。

「やばっ……」

「おい！　おまえたち、何をしている！」

　威い嚇かくの声を発して警備員が駆け寄ってきた。

（ちっ……間が悪いったら。もう少しだったのに）

　くっと眉根を寄せるパトリックに向き直り、俺は「ここは俺に任せてよ」と告げた。

「俺が食い止めるから、あんたはノートと帳簿を持って逃げて」

「しかし……それではおまえが」

「ここでふたりとも捕まったら元も子もないだろ？　それに警察沙汰になったらあんたはすべてを失うことになる。あんたには店のスタッフの生活を担になう責任があるんだ。あんただけの体じゃない」

　説得している間に距離を詰めてきた警備員が、警棒を翳かざして「動くな！」と叫んだ。

「行って！」

　パトリックをどんっと突き飛ばした俺は、警備員の前に立たち塞ふさがった。

「あんたの相手はこっちだよ！」

　警備員が俺に気を取られている隙に、パトリックが脇を擦すり抜ぬけて走り去る。気がかりそうに背後を何度か振り返りながら角を曲がった。

「なにそれ？　そんな棒っきれでどうにかできると思ってんの？」

　警備員がパトリックを追わないように挑発的な物言いで煽あおる。

「女のくせに無駄な抵抗はよせ」

「その女に勝てるかどうか、試してみたら？」

　嗾けしかけつつ、俺はミュールを片足ずつ蹴り捨てた。裸足になると、腰を落として両手を前に出し、構える。

　子供の頃、幼なじみたちと一緒に近所の道場で空手を習っていたので、素人相手なら九割方勝てる自信がある。

　だが、今日の相手は警備のプロだ。マーシャルアーツの心得があるだろうし、体も俺の一・五倍くらいの大きさ。果たして……。

　警棒を翳したまま、警備員がじりっと間合いを詰めてきた。片手を伸ばして俺の腕を摑もうとする。近づいてきたその手を寸前でパンッとはたき、すっと身を屈めて男の懐に入る。

「……ハァッ！」

　気合を込め、握り締めた拳で鳩みぞ尾おちを正拳突きした。

「うっ」

　突きを食らった警備員が苦しそうな声を出す。くるっと反転し、警備員の背後に回った俺は、前まえ屈かがみになった男の首に手刀を入れた。びくっと震えた男がワンテンポ遅れでがくっと膝ひざを折る。その隙に踵きびすを返して駆け出した。

「………っ」

　が、数歩も行かないうちに、がくんっとつんのめる。背後から右足首を摑まれたのだと気がついたのは、廊下に俯うつぶせに倒れ込んだあと。とっさに身を捻ひねって顔面を打つのは避けたが、代わりに左肩をしたたか打ちつけてしまった。「痛ってぇ……」と呻うめく。

「この……女だと思ってりゃいい気になりやがって！」

　警備員が罵ば声せいを放ち、俺の上に馬乗りになった。背中に体重をかけられ、肺をぎゅうぎゅう押おし潰つぶされて、息が止まりそうになる。

「……く、苦し……っ」

「動くな！　大人しくしろ！」

　長い髪を鷲摑みにされ、引っ張られた。ウィッグがすぽんと取れ、警備員が「なんだぁ!?」と素すっ頓とん狂きょうな声を出す。

「カツラ？　なんだおまえ？　まさか男か!?」

　警備員がわめくほどに圧迫が酷ひどくなって呼吸が苦しい。

　酸欠で目の前がじわじわ暗くなった。意識が遠のく。

（苦し……）

　フェードアウトまでもう数秒かと思われたその時。

　目の前に誰かが立つ気配を感じた──かと思うと、出し抜けに呼吸が楽になった。急激に流れ込んできた大量の酸素に咽むせる。

「ごほっ……ごほっ」

　涙でけぶった目を薄く開けて、自分の前に立つ長身を認めた。黒いボトムに包まれた長い脚。

「パト……リック？」

　次に首を捻って背中を見ると、パトリックが片手で警備員の首の後ろを摑み、吊つり上あげていた。

「………っ」

　パトリックが警備員をぶんっと投げ飛ばす。ごんっと壁にぶつかる鈍い音がして、後頭部を打った警備員が壁伝いにずるずると横倒しになる。どうやら今度こそ気を失ったようだ。

「立てるか？」

　差し伸べられた手を、俺は摑んで立ち上がった。
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「怪け我がは？」

　気遣わしげな眼差しで顔を覗き込まれ、「大丈夫」と答える。左肩はまだ少し痛いけど、骨折とかヒビとかそういった類の痛みじゃない。

　俺の返答に、パトリックがほっと安あん堵どの表情を浮かべた。

「ぐずぐずしていると別の警備員が来る。行くぞ」

　そのまま俺の手を摑んで歩き出す。手を引かれながら俺は訊いた。

「なんで戻ってきたの？」

　パトリックがちらっと横目をくれる。

「馬鹿。おまえを置いていけるか」

「…………」

　なんだろう。胸にじわじわと甘ったるい感情が込み上げてきて、ずっと張り詰めていた神経の糸が緩ゆるみそうになる。俺は慌てて頭をふるっと振った。

（そんな場合じゃないだろ？）

　そうだ。そんな場合じゃない。一刻も早くこの場を離れなければ。

　気合いを入れ直し、足を速めた。エレベーターホールに着くと、パトリックが俺の手を離し、壁に飾ってある大振りの絵画に近づく。額の後ろを手で探っていたかと思いきや、二冊の冊子を摑み出した。レシピノートと隠し帳簿だ。

「なかなかいい隠し場所が見つからず、時間を食ってしまった。そのせいで痛い目に遭わせた。悪かったな」

　謝罪の言葉に首を横に振った。

　つまり端はなからひとりで逃げるつもりはなかったということで……。

　またじんわり甘やかな気分が込み上げてきて、だからそんな場合じゃないだろ、とおのれを叱しっ咤たする。

　取り戻したノートと帳簿を脇に抱かかえたパトリックが、エレベーターの呼び出しボタンを押した。事前にパトリックが呼び出しておいたらしく、すぐにドアが開く。空のケージに乗り込み、グランドフロアを示す「Ｇ」のボタンを押して、階数表示を睨んだ。

　早く、早くと念じていると、二階分を下がったところでポンッと音が鳴って、ケージが止まった。

（ここ……パーティ会場のイベントフロアだ）

　気がつくのと同時にはっと息を呑む。今の自分の格好に思い至ったからだ。

　下着の上に薄手のシルクのガウンを一枚羽織っただけで、しかも裸足……。明らかに怪しい風ふう体てい。かといって、狭せまいケージの中には逃げ隠れできるようなスペースもない。

（どうする？）

　狼狽うろたえている間にドアが開き、パーティ客の残党らしき、盛装の男女が数名乗り込んでくる。

　と、パトリックが俺の腕を摑んでぐっと引っ張った。よろめいた俺の背中をケージの角に押しつけ、俺の姿を他の乗客から隠すように後ろ向きに立つ。

（よかった。これで隠れた）

　ほっとしたのも束つかの間ま、顎あごに手を添えられ、仰あお向むかされる。

　えっ？　と思っているうちに端整な貌かおが近づき、唇に唇が重なってきた。

「……ぅ……っ」

　こんなところでキス!?

　虚きょを衝つかれ、瞠目していると舌が口の中に入り込んでくる。

「……んんっ」

　パトリックの肩を叩いて放せと訴えた。だが、堅けん牢ろうな体はびくともしない。

　俺たちに気がついた誰かがヒューッと口笛を吹く。お熱いねえ、とでも言いたげな笑い声。

「……ん……ふっ」

　口の中を這い回る舌に、だんだん頭がぼーっとしてきて、体から力が抜けそうになり、パトリックのシャツの袖そでをぎゅっと握る。くちゅくちゅと濡れた音が鼓こ膜まくに響き──

　気が遠くなりかけた時、軽い振動でケージが一階に着いたことを知った。ドアが開き、他の乗客が出て行く気配。ふたりきりになった段でやっとパトリックが口接を解といた。

　足が小刻みに震えているのを自覚し、俺はうっすら赤い顔で男を睨み上げる。

「今のキス……必要だったか？」

「おかげで怪しまれずに済んだだろう？」

「……フリだけでよかった気がするんだけど……少なくとも舌入れる意味ないだろ？」

　パトリックが肩を竦すくめた。唇の端を不ふ遜そんに持ち上げ、「行くぞ」と俺の肩を叩く。

　ビルの裏口から外に出た俺たちは、路肩に駐とめてあったパトリックのプジョーに急ぎ乗り込み、慌ただしくその場を離れた。
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　日付が変わりかけている深夜。

　人ひと気けのない夜道に、細長い人影がぼんやり浮かび上がった。石畳を靴くつ底ぞこが打つ、カツ、コツ、カツ、コツという乾いた音が、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

　外灯の下を通る際に、明かりに照らし出されたその顔は精彩を欠き、沈しずんで見えた。首ががっくりと前に落ち、肩も下がり気味で、シルエット全体から疲労感が漂ただよう。

　俯うつむき加減の彼が、アパルトマンのエントランスの前で足を止めた。のろのろと顔を上げる。その段でようやっと俺たちに気がついたらしく、びくっと肩を揺ゆらす。

「ジュリアン」

　パトリックが階段の上から弟の名を呼んだ。ジュリアンが、自分を待ち伏せていた兄を認め、青い瞳をじわじわと見開く。

　エントランス脇の石段に腰掛けていた俺も立ち上がり、パンパンと尻の汚れを払った。車の中で着替えたので、今の俺は黒いシャツに黒のボトムという出で立ちだ。化粧もメイクリムーバーで落としてすっぴんになった。

　ボトムの腰ポケットに両手を突っ込んだ俺は、立ち尽くすジュリアンに向かって静かに階段を下り始めた。パトリックも俺の後ろから階段を下りて、ジュリアンの前に並び立つ。

　目の前のジュリアンは、ボーダーのカットソーにワークパンツ、スニーカー、背中にバックパックといったカジュアルな格好のせいか、本当にそこいらのアンちゃんという感じで、ブランドを背せ負おうにはまだ若すぎる気がした。もちろん、それについては誰よりも本人が痛感しているはずだ。

「おまえを待っていた」

「……兄さん」

　ジュリアンの唇くちびるはわななき、顔は真まっ青さおだ。兄の視線を避けるようにじわじわと目を伏せ、項うな垂だれる。よく見れば全身が小刻みに震えていた。

　裏切った自分を、兄が罵ば倒とうしに来たと思っているんだろう。

「ジュリアン、顔を上げろ。いや……上げてくれ」

　パトリックの懇こん願がん口調に、ジュリアンが驚いたように顔を振り上げた。

「兄さん？」

「おまえを責めるために待っていたんじゃない。……そうじゃない」

　苦しそうな声で繰くり返かえしたパトリックが、緩かん慢まんに首を振る。

「……兄さん？」

　兄の苦く悶もんの表情を見たジュリアンが、不思議そうな声を出した。

「……どうし……」

「今までのことを悔くい改あらためたい。長い間おまえには辛つらい思いをさせた。……すまない」

　苦しげな表か情おのまま謝罪の言葉を紡つむぐ兄を、ジュリアンはフリーズして凝ぎょう視しする。口を半開きにしたその顔には「信じられない」と書かれていた。

　親代わりでもあり、仕事上では師匠筋に当たる兄に謝られるのは、おそらくは生まれて初めての経験。プライドの高い兄が自分に詫わびを入れるなんて想像もしていなかったに違いない。予想外の出来事に気が動転して、頭が真っ白になってしまっているようだ。

　結局、パトリックが弟を取り戻すために選び取ったのは、誠心誠意、今までの言動を詫びるという正攻法だった。

　ジュリアンの寝返りを知ってからのこの一週間、パトリックが悩み続け、どうすれば弟とレシピを取り戻せるかを昼に夜に考えていたのは、俺も側そばで見ていて知っている。

　レシピを取り戻す算段については、俺もアドバイスをしたし、相談に乗った。作戦もふたりで練った。今夜、練り上げた作戦をふたりで実行に移し、なんとかノートを取り返すことができた。

　だがジュリアンを取り戻す方法については、パトリックがひとりで考え、ひとりで決めた。

　俺もこの件はパトリックに任せ、どうするつもりかも聞かなかったので、事前の情報のない状態でここでジュリアンの帰りを待っていたのだ。そうして今、パトリックが最終的に選び取った方法を知った。

「今まで本当にすまなかった」

　もう一度謝罪の言葉を繰り返したパトリックが、まだ驚きょう愕がくの面おも持もちのジュリアンをまっすぐ見つめる。

「子供の頃から、私は常つねにおまえに厳しく接してきた。身内がいない私たちが頼れるのはお互いだけだ。おまえと一緒に父の店を復活させるのが私の夢であり、人生の目標だった。そのためにも、おまえには一日も早く一人前になって欲しかった。その期待がおまえにとって重圧になっていることを薄々察していながらも……私はおまえに職人として一流になることを求めた。私の片腕になって欲しかった。私は自分の夢の実現を支える役割をおまえに強しいた。おまえの人生は私のものではないのに……」

　自らの心情を吐と露ろしつつ、パトリックはじわりと眉まゆ根ねを寄せた。

「おまえに私の協力者になることを強いておきながら、一方でおまえの意見を聞こうとしなかった。おまえが職人ではなく、マネジメントをやりたがっていることもわかっていたが、ふたりで父の遺したショコラを作っていくことにこだわって、その意向を無視した」

　ジュリアンがふるふると頭を横に振る。

「……僕に……才能がないから」

「そうじゃない」

　掠かすれた声をパトリックが否定した。

「人には生来の向き不向きがある。おまえにはおまえに適した仕事や役割があるんだ。おまえの人生はおまえのものだ。確かに私は親代わりとなっておまえを育てたが、だからといっておまえを束縛する権利はない。……そこを私は履き違えていた。私が間違っていた。本当に悪かった」

　繰り返しおのれを責め、詫びを重ねる兄を、ジュリアンがなんとも言えない複雑な顔で見つめる。

　とりあえず謝罪の言葉を尽くしたと思ったのか、パトリックが居住まいを正した。

「今後は二度とおまえの自主性を損ねないと誓う。おまえの人間性を尊重すると約束する」

　真剣な顔でそう告げたあと、「その上で、改めて言わせてくれ」と継いだ。

「ジュリアン、私にはおまえが必要だ」

　ジュリアンが息を呑のむ。

「兄さん……」

「私たちの店に戻ってきてくれないか。おまえがマネジメントをやりたいのならばそれでもいい。おまえの力を私に貸して欲しい」

「で、でも僕は……兄さんを裏切っ……」

「おまえが私たちの店のことを誰よりも真剣に考え、愛してくれていることはわかっている。だからこそ裏切り者の汚名を覚悟でベルナールのもとへ行こうとしたことも……。そんなおまえの力が店には必要なんだ」

　ジュリアンが感情の昂たかぶりを懸命に堪こらえるかのように、唇をきゅっと嚙かみ締しめる。そのまま俯き、掠れ声を落とした。

「けど……そんな資格はもう……僕は兄さんの大事なノートをベルナールに……」

「ノートならば取り返した」

「えっ……」

　ジュリアンが跳ねるように顔を振り上げる。

「カナタと一緒にベルナールから奪い返した」

　そう説明したパトリックが俺を見た。兄の視線に誘われたようにジュリアンも俺を見る。俺はジュリアンに向かって力づけるようにうなずいた。

「ノートはあそこに駐とまってるプジョーの中にある」

「だから、おまえが憂うれうことはなにもないんだ」

　俺の言葉を引き取って、パトリックが告げる。

「店のスタッフもきちんと事情を説明すればわかってくれる。みんな、おまえとずっと一緒に働いてきた。おまえの人となりはわかっているはずだ」

　ジュリアンの青い目にみるみる涙が盛り上がった。ついに我慢できないというふうにくしゃっと顔を歪ゆがめる。震える唇で「……ごめんなさい」と謝った。

「兄さんに嫌な思いをさせて……ごめんなさ……」

　この一週間、罪悪感とストレスとプレッシャーで気持ちの休まる時は一瞬もなかったのだろう。ぽろぽろと大粒の涙を零こぼす弟を、パトリックが抱き寄せる。

「いいんだ、もう……おまえの気持ちはわかっている」

「兄さ……」

　子供のようにしゃくりあげるジュリアンの背中をあやすように撫なでた。

「また一緒にがんばっていこう。店を少しでもよくするために力を合わせていこう。私と一緒に考えてくれるか？」

「うん……うん」

　ジュリアンが何度も首を縦たてに振る。

　喉を締めてもらい泣きしそうになるのを必死に我慢しながら、俺は抱き合う兄弟を見守り続けた。










　和解したジュリアンと別れ、パトリックの運転で郊外の彼の家へ向かう。帰路の車中、ステアリングを握るパトリックは、疲れているのか言葉が少なかった。

　あれだけのことがあったのだから、それも当然だろう。特に最後のジュリアンとの和解には相当なエネルギーを使ったはずだ。ジュリアンを待っている間、パトリックの神経が張り詰めているのを感じたから。

　片や体を張った大仕事をやり遂とげ、心地よい疲労感に充たされた俺は、フロントウィンドウ越しに田舎いなか道を見つめながら、今日一日を振り返る。

　綱渡りの連続だったし、予想外のアクシデントもあって何度もハラハラしたけれど、どうにかこうにかジュリアンとノートを奪還することができた。

　そろそろベルナールは目を覚ました頃だろうか。一瞬狐きつねにつままれたような気分になり、そのあとでやはり昏こん倒とうから目覚めた警備員に説明を聞き、大おお慌あわてで隠し部屋を開ける。

　無くなっているものが何かを知ると同時に、パトリックが一枚嚙んでいることにも気がつくはずだ。

　だからといって警察に訴え出ることはできない。そうするためには、隠し部屋の存在も明らかにしなければならないからだ。真っ赤な顔で地団駄を踏むベルナールが目に浮かぶ。

（因果応報だよ、おっさん）

　べルナールの思惑は完全に水すい泡ほうに帰きした。レシピを失い、ジュリアンに逃げられ、新しいブランドもご破算だ。

　あんなふうに大々的にお披ひ露ろ目めしたあとだから、ディディエとの破局に関してマスメディアはあれやこれやと憶おく測そくを書き立てるだろう。ベルナールは、結婚式当日に花嫁に逃げられた花婿よろしく赤っ恥を搔かくことになる。

　しかもそれだけじゃない。パトリックが隠し帳簿の存在を公にすれば、間違いなくベルナールは窮きゅう地ちに立たされる。ことによっては刑事事件に発展する可能性だってある。『Barrierバリエ』の取締役会は、ベルナールの代表取締役社長解任を要求するかもしれない。

　ともあれ、以前のように「食品業界の重じゅう鎮ちん」として大きな顔をできないことだけは確かだ。

　これで亡くなった両親の無念が晴れるとも思わないが、ベルナールが我が物顔で周囲をうろつかないだけでも、パトリックのストレスは軽減される。フランスの食品業界全体にとっても悪いことではないはずだ。

　そんなこんなを思おもい巡めぐらせているうちに、田舎風の素そ朴ぼくな一軒家に辿たどり着つく。前庭の大きな樹とベンチ、煙えん突とつが突き出た小さな家を見て、なんとなしに安らいだ気分になった。

　パトリックがガレージにプジョーを入れ、ハッチバックから荷物を取り出す。俺も自分の荷物を持って助手席から降りた。

　玄関の鍵を開けたパトリックの後ろから家の中に入る。

「……ただいま」

　無意識に口にした言葉に、あっと思った。

（自分の家でもないのに……）

　いつの間にか「ここに帰るのが自然」になっていた自分に気がつき、複雑な気分を嚙み締めていると、リビングの壁に歩み寄ったパトリックが電気を点つける。パチッと音がして、あたたかみのあるオレンジ色の間接照明に、部屋の内装が浮かび上がった。

　この一週間ですっかり目に馴な染じみ、体にも馴染んだ──石の床、漆しっ喰くいの壁、木の梁はり、煉れん瓦が造づくりの暖だん炉ろ、アンティークの家具。

　結局、俺は街のホテルに移ることなく、今日までの時間をここで過ごした。

　一緒に作戦を練るのに近くにいたほうが何かと都合がいいし、パトリックからも「ここにいろ」と強く望まれたからだ。

　スタッフの手前、決して弱音は吐かなかったけれど、ジュリアンを失った傷は深いはずで、自分に何ができるわけでもないけれど、せめて側にいてやりたかった。夜とか、こんな田舎の一軒家にひとりぼっちでいたら、あれこれ考えて気が滅入るんじゃないかと思ったし……。

　朝、パトリックと一緒にパリの街中まで出て、パトリックが仕事をしている日中はひとりきままに散策したり、カフェで本を読んだり、美術館やギャラリーを回ったりした。

　夜はパトリックと郊外のこの家に戻り、キッチンに一緒に立って料理を作り、ダイニングテーブルを囲んでワインを片手に語り合った。

　対ベルナール戦略も話し合ったけれど、その他の雑談もけっこうした。

　食べ物の好き嫌いとその理由、好きな音楽とミュージシャン、好みの作家とその作品、好きな映画と俳優、今まで世界のどこを訪おとずれたか、どこが一番気に入ったか、逆に二度と行きたくない場所はどこか。現地で食べためずらしい食べ物。印象深いエピソード。

　昔話や思い出話に花が咲く夜もあった。

　共通の趣味や好みの合がっ致ちに親近感を覚えたこともあったし、意見が食い違ってやっぱりこいつとは相あい容いれないと思ったこともあった。どちらも譲ゆずらず、言い争いになったことも一度や二度じゃない。

　でも俺は、自分とは違う人間なんだという点も含めてパトリックのことをもっと知りたいと思ったし、パトリックもそう思ったからこそ、俺を家に泊めて側に置いたんだと思う。パトリックが誰に対しても開放的でフレンドリーなわけじゃないのは、一週間側にいてわかったから、俺を極めてパーソナルなテリトリーに迎え入れたのは特別なことなのだ。たぶん。

　話はいっぱいしたけど、夜は別々のベッドで眠った。パトリックが二階の客間を俺に与え、「ここで寝ろ」と言ったので、俺はそれに従った。

　パトリックが「宿泊代」を求めないなら、別にそれでいい。

　それよりも今は、会話でのコミュニケーションで、もっとお互いのことを知るべき時間だと感じたから。

　出会い頭に体を繋つなげて、そのあとで名前を知り、素す性じょうを知り、過去を知り……俺たちはすべてにおいて順番があべこべだった。

　それでも少しずつ距離を詰め、やっとお互いの人間性をある程度理解したところで、残念ながらそろそろ時間切れだ。

　奪還作戦は成功した。ジュリアンは店に戻ってくる。気持ちが擦れ違っていた以前よりも兄弟の絆は深まるだろう。

　もう俺がここにいる理由はなくなった。

　慣れ親しんだこの家ともお別れかと思うと一いち抹まつの寂さびしさを覚えるが……仕方がないのだ。

　自分はツーリストで、どんな旅もいつかは終わる。

　いつまでもバカンス気分ではいられない……。

（不思議な共同生活だったけれど……それなりに楽しかった）

　胸に去来する切ないようなもの寂しいような気分を嚙み締め、ぼんやりリビングに佇たたずんでいると、家中のカーテンを閉めたパトリックが戻ってきて、「カナタ」と呼んだ。その声で我に返る。

「なに？」

　視線を振り向けた先の真剣な顔に意表を突かれる。

「改めて礼を言わせてくれ。ノートとジュリアンを取り戻すことが出来たのはおまえのおかげだ。ありがとう」

「あ……えっと、まぁ、ちょっとは役に立てたと思うけど」

「ちょっとどころじゃない。おまえがいなかったらどちらも取り返せなかった。その上、ベルナールの悪事を暴く証拠まで手に入れることができた。感謝している」

　声や表情から心からの言葉だとわかり、柄がらにもなく胸が熱くなった。

　自慢じゃないが、人に感謝されるような人生は送ってきていない。

　そのせいか、うれしさよりも照れくささが先に立ち、俺はなんでもないことのようにわざと軽い口調で返した。

「上う手まくいってよかったな。あのさ、本当にジュリアンにやさしくしてやってよ。ブラコンこじらせちゃっただけなんだから」

「わかっている」

　請うけ負おったパトリックが、じっと俺を見つめる。いつもはクールなヘザーグレイの瞳が熱を帯びて見えて、背中がむずむずした。

（なんで……そんな目で見るんだよ？）

　そんな、熱に浮かされたみたいな目で。

　居たたまれなくなった俺は、上目遣いに問う。

「これでタキシードの件はチャラ、だよな？」

　パトリックがふっと両目を瞠みはった。しばらくして「……ああ」とうなずく。

　自分で確かめておきながら、その答えを聞いてなぜかどっと脱力した。

　これで一切の貸し借りナシ。俺たちをかろうじて繋いでいたものは消滅した。

（もう……関係ない）

　胸の一部をごっそりと抉えぐり取とられたような喪失感に唇を嚙んだ。抉れた場所がひりひりと痛む。

　潮時なのかもしれない。

　そもそも俺がパリに来たのは、失恋の痛手を癒いやすためだった。

　なのにこの一週間は亨とおるのことも秋あき守もりのことも、まったく思い出さなかった。

　今この瞬間まで……すっかり忘れていた。

　自分の現金さに乾いた笑いが零れそうになる。

　いや……悪いことじゃない。傷口が癒えてきた証拠だ。

　傷の治ち癒ゆに少なからず関与していると思しき男を見上げる。パトリックの眼まな差ざしがさっきよりも「熱」を増していて、息苦しさを覚えた俺は、つと目を逸そらした。

　今決めてしまわないと、ズルズルと引き際を見誤りそうな予感がする。

　腹を決めた俺は、決意が鈍る前に切り出した。

「俺さ、明日東京に帰るよ」

「……明日？」

「そろそろ帰って社会復帰しないと。予定より長いバカンスになっちゃったし」

　東京に帰ったらおそらくは、それなりに忙せわしない日常生活に紛まぎれ、俺より断然忙しいパトリックと連絡を取り合うこともなく、俺たちのこの奇妙な繋がりも早晩フェードアウトするんだろう。

　どうせそうなるなら早いほうがいい。

　これ以上側にいたら……離れがたくなる。

　だから今のうちに、できるだけ早く離れたほうがいい。

　これ以上……好きになる前に……早く。

（って……俺、なに言ってんだ？）

　自分で心の声に愕がく然ぜんとする。

　好き？　誰を？

　自分に問いかけながら視線を戻した刹せつ那な、ヘザーグレイの瞳と目が合い、カーッと顔が熱くなった。トクトクと心臓が早鐘を打ち始める。

（な……なに？　なんでこんなにドキドキ……）

　狼ろう狽ばいした俺はあうあうと口を開き、「じ、じゃあ……荷造りもあるしそろそろ」と話を切り上げにかかった。このままここにいたらおかしなことを口走りそうだったからだ。

「風呂に入って寝るよ。さすがに疲れた。お休み」

　早口で言うなりくるりと身を返し、階段に向かって歩き出す。だが数歩行ったところで「待て」と声がかかり、後ろから二の腕を鷲わし摑づかみにされる。

　ドキッと心臓が大きく跳ねた。体ごとぴょんっと兎うさぎみたいに跳ね上がりそうだった。

　腕を摑まれたままフリーズした俺に、背後のパトリックが告げる。

「……おまえに言っておきたいことがある」

「言って……おきたいこと？」

　爆発しそうな鼓動を堪え、掠れた声で繰り返した。

「覚えているか？　以ま前えに、おまえに対して私が、『なぜこんな気持ちになるのか……自分でもわからない』と言ったのを」

「あ……うん」

　いつだっけ。そうだ。一週間前……初めてここに泊まった夜だ。

　──少なくとも、私はおまえをもっと知りたいと思っている。もっと深くまで知りたいと思っている。

　──なぜこんな気持ちになるのか……自分でもわからないが。

　そのあとキスをされて、流されるようにソファで抱かれたことを思い出し、いよいよ心臓が走り出す。今にも口から飛び出しそうだ。

「その理由が……わかった」

「わかった？」

　鸚おう鵡む返がえしにした刹那、後ろから不意に腕が回ってきて、ぎゅうっと抱き締められた。

「………っ」

　硬い体にきつく抱き込まれ、息を呑む。パトリックの腕の中で硬直していると、耳許に吐息混じりの声が囁ささやいた。

「……好きだ」

「パト……」

「おまえを愛している」

　耳じ殻かくから忍び込んできた囁きが、全身をあまねくおののかせる。

　膝ひざが小刻みに震えて……腰砕けになりそうだった。

　強い腕に抱き締められていなかったら、きっと床に蹲うずくまっている。

「おまえはスパイスが効きいたショコラのようだ」

　息を詰める俺の耳殻にパトリックが吹き込む。

「甘いだけじゃなく、ぴりっと舌に刺すような刺激があるが、一度食べたら忘れられず……病みつきになる」

　クサい台詞セリフだと笑おうとしてできなかった。

　胸の奥から湧わき上あがり、たちまち溢あふれ、今や指の先までじわじわと全身を侵しん食しょくしつつある感情は、紛れもなく歓喜だったから。

　甘く痺しびれるような悦よろこびに心を震わせていると、拘こう束そくを緩ゆるめたパトリックが、俺をくるりと反転させた。向き合い、目と目が合う。パトリックが双そう眸ぼうをじわりと細めた。

「出会いは最悪だった。酔っぱらったおまえに盛大に吐かれた挙あげ句くに肘ひじ鉄てつを食らわされ、タキシードを台無しにされた」

　過去の失態を今更あげつらわれて、俺はちょっとむっとした。

「あんただって、俺を娼婦だと勘違いして無理矢理抱いたくせに」

「娼婦じゃないとわかってからも、鼻っ柱が強くて口が悪く、跳ねっ返りで、手て負おいのケモノのようなおまえに散々手を焼いた」

「見境のないケモノはそっちだろ？」

　いちいち突っかかる俺を、パトリックは取り合わない。ただじっと熱い視線を注そそぎ続つづける。

「だが……そんなおまえをもっと知りたいと思い、知れば知るほどにもっと深く知りたい欲求が募つのった。クールかと思えば意外や心の奥深くに熱を秘め、バネのようなしなやかな強さと、裏腹の脆もろさを併あわせ持もつおまえに……気がついた時には惹ひかれていた。……こんな気持ちになったのは生まれて初めてだ」

「生まれて……初めて？」

　俺の確認の声にパトリックがうなずいた。

「思えば……おまえを店に連れ帰った時にはすでに、心のどこかで手放したくないと思っていたのかもしれない。どんな理由をこじつけても側に置きたかった」

　ひとりごちるようにつぶやいたパトリックが、俺の目を覗のぞき込こむようにして尋たずねる。

「おまえはどうだ？」

「……俺？」

「おまえは私をどう思っている？　まだトールに心が残っているのか？」

　少し思い詰めたような真剣な表情で問うてきた。

「おまえの気持ちを知りたい」

　いつもの「上から」ではなく、懇願にも似た眼差しと声音。

（……馬鹿）

　そんな顔をされたら、認めざるを得ないじゃないか。

　鬼畜でドＳで強引だけど、仕事には真しん摯しで不器用なほど一途な──天才ショコラティエに惹かれている自分を。

　それでもまだ面と向かって口に出すのは照れくさくて、俺は目の前の男を上目遣いに見た。照れ隠しに男の目を睨み、煽あおるように声を放つ。

「知りたきゃ体に聞いてみれば？」










　パトリックにぐいぐいと手を引かれて二階へ上がり、彼の寝室へ連れ込まれた。一週間滞在しているけれど、この部屋に入ったのは初めてだ。

　周囲を見回す暇も与えられず、中央のベッドまで一直線に引っ立てられた。肩を押されてベッドの端に腰掛けさせられる。俺を座らせておいて、パトリック自身は足許に跪ひざまずいた。

　仄ほの暗ぐらい熱を秘めた眼差しで見上げられ──ちょっと煽りすぎたかな、と後悔する。

　これから何をされるのか。どうされてしまうのか。

　ひそかにドキドキしていると、パトリックの手が俺のウェストに伸びてきてボトムのボタンを外はずした。次にファスナーを下ろし、ボトムの前をくつろげる。

　下着の布地の上から、躊躇ためらうことなく長い指がペニスに触ふれてきた。愛あい撫ぶのような滑なめらかな動きに、びくんっと全身の筋肉が強こわばる。

「パト……」

「動くな。大人しく私に身を委ゆだねていれば気持ちよくしてやる」

　ヘザーグレイの瞳で見み据すえられ、命令に慣れた声で囁かれると、魔法にでもかかったみたいに抗あらがえなくなった。パトリックがゆっくりと十本の指を動かす。長い指でやさしく全体を撫で上げるように擦こすられるにつれて、体の緊張が溶けていく。マッサージの超気持ちいいやつみたいだ。

「んっ……ふっ」

　いつの間にか唇が薄く開き、隙すき間まから熱っぽい吐息が漏もれていた。

　いつも思うけど、パトリックの愛撫は、指の腹で敏感な部分を擦る時の強弱のつけ方やタイミングがほんと絶妙だ。

　自分のことは自分が一番わかっているはずなのに、パトリックには敵わない。悔くやしいけれど、一枚も二枚も上うわ手てだった。

　巧たくみな手しゅ淫いんにあっさりと反応して、欲望が下着の中でどんどん膨ふくらんでいく。気がつけば窮きゅう屈くつなくらいに昂ぶっており、今にも下着のウェスト部分から顔を出しそうだ。

「……濡ぬれてきたな」

　指摘の声に下を向き、いつの間にか杢もくグレイの布地に濃い色のシミができていることを知る。

「………っ」

　恥ずかしいシミに羞しゅう恥ちを覚える間もなく、パトリックが俺の下着に手を突っ込み、欲望を引っ張り出した。同時に下着をぐいっと下に下げる。おかげで陰いん囊のうまでもが露あらわになってしまった。あわてて両脚を閉じて隠そうとしたが、その前にパトリックが剝むき出だしの性器を握り込んでしまう。

　熱い手のひらに直じかに包まれたペニスが、ピクピクと震える。

「イキがいいな」

　ふっと笑ったパトリックが手を動かし始めた。

「……っ……」

　大きな手でぬくぬくと扱しごかれた場所からねっとりとした快感が染み出してくる。先端に盛り上がった蜜みつを、親指の腹で円を描くように塗ぬり込こまれると、ニチュニチュといやらしい音がした。溢れて滴したたった蜜が、いつしかシャフトを伝い、薄い草むらまでしっとりと濡らす。

「もうベトベトだ」

　意地の悪いつぶやきに、きゅっと唇を嚙み締めた。

　一週間ぶりだから……。

　この一週間、それどころじゃなくて、自分に構う余裕なんて全然なかった。

　そう言い訳したいけれど、ぱんぱんに膨れた袋を強めに揉もみしだかれて、甘ったるい喘あえぎ声ごえしか出てこない。

「あっ、あっ……」

　また先端からじわっとカウパーが滲にじんだ。

　心臓がドクドク脈打ち、喉のどが震える。頭の中が快感で塗り潰され、ぼうっと白く霞かすむ。

　もうすぐそこまで白いのが来ている。……出そう。出ちゃう。

「で、出るっ」

　切羽詰まった声で訴えた刹那、パトリックがペニスから手を放して立ち上がった。とんっと肩を押され、後ろに倒れる。ベッドに仰あお向むけに寝た状態で（えっ？）と思っている間に、パトリックが俺のボトムに手をかけ、下着ごと一気に引きずり下ろした。足首から抜き取り、床に投げる。

　下半身剝き出しになった俺の右脚を高く持ち上げ、今度は内側の皮ひ膚ふを唇で辿り始めた。時折、弾力を確かめるようにざらりと舌で舐なめ、ゆるく歯を立てる。その都度、びくんびくんっと腰が跳ねた。

「っ……くっ」

　じりじりと脚の付け根まで降りてきた唇が、やおら欲望を口に含む。

「ひァッ」

　熱く濡れた粘ねん膜まくに包まれ、悲鳴が飛び出た。

「ちょ……待っ」

　反射的に身を捩よじって逃げようとしたが、体重を掛けてがっしりと腰を押さえつけられているので果たせない。

　その間にも、俺のペニスはパトリックの口の奥へとずぶずぶ呑み込まれていく。

「あー……っ」

　世にフェラチオという愛撫があることはもちろん知っていた。だけど経験するのは初めて。

　今までのセックスでも、パトリックに口でされたことはなかったので、漠ばく然ぜんと男同士はしないものかと思っていた。自分に付いているものを口に入れるのって抵抗ある気がしたし。

　でも今、俺の分身はずっぽり根元までパトリックに咥くわえられてしまっている。

「う……そ、……うっ」

　狼狽する俺をよそに、パトリックが口の中に収めた欲望をねっとりと口淫し始めた。

「……あぅっ」

　舌先で裏筋をつーっと辿られ、感じる場所をきゅうっと強く吸われて、ぞくぞくっと背筋に微弱な電流が走る。

　舌や唇で愛撫を施ほどこす一方で、パトリックは片方の手で指の輪っかを作り、根元をきゅっ、きゅっと引き締めだした。またもう片方の手で、双球を転がすように揉みしだく。

　三つの異ことなる刺激に翻ほん弄ろうされた俺は、奥歯を食い締め、激しい快感の波に流されそうになるのを必死に堪えた。ベッドリネンをぎゅっと握り締める。

「んっ……く、んっ」

　舌先でちろちろと尿道口を刺激されると、先端からつぷっと蜜が盛り上がるのが自分でもわかった。鈴すず口ぐちから溢れた先走りを、わざと音が出るようにじゅぷじゅぷと啜すすられて、熱い粘膜の中で欲望がびちびちと跳ねる。リネンから浮き上がった腰が淫いん蕩とうに揺れた。

（……いい）

　ヤバいくらいに……気持ちいい。こんなの……マジで生まれて初めて。

　これがパトリックの「本気」？　今までは手加減されてたってこと？

　しゃぶられているところから、とろとろに溶けて無くなりそうだ。

　呼吸がはぁはぁと忙しくなり、黒目が潤うるむ。

　俺は無意識のうちに、パトリックの形のいい頭に手を伸ばしていた。存外にやわらかい髪に指を絡からめ、ゆるく搔かき混まぜる。

「パトリック……」

　吐息混じりの切ない声で男の名前を呼んだ。パトリックが上目遣いに俺を見る。レンズ越しのその目が、獲物を食らう肉食獣みたいに獰どう猛もうに光っていてゾクッと背中が震えた。

「ヤバい……よ」

　このままだと口の中に出してしまう。

「おねが……い」

　何がお願いなのか。お願いやめて、なのか。お願い続けて、なのか。自分でもわからなくなり、混乱している間にも、どんどん射精感が募る。

　眉をきつくひそめ、俺は今まで摑んでいたパトリックの頭を押し戻した。

　だが、パトリックはびくとも揺るがない。むしろ早く出せと言わんばかりに、唇で軸を扱く圧を強めてきた。

「だ、め……で、出るっ……から、はな……放せって！」

　切羽詰まった声が喉から迸ほとばしり、絶頂の予兆に腰が大きくうねる。奥歯を食い縛ってももはや堪えることはできず、俺は最後の抑制を手放した。

「あっ……あっ……あぁ──んんッ」

　腰を震わせ、とぷんっ、とぷんっ、と体液を放出する。

「はぁ……はぁ」

　涙でけぶった視界に、喉仏を上下させるパトリックがぼんやり映り込んだ。

（マジ？　呑んだ？）

「……呑んだの？」

　上擦った声で確かめると、パトリックは唇の端から零れた白濁を指で拭ぬぐい、ぺろりと舌で舐め取った。

「うちのショコラほどじゃないが、甘くて美う味まい」

「……嘘ばっか」

　俺自身呑んだことはないけど、味なんて大体想像はつく。

（あんなに繊細な味覚を持っているのに……）

　よく我慢できるもんだと感心していると、パトリックが薄く笑った。

「本当のことを言えば、私も呑んだのは初めてだ」

「初めて？」

「今まではさすがに呑む気になれなかった」

「…………」

　そのパトリックが、自分の出したものだけは呑んだ。

　それが何を意味するのかを考えているうちに、胸がじわじわと甘苦しくなってくる。

（俺だって……）

　パトリックだから。相手がパトリックだから、大おお股また開いたり、とんでもなく恥ずかしい格好をしたり、女みたいな喘ぎ声を聞かせたり、自分でも見たことがないような場所を見せたりしているんだ。

　でもそういった受け身じゃなくて、もっと能動的に。

　パトリックは自分にとっても特別なんだっていう気持ちを伝えたい。

　胸の奥から込み上げてきた熱い想いに圧おされ、俺は上半身をのろのろと起こした。パトリックの目を見つめ、決意を口にする。

「俺もやる」

　目の前の顔が眉根を寄せた。

「無理をするな。そんなつもりで呑んだわけじゃない」

「別にあんたと張り合いたいわけじゃないよ。……そうじゃなくて……とにかくやってみたいんだ」

　訴えると、真意を見極めるようにしばらく俺の顔を見据えたのちに、パトリックが軽く肩を竦すくめた。それを了承の意と捉とらえた俺は、パトリックにベッドの上に乗ってもらった。枕を背に横たわり、軽く膝を立てたパトリックの脚の間に正座をして、その股間に手を伸ばす。ベルトを外し、スラックスの前をくつろげ、下着の中からずっしりと重いものを引き出した。

（……デカい）

　改めて見ると、やっぱりハンパない大きさだ。

　一回目の時、未貫通のバックにこんな凶器めいたものを無理矢理ねじ込まれたのだ。ほんと鬼の所業だ。おかげで半日腰が痛かった。今更ながらに尋常ならぬデカさにむっとしたが、まさに今更なので、憤いきどおりをグッと呑み込んだ。

「カナタ……大丈夫か？」

　怯ひるんだと思ったのか、頭上から気遣わしげな声が落ちてくる。

「大丈夫」

　いいようにやられた分、やり返してやらないと。

（腰砕けにしてやるからな）

　俺は前屈みになって、股間に顔を埋うずめた。まず先端にぺろっと舌を這はわせてみる。ビロードみたいな滑らかな感触。パトリックがぴくりと震える。震える脈動を両手で押さえつけ、できる限り口を大きく開き、亀き頭とうからはむっと含んだ。だが気が急せいて、一気に喉の奥まで突っ込んでしまう。うげっと嘔おう吐と反応が起こり、げほげほと咳せき込こんだ。

「おい、大丈夫か？」

　眦まなじりに涙を浮かべた俺の顔をパトリックが覗き込んでくる。

「本当に無理しなくてもいいんだぞ」

「大丈夫だって」

　首を横に振って、深呼吸してからもう一度再チャレンジ。今度は三分の二ぐらいまで含んで様子を見る。それでも喉いっぱいの圧迫感に顎あご骨ぼねが軋きしんだ。

「んっ、う……、ン……ん」

　じっとしていると余計に苦しい気がして、とりあえず舌を動かしてみる。血管の隆りゅう起きに舌先を這わせ、ぺろぺろと筋を舐める。頭上でパトリックが喉を鳴らした。熱い吐息がつむじにかかる。どうやら気持ちいいらしい。

　気をよくした俺は、今度は唇を窄すぼめて顔を動かし、軸を扱いた。何度か顔を上下させていると、口の中のパトリックが少しずつ張り詰めていくのを実感する。

（大きくなってきた）

　達成感に背中を押され、さらに熱を入れてしゃぶっていると、パトリックが俺の頭を撫でてくる。耳の後ろをさする指がやさしくて、俺は目を細めた。張り出たエラで口の中の性感帯を刺激され、だんだん陶とう然ぜんとしてくる。

「……カナタ」

　艶つやめいた掠れ声から感じていることが伝わってきて、腰の奥がジンと痺れた。

　さっき出したばっかりなのに、俺の欲望はまた熱を孕はらみ始はじめている。しゃぶっただけで兆きざすなんて、どんだけ餓うえてんだよ？　自分で自分にツッコミを入れたが、なってしまったものは仕方がない。

　一方、パトリックの欲望は、口の中に収まりきらない大きさになっている。持もて余あます大きさを、それでも一生懸命愛撫していると、先端からとろっとしたぬめりが溢れてきて、えぐみのある味が舌先に触れる。

　やっぱ不ま味ずい。美味いなんて嘘だ。

　でも……口から離そうとは思わない。離したくない。

　俺の耳を弄まさぐっていたパトリックの手が、不意にびくっとその動きを止めた。

「………っ」

　頭上で息を詰める気配がして、両手で顔を挟はさみ込こまれる。直後、ぐいっと押おし退のけられ、熱の塊かたまりがずるっと口から抜けた。

「あ……っ」

　突然の喪失感に思わず非難めいた声が出る。ふーっとパトリックが息が吐いた。

「……危なかった」

「なんだよ。出してもよかったのに」

　なんとなく手加減されたみたいですっきりしない。

「無理に呑んで吐かれても困るからな」

「…………」

　それを言われてしまうと弱かった。なにせ出会って十分足らずでパトリックに向かって盛大に吐いてしまった過去がある。

　消化不良気味の俺が不満げに口を曲げていると、パトリックが手を伸ばしてきた。俺の腕を摑み、ぐいっと引っ張る。俺は前のめりにパトリックの胸に倒れ込んだ。

　胸と胸が触れ合うと同時に、ぎゅっときつく抱き締められる。

「……すごくよかった」

　最高の評価の言葉に、たちまち機嫌が回復する。我ながら本当に呆あきれるほど現金だ。

「……ほんと？」

「本当だ」

　耳許に甘く囁いたパトリックが、眼鏡めがねに手をかけて外す。その眼鏡をナイトテーブルにカチャッと置いた。

「だが……本番はまだこれからだ」

　俺を抱き込んだまま、パトリックがゆっくりと反転する。ベッドに組み伏せられるのと同時に唇に唇が重なってきた。

「ん……ふっ……」

　ぴったりと隙間なく密着した体の、太股のあたりに灼熱の塊が触れる。

　さっき俺が口で育てたパトリックの欲望だ。それは雄々しく天を仰ぎ、先端が少し濡れていた。

　硬い屹きつ立りつを脚の間に擦りつけられ、ぞくんっと背中が震える。亀頭がぬるっと滑すべるのがエロティックで、体がますます熱を持つ。俺のペニスもぐんっと頭をもたげた。パトリックが自分のと俺のと、二本纏まとめて手で握り、ぬるぬると扱く。

「あっ……あっ……」

　俺は喉を反らし、パトリックの肩に爪を立てた。

「だ、め……またイッちゃう……って」

「何度でも達いけばいい」

「ちが……今度は……あんた、とっ」

　切れ切れに訴えると、手の動きがぴたりと止まる。

「私と？」

　促され、俺は顔が熱いのを意識しながら、震える声で囁いた。

「あんたと……ちゃんと……繋がりた……ッ」

　最後まで言い終わる前に膝に手がかかり、がばっと大きく割り開かれる。

「………っ」

　大開脚で、勃たち上あがった欲望の奥の窄まりまでもが露あらわになった。そこにパトリックが触れてくる。

　つぷっと疼とう痛つうを感じた次の瞬間にはすでに、長い指を半分ほど呑まされていた。

「く……ふっ」

　ぬぷぬぷと抜き差しされ、狭い筒を広げるように捏こねられて、体内を往いき来きする硬い異物に耐える。これをクリアしなければパトリックと繋がれないことは、過去幾度かの経験からわかっていた。

　だがやがて、パトリックの指が前立腺を集中的に責め立て始めると、今度は嬌きょう声せいが止まらなくなる。

「んっ……あっ……んぁっ」

　パトリックの指を食い締め、疼うずいてどうしようもない腰をうずうずと揺らした。

　もっと強い刺激が欲しくて、パトリックの手にさもしく腰を擦りつける。

「……すごいな」

　ごくっと喉を鳴らしたパトリックが指を引き抜き、急いた手つきで俺の腰を抱かかえ上あげた。

「入れるぞ」

　余裕のない声で伺いを立てられ、こくこくとうなずく。

　少しでも受け入れやすいように太股の裏を自分で摑んだ。後孔に充じゅう溢いつを押し当てられ、来きたる衝撃に備えて奥歯を食い締める。

　くぷっと濡れた音を立てて先端が突き刺さった。めりっと肉を割られる衝撃。熱い眼差しで俺を射抜いたまま、パトリックがゆっくりと、少しずつ入ってくる。

「ん……う、ン……ん……っ」

　じりじりと侵おかされ、貫つらぬかれる。黒目が潤み、胸が大きく波打った。内股の皮膚がひくひく震える。

　ふたりで力を合わせ、永遠にも思える長い時間をかけて、どうにかこうにか長大なものをすべて受け入れた。腹の中にパトリックがみっちり詰まっていて苦しい。苦しいけれど、それを上回る充足感がある。

「はぁ……はぁ」

　額を汗で濡らしたパトリックが身を屈ませてきて、ちゅっと唇を吸う。やさしいキスだ。

「……がんばったな」

　労ねぎらいの言葉に胸が甘く疼いた。俺から唇を開き、熱い舌を誘い込む。ねっとりと舌を絡ませ合いながら、脈動が体内でずくりと動くのを感じた。ずるっと引いてずぷっと押し込まれる。ゆるやかな抽ちゅう挿そうに、喉の奥から吐息が漏れた。

「ん……っ……んん」

　少しずつ抜き差しが早くなっていく。奥を突かれるたびに勃ち上がった欲望から蜜が滴り、内股を濡らした。

　パンパンと肉と肉がぶつかり合う鈍い音が響き、脳のう髄ずいがジンジンと痺れる。

「んっ、ぁんっ」

「いいか？」

　確かめるパトリックの、きつく眉をひそめ、快感を堪えるような表情を見上げているうちに、胸が狂おしく騒ぎ始める。俺は彫りの深い貌かおに手を伸ばし、その頰ほおに触れた。
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「……好……き……」

　掠れた声で囁いた直後、パトリックが中でさらにぐぐっと質量を増す。

　驚いた。まだ大きくなる余地があったのか。

「……んあっ」

　甘苦しい息を吐いた俺の腰を抱え直し、パトリックが手加減を忘れたみたいにガツガツと奪ってくる。俺は背中に腕を回し、堅けん牢ろうな背にしがみついた。

「あっ、あっ、あっ」

　容よう赦しゃなく突き入れられ、グチャグチャに中を搔き混ぜられ、とめどなく嬌声が溢れる。硬い腹筋に擦られた欲望が、快感の涙をはらはらと零した。ふたりの体から汗が飛び散り、ベッドがギシギシと軋む。

　ラストスパートが始まった。情熱的なストロークを刻み込まれ、体ごと揺さぶられて、悲鳴のような嬌声が迸る。背中が弓なりに反った。

　いく。もう……っ。

「あぁ──っ……ッ」

　ぐっと奥まで突き入れられた刹那、ぶるっとひときわ大きく腰が震え、俺は極限まで膨れあがった欲望を弾けさせた。

「……くっ」

　低い唸うなり声ごえが聞こえ、パトリックも続けて達した。腰をゆっくりと動かしながら、俺の最も深い場所に熱い飛ひ沫まつを浴びせかける。放埒はなかなか終わらず、結合部から溢れそうなほどのおびただしい量をたっぷりと注ぎ込まれた。

　絶頂からゆるやかに落下して、ぐったり弛し緩かんした俺に、パトリックが覆おおい被かぶさってくる。その胸からも通常よりかなり早い心臓の音が伝わってきた。自分の鼓動とシンクロしているのを感じて、穏やかな幸福感を覚える。

　体は疲れ切っていたけど、心は満ち足りていた。たぶん二十八年の人生で一番に。

「……カナタ」

　ややして名を呼ばれる。

「……ん？」

「おまえの……返事は？」

　しばらく考えて、セックスの前の「おまえは私をどう思っている？」という問いに対する返答を求められているのだと気づいた。

「……さっき言っただろ？」

「もう一度ちゃんと聞きたい」

「……しょうがないな」

　わがままな男に促うながされ、重だるい腕をのろのろと持ち上げる。俺は硬い首筋に腕を回し、耳に唇を寄せた。

「あんたの作るショコラは最高だし、アーティストとして尊敬してる。体の相性も悪くないよね」

「それだけか？」

「もうちょっと謙虚になってもいい気がするけど、それだとあんたらしくないし」

「……カナタ」

　俺の焦らしプレイにパトリックが苛立った声を出す。

「まぁ、改善して欲しい点は多々あれど、つまるところ──」

「どうなんだ？」

「俺もあんたが好きだよ」

　漸ようやく白状した俺に、パトリックの顔がぱぁっと輝く。クールな男が今まで見たこともないような幸せそうな笑顔で、俺をぎゅっと抱き締めてきた。
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　日がとっぷりと落ちた表おもて参さん道どうを、クリスマスイルミネーションが賑にぎやかに彩いろどっている。年の瀬の慌あわただしさを表してか、道行く人の足取りはどこか忙せわしげだ。

　教師も走る十二月十五日。クリスマスを十日後に控えた今日は、『Patrickパトリック Didierディディエ Chocolatierショコラティエ』が日本に初上陸する記念すべき日だ。

　とはいっても、本格的なオープンは明日からで、本日はプレオープン。

　オープニング記念のレセプションパーティを兼ねて、夕刻から、招待客のみの営業となっている。

　二十帖じょうほどのフロアは、午後七時現在、すでにたくさんのゲストでひしめき合っており、空調が効きいているのにもかかわらず、うっすら汗ばむほどだった。

　主要マスコミや有名パティシエ、ショコラティエ、食の評論家、コメンテーターなどに招待状を送ったが、「あのディディエがついに日本進出」ということで関心も高いらしく、予想の倍近くの招待客が顔を出してくれた。テレビ局も二社取材に入っている。エントランスには、オープンを祝う花が飾りきれないほど並んでいた。クリスマスシーズンの季節柄がらか、赤い花が多い。

「東京でディディエのボンボンショコラが食べられるなんて最高！」

「二年前に行ったパリ本店を思い出しちゃった。懐なつかしいわぁ」

「生パトリック見た？　超イケメン！　あとで一緒に写真撮ってもらっちゃおうっと」

「きっと明日から並ぶから、今日がっつり買いだめしておかなくちゃ」

　などなど、興奮覚めやらぬ声があちこちから聞こえてくる。

　今夜のために誂あつらえたブラックスーツに身を包んだ俺は、見知った顔に挨あい拶さつしつつ、談笑するゲストの間を回遊した。彼らと直接言葉を交わし、または聞き耳を立てた感触では、外装・内装・ディスプレイ共に、概おおむね好評のようだ。

　内装と外装はパリ本店の雰囲気を踏とう襲しゅうし、ブランドのテーマカラーでもあるダークブラウンに、差し色としてシルバーとヘーゼルブラウンをところどころにあしらってある。

　店内で一番大きくスペースを占しめているのが、ガラスのショーケースであるところも同じ。

　そのショーケースの中に、宝石と見まがうショコラが整然と並んでいるのも同じだ。

　本店と異なるのはラインナップで、ボンボンショコラとマカロンに日本オリジナルの商品が加えられている。

　日本でしか買えないボンボンショコラは、抹まっ茶ちゃを使ったものやティラミス風味のもの、甘あま栗ぐりを使ったものなどで、俺とパトリックで「日本人の舌に馴な染じみやすい味」をコンセプトに新製品を練り上げた。

　マカロンも、梅や黒ゴマ、パッションフルーツなどの新テイストを加え──これはパトリックのアイディアだが──生地の上と下で味を変え、挟はさみ込こむガナッシュと合わせれば一度に三種類の味が楽しめる新作も考案した。女性客をターゲットに、見た目もカラフルに仕上げた。

　日本独自のバロタンも作った。ディレクションを任せてもらえたので、以前から交流のあるアーティストに発注し、試行錯誤の結果、和紙を使用したボックスを完成させた。和紙特有の風合いと色味が繊細な仕上がりで、棚に積み重ねてあるだけでディスプレイ効果も望める。パトリックにも「こんなに美しいバロタンは見たことがない！」と絶ぜっ賛さんされてほっとした。

　──というような、日本オリジナルの展開もあるが、商品自体のクオリティは、パリ本店と寸分も変わらない。品質を落とさないために、出店が決まってからの五ヶ月弱、パトリックは東京とパリを何度も往いき来きして、店舗と工房の立ち上げに心血を注そそいだ。

　工房には本店と同じ製菓機器を導入し、空調や温度設定に徹底してこだわり、入念な審査の末に、スタッフを選んだ。そうして自みずから直接スタッフの指導に当たった。接客スタッフの教育にも携たずさわった。

　それらの工程すべてに、俺はパトリックの通訳として立ち会い、また総合プロデューサーとして立ち上げに関わった。パトリックと日本人スタッフの間に立ち、調整役も務めた。

　一方、パトリックが不在の間のパリ本店は、ジュリアンが兄の代わりに重責を担になった。

　当初、パトリックは長期に亘わたって自分が不在になることを不安がっていたが、

「みんなベテランだし、兄さんの教えが身に染みこんでいるから大丈夫。留守の間は、店のみんなで協力し合ってがんばるよ。僕らもそろそろ兄さんにおんぶに抱っこは卒業しなきゃ」

　ジュリアンが力強く「任せて」と請うけ負おって、躊ちゅう躇ちょする兄の背中を押してくれた。

「東京に店を出すのは兄さんの夢だもの。みんなでバックアップするよ」

　俺もこの五ヶ月弱の間に二度パリへ飛んだが、どちらの時もジュリアンは立派に店を切り盛りしていた。本人も自信がついたのか、心なしか顔つきが精せい悍かんになってきたようだ。

　ちなみに、その後のベルナールだが、向こうから「話し合いの場を持ちたい」と申し入れてきて、パトリックが会った。隠し帳簿を公にしないことと引き替えに、パトリックの出した「今後二度とディディエに関わらない。自分たち兄弟の前に顔を出さない」という条件を呑のんだらしい。

　それでもまだ切り札を握られている不安から逃のがれられないのか、すっかり畏い縮しゅくして大人しくなり、仕事を下の者に任せて南フランスの別荘で隠いん遁とん生活を送っているとのことだ。個人的にはこのまま引退してくれればいいと思っているが、あの手合いはしぶとそうなので、どうなることやら──。

　今日のプレオープンを迎えるまでの道程を感かん慨がい深ぶかく振り返りながら、ゲストで溢あふれたフロア内を一いち巡じゅんした俺は、中でもひときわ密集度合いが高い人だかりを、少し離れた場所から眺ながめた。

　二重の人の輪の中心に立つ、頭ひとつ抜き出た長身。

　ＭＯＦの証である青・白・赤のトリコロールラインが入った白衣に身を包み、腰にタブリエを巻いたトップ・ショコラティエを、たくさんの人が取り囲んでいる。

　眼鏡めがねをかけた怜れい悧りな横顔は、念願の東京ブティックを納得のいく形でオープンできた充足感に満ちているように見えた。

（なんか今日……顔つきがやさしい）

　眩まぶしいものでも見るように目を細めて本日の主役を眺めていると、後ろからぽんっと肩を叩かれる。

「彼方かなた！」

　振り返ったすぐ後ろに、見慣れた顔が並んでいた。向かって右が美み国くに教会の牧師、美国梗きょう一いち。真ん中がパティシエの日ひ鷹だか亨とおる。そして左側に強こわ面もて刑事の伊い吹ぶき由ゆ利り。三人共に、幼少期から一緒に育った幼なじみだ。

「亨、由利と梗一も……来てくれたんだ」

　パティシエの亨はクリスマス戦線まっただ中だし、牧師の梗一も降誕祭前で忙しいはず。刑事の由利に至っては時期を問わず三百六十五日事件に追われる身だ。なのに、わざわざドレスアップして駆けつけてくれた（梗一と亨は、ここまで電車でも車でも一時間はかかる）。

「忙しいのにサンキュー」

「んなのあったりまえじゃん！　おまえがプロデュースした店がオープンするんだからさ。生なまパトリック・ディディエに会えるチャンスなんて滅多にないし」

　亨が明るい声を出す。

「主教はチビたちがいるので顔を出せないが、おまえによろしく伝えて欲しいとのことだった」

　梗一がそう告げたあと、由利が背中の後ろから花束を取り出した。

「開店おめでとう」

　赤いバラの花束を差し出され、「えっ？」と驚く。

「これ……俺に？」

「主役のパトリックさんには山ほど贈られてきているだろうからな。俺たちからはおまえに。この五ヶ月お疲れ様」

「……ありがと」

　いささか照れくさい気分で花束を受け取った俺に、亨が「ほんとがんばってたもんなぁ。倒れるんじゃないかってちょっと心配なくらい。でもその甲か斐いはあったんじゃね？」と言った。

「さっきひととおり店内見てきたけど、商品構成とか完成度高いよ。クオリティにこだわるところはこだわって、それでいて初心者が取っつきやすい商品はちゃんと押さえてあってさ。ここでしか買えない限定品って言葉に日本人が弱いのもわかってる。隙すきがないなぁって感心した」

　プロのパティシエにそう言われたのがうれしくて、思わず口くち許もとを綻ほころばせる。すると亨がじっと俺を見つめてきた。

「なに？」

「いや……おまえ雰囲気変わったなぁって思って」

　実は、これを言われるのは初めてじゃない。このところ知人に立て続けに指摘されていたので、気恥ずかしさも手伝い、素そっ気けない声を出した。

「なにそれ……別に変わってないよ」

「そう？」

　亨が笑う。妙に大人びた顔で。

「ま、いいや。おまえが元気ならそれでさ」

　兄貴風を吹かす亨に、俺は肩を竦すくめた。

「もう少ししたら軽食のサーブが始まるけど、ボンボンショコラとマカロンも出るから食べていってよ。あ、飲み物まだ？」

　ちょうど通りかかったフロアスタッフのトレイから、シャンパンのグラスを取って、三人に渡す。

　グラスを持った亨がきょろきょろしているので、「どうしたの？」と訊きいた。

「パトリックさんは？」

「あそこに人だかりがあるでしょ？　あの中」

　亨が背伸びをして「あー、あの背の高い」と言った。ゲストの相手をしているパトリックをしばらく眺めてからいささか興奮した面おも持もちで、「噂うわさどおりの美形だな。パティシエとかショコラティエって、割りとどーんと体の大きな人が多いけど、彼はしゅっとスタイルよくて、クールで知的な感じ」と印象を口にする。

「……ドＳだけどね」

「え？　なんか言った？　聞こえなかった」

「なんでもない」

　その後も亨は落ち着きなく周囲を見回し、ややして俺のほうに視線を戻した。

「あのさ、秋あき守もりってまだ来てないの？　顔出すって聞いてたんだけど……」

「ああ……俺も七時には顔出すって聞いてるけど……遅れてるんじゃない？　忙しい人だから。でも来るのは来るはず。キャンセルの連絡来てないし」

「だよな。出資しているんだし」

　ディディエ日本進出に当たって、パトリックが望む条件をすべてクリアするためには、相当額のまとまった資金が必要だった。無論、だからといってベルナールに頼むなんてとんでもない。

　パトリックの才能を買ってくれた上で、投資してくれるパトロンを検討した末に、ひとつの結論に達した俺は、パトリックを日本に呼び寄せ、連れだって士し堂どう物産の本部へ赴おもむいた。

　ＣＥＯ就任を間近に控えた秋守に面会して、日本進出に当たってのビジョンをプレゼンし、パトリックが手持ちで空輸してきたボンボンショコラやタブレットを試食してもらった。

　海外生活が長い秋守は、ショコラに対する造ぞう詣けいも深く、いくつか試食してすぐにパトリックの突出した才能を認めてくれた。

「日本進出はパトリックの夢なんです。夢の実現のために、どうか力を貸してください。お願いします」

　深く頭を下げた自分に、秋守はかなり驚いていた。

　でも、資金提供を決めてくれた理由は、そのせいだけじゃないと思う。

　情だけで動くほど秋守も甘くないはずだ。幼なじみに対する温情はゼロではないだろうが、主にはディディエの将来性を買っての、ビジネスマンとしての冷静な判断だと思いたい。

　そして俺は、今回やむを得ず秋守に「借り」を作ったが、ゆくゆくは「倍返し」にするつもりでいる。そのためにも、この店を絶対成功させないと。

　ひそかに気合いを入れていると、当の秋守が姿を現した。梗一と由利の三人で談笑していた亨が恋人に気がつき、「秋守！」と声をあげる。

　見るからに仕立てのいいダークスーツに身を包んだ長身──今日も嫌みなほどスタイリッシュな士堂物産ＣＥＯが、優雅な足取りでこっちに近づいてきた。まずは俺に向かって「おめでとう。盛況だな」と告げる。

「おかげさまで納得のいく形でオープンの日を迎えられました。パトリックも喜んでいます」

　俺が謝辞を述のべると、亨が驚いたように目を瞠みはった。

「なに？」

　俺の促うながしに「え……だって」と口の中でもごもごする。

「おまえが秋守に敬語とか……」

「出資してもらってんだから当たり前だろ」

　そっかー、と言いながらもまだ目をまん丸くしている。俺は亨から秋守に視線を転じた。

「パトリックは今、ちょっと囲まれてて」

「ああ、いいよ。落ち着いてから挨拶させてもらう」

　そう応じた秋守が、シャンパンを受け取り、亨と話し始める。恋人を見つめる眼まな差ざしは、傍から見ているこっちが背中がむずむずするくらいに甘い。

「仕事忙しいんだろ？　大丈夫なのか？」

　亨の気遣いに、秋守が「今日はこのために夜は空あけてあったから」と答えている。

　秋にＣＥＯに就任してから、そうでなくとも忙しい秋守は輪をかけて多忙を極めていた。先月は、『美国ハウス』出身の元孤こ児じたちが一堂に会す「家族礼拝」にも顔を出さなかったし、おそらく亨ともまともに会えていなかったんだろう。

「じゃあ、会社に戻らなくてもいいの？」

「ああ、ひさしぶりにゆっくりできる」

「マジ!?」

　秋守の返答に亨の顔が明るく輝く。

（幸せオーラダダ漏もれにしちゃって……ったく）

　仲むつまじいふたりを間近で見ても、前みたいに胸が痛むことはなかった。

　完全に吹っ切れたのかな、と思う。

　本当は……随ずい分ぶん前からわかっていたのだ。

　秋守はもう昔の泣き虫で引っ込み思案な、亨に護まもってもらってばかりいた秋守じゃない。離れていた十二年の間に心身共に成長し、心も体も強くなって帰ってきた。

　俺がそれを認めたくなかっただけだ。

　子供じみた独占欲から、亨を取られたくなくて……だから秋守を、自分たちを捨てた裏切り者だと思い込んだ。秋守を憎むことで「仲間がバラバラになる恐れ」を封じ込めた。

　たぶん、俺たちの中で一番はじめに大人になったのは、兄弟同然の仲間と無理矢理に引き離された秋守だ。英国でひとり孤独に耐えながら、彼は少年期に決別せざるを得なかった。

　紆う余よ曲きょく折せつの末にその秋守の想いを受け入れ──時を止めていた亨も大人への階段を上のぼった。

　誰もが皆、いつまでも楽しかった子供の時間の中には留とどまっていられない。どんなに居心地がよくても、永遠に立ち止まってはいられない。

　だから自分もそろそろ、歩き出さなければいけないのだ。

　自分の途みちを──。

（だけど、だからって絆がなくなるわけじゃない）

　今日みたいに、メンバーの誰かのために、残りの仲間が駆けつけてくれる。誰かが窮きゅう地ちに陥おちいれば、他の四人が助けに集まる。その繋つながりは消えない。

　この先もずっと。

　亨と秋守を中心に、梗一と由利を含めた「仲間」が語らう姿を眺めていると、ぽんと肩を叩かれた。

「カナタ」

　振り返った後ろに本日の主役が立っている。今日のために新調したリネンのコックコートが眩しくて、俺はじわりと目を細めた。

　公私ともにパートナーとなったこの五ヶ月、パリと東京に離れている日も、必ずなんらかの方法で連絡を取り合っている。相変わらず意地っ張り同士で、たまに喧けん嘩かもするが、概ね上う手まくいっていると思う。たまにパトリックの独占欲に手を焼くけれど。

（つきあってみたら、全然クールじゃないしな）

「取り巻きからは解放されたの？」

「ひととおりの挨拶は済んだんで、ちょっと休憩だ」

　思えばパトリックは六時のオープンから延々、代わる代わる挨拶に訪れるゲストの相手をし続けている。タフな男だが、さすがに疲れたらしい。

「あ、さっき秋守が来たよ。今は亨たちと話してる」

「そうか。あとで挨拶をしないとな」

　そう言いながら俺の視線を辿たどったパトリックが、「トールはどれだ？」と訊く。

「亨？　あの一番スリムで、かわいい顔した……」

　しばらく黙って亨を眺めていたパトリックが「ああいうのが好みなのか」とつぶやいた。腑ふに落ちないといった声音だ。

「まぁね」

「今でも好きなのか？」

　憮ぶ然ぜんとした表情の問いかけに「まぁ」と答える。嘘は言えない。

　むっと険けんを孕はらんだ男の肩に手をかけ、背伸びをして耳許に唇を寄せる。

「……あんたの次にだよ」
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　視線の先の怜悧な顔がみるみる甘く蕩とろけていくのを捉とらえ、幸せな気分になった。機嫌を直したパトリックが、改めて俺を見て感想を述べる。

「今日のスーツはいいな。黒い細身のスーツに真紅のバラが映はえる」

「そう？　ドレスとどっちがいい？」

「ドレス姿のおまえも魅力的だが……もう女装は禁止だ」

「えー？　なんでさ」

　唇くちびるを尖とがらせる俺に、パトリックが答えた。

「おまえが誘惑していいのは私だけだ」

　そんな傲ごう慢まんを口にして、誰にも見えないように俺の手を握ってくる。魅惑的なショコラを生み出す大きくてあたたかい手を、俺もそっと握り返した。










　　　　あ　と　が　き







　こんにちは。もしくははじめまして。岩いわ本もと薫かおるです。このたびは「スパイシー・ショコラ」をお手に取ってくださいまして、ありがとうございました。

　プリティ・ベイビィズシリーズ一のヤンデレ・彼方かなたが主役の本作は、舞台がパリということもあり、番外篇テイストの一冊になりました（ですので、こちらを単独で、あるいはこの刊から読んでいただいても問題ないはずです）。

　個人的にパリはとても好きな街です。ここ最近は訪れる機会がなく、しばらくブランクが空あいてしまったのですが、ヨーロッパは数年で街並みや雰囲気が変わることはないので、最後に訪れた時のことをあれこれと思い出しながら執筆しました。

　それと今回、主人公の片割れがショコラティエでしたので、「資料集め」と称して、ショコラを購入＆試食しまくりました。普段は敷居が高い超高級ブティックにも果敢に足を踏み入れ、人生で一番と言っても過言じゃないほど、ショコラ長者を極めました。とても幸せな執筆体験でした（体脂肪は確実に増えたと思いますが）。

　彼方はどんな相手とどんな恋をするのか、あたたかい飲み物とお気に入りのショコラをお供に楽しんでいただければと思います。




　さて、この本の少し前に、麻ま々ま原はら絵え里り依い先生の手に寄る「プリティ・ベイビィズ」のコミックスが発売になっております。こちらの主役は主税と梗一です。梗きょう一いちがもう本当に神々しく美人でツンですので、こちらもチェックしてみてくださいませ。私も巻末にＳＳを書いています。

　また、まだスポットライトの当たっていない伊い吹ぶきですが、彼のお話は今年の後半、ディアプラス誌上でコミカライズがスタート予定です。こちらはオール書き下ろし原作になります。今までなかなか心の内を明かさなかった強こわ面もて伊吹篇も、どうか応援よろしくお願いいたします。

　コミカライズに挿絵にとご面倒をおかけしてばかりの麻々原先生。お優しい先生も、今回の話の無茶ぶり（主に彼方）に、お顔が引ひき攣つっていらっしゃるのではないかとブルブルしています。好き勝手してしまってすみません。今後ともどうかよろしくお願いいたします（祈）。

　お世話になりました編集担当様をはじめ、本書の制作にご尽力くださいましたすべての皆様に、心からの感謝を捧げます。今回もありがとうございました。

　最後になりましたが、親愛なる読者の皆様。いろいろと考えなければならないことも多い昨今ですが、拙著が皆様の息抜きの一助になれば……と願いながら書いています。

　次にお会いできます時まで、どうか皆様、ご健勝にお過ごしください。
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